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序章 問題の所在 と研究の方法
1 問題の所在
社会科は暗記科目だ、というイメージを持つ子どもは多い。教科書に記載されている
語句やある歴史事象だけを問う一問一答式の評価問題が多いことが、子どもに社会科を
暗記科目だと認識させる一つの要因となり、これと関連 して教科書を中心とした講義形
式の授業がこのイメージを増幅していると考えられる。社会科は市民を育成する場であ
る。受け身の学習ではなく、子ども自らが考え行動できる力を育まなければならない。
中学校では平成24年4月から新学習指導要領が実施され、思考力・判断力・表現力
の育成や言語活動の充実が挙げられている。そうした子どもの能力を歴史学習において
育成するためには、子ども自らが歴史家と同様の視点に立って、歴史を再構成してみる
ことが重要ではないか。土屋武志氏は、「歴史家」としての科学的・論理的な歴史解釈
の機会を与える学習方法を「解釈型歴史学習」と呼び、歴史家と同様の視′点に立って歴
史を解釈することの重要性を述べている1。 また、土屋氏は、OECDによる国際的な学
習到達度調査の結果をうけて日本における従来の学習方法の問題点を指摘している。そ
して、学習者の思考活動を重視する問題解決的な学習が再評価されていることに着目し、
解釈の多様性を前提とする解釈型歴史学習の有効性を述べている。また、原田智仁氏は、
イギリスの歴史解釈学習をもとに、日本における通時的な学習からの脱却を図るために
は歴史学習において史料を活用することが求められ、史料を根拠 として歴史を探究する
ことによって歴史的思考力を育成することができることを明らかにしている2。
歴史家は、史料から限られた情報を読み解き、それらをもとに歴史を構成し過去を再
現する。それと同様に、市民もまた与えられた資料 (情報)から自分なりに事象を読み
解き、それらをもとに意思決定をして社会生活を送っている。土屋氏や原田氏が示すよ
うに、史料を活用して歴史を再構成するといった歴史学の方法を歴史学習に活用するこ
とによって、子どもたちに市民としての生き方や技能を育てることができ、社会科の日
標でもある「市民的資質の育成」に寄与することができると考える。そのためには、歴
史学習において一次史料を扱 うことが求められ、子ども自らがそれらの史料を読み解い
ていく活動を授業に組み込む必要があろう。
また、両氏は、歴史解釈学習における重要な要素として、歴史の探究過程に「対話」
や「議論」といつた活動を取り入れることを勧めている。土屋氏は「対話」を取 り入れ
ることによって多様な解釈を知ることができ、「歴史解釈の精度を高めるためにも、民
主的な市民としての資質育成という社会科教育の目的からみても、対話は、解釈型歴史
学習の基本的な学習活動として継続的に繰 り返して用いられるべき学習活動である。」3
と述べている。同様に、原田氏も「議論」をとおして、無意識のうちに主観や偏見を含
む解釈へと陥つてしまうことを防ぎ、歴史解釈を間主観的に吟味することに公教育とし
ての歴史学習の意義を見出している。史料の読解を通して、主体的に過去を再構成する。
その過程に生徒同士の議論や意見交換を位置づければ、物事を多角的・多面的に捉えさ
せることに繋がり、間主観的な認識を保証することができる。
しかし、一次史料であれば何でもよいというわけではない。中学生に古文書や古記録
などの文字史料を与えても読み解きにくく、歴史を自ら再構成しようという意欲にも繋
がりにくいと考えられる。その点で、既習知識や能力の如何にかかわらず読み解きを行
うことができる史料として、絵画史料を挙げることができる。実際に、「蒙古襲来絵詞」
や「一遍上人絵伝」などの読み解きをとおして歴史の理解を図る授業は数多く報告され
ており、絵画史料の有効性を示す事例は少なくない。また、歴史学者である黒田日出男
氏は、絵画史料を「歴史を豊かなイメージをもつた世界」として捉え、文字史料だけで
はわからないこれまで見落とされてきた歴史を、絵画史料を活用することによつて探究
することができるとし、歴史学における絵画史料の活用意義を述べているち これらの
ことから、歴史学や歴史教育における絵画史料の活用意義を見出すことができる。
本研究では、絵画史料の中でも神戸市立博物館に所蔵されている「南蛮屏風」に着目す
る。「南蛮屏風」には異国の人々や動物、色彩豊かな衣月艮や背景などが描かれてお り、子
どもが興味、関心をもつて楽しみながら歴史を探究することができる史料である。また、
地域の文化財としての価値を育成させることにもつながろう。本研究は、この「南蛮屏
風」の読み解きをとおして 16世紀の時代像を日本と世界の視点から探究する中学校の
歴史授業モデルを開発することをねらいとする。
研究の方法
本研究における研究方法は、基本的に以下の3点に集約される。
主に歴史学習における絵画史料活用に関する先行研究、および絵画史料を活用し
た先行授業事例の分析を通してその意義と課題を明らかにする。
主に「南蛮屏風」に関する歴史学の先行研究の分析を通して、南蛮屏風の歴史的意
義と教育的意義を明らかにする。
絵画史料を活用した歴史授業開発の原理と方法を仮説的に提示し、「南蛮屏風」を
活用する授業モデルを開発する。
(1)
(2)
(3)
【註】
1土屋武志『解釈型歴史学習のすすめ 対話を重視した社会歴史』梓出版、2011年2原田智仁「中等教育における角峯釈学習の可能性 ―マカレヴィ、バナムの歴史学習論を手が
かりに―」『社会科教育』第70号, 2009午, pp。1‐103前掲書 1
4例えば『絵画史料で歴史を読む』(筑摩書房、2004年)や『姿としぐさの中世史』(平凡
社、 1986年)。
第 1章 歴史学習における絵画史料活用の意義 と課題
第 1節 絵画史料活用の意義
1 絵画史料の定義
ある事象を考察し、結論を導き出すためには、どのような場合においても根拠 となる
ものが必要である。これは諸分野における専門家だけでなく一般の人々においても共通
していえることであり、その根拠となるものとして史資料 (または情報)は活用される
と考える。同様に、歴史学習においても、ある歴史事実を探究する際にはさまざまな史
資料が活用される。歴史学習において、歴史家と同様の視点に立って歴史を再構成する
ことの重要性については序章で述べたとおりである。歴史家はあらゆる史資料をもとに
過去を再構成するが、歴史家と同様の視点に立つということは、歴史学習において歴史
家と同様に史資料を分析し考察するということである。つまり、歴史学において活用さ
れる史資料は歴史学習においても活用することができるといえ、その対象となる史資料
は多様に存在することになる。では、史資料には一体どのようなものがあるのか。福井
憲彦氏の先行研究より史資料とはどのようなものを指すのかを明らかにするとともに、
本研究では絵画史料を取り上げていることから、歴史学における史資料の中で絵画史料
はどのように位置づけられているのかを明らかにする。
福井氏は、歴史学における史資料について次のように述べている。
史料と資料、同じ発音の違った単語であるが、ここでいう史料とは、一般に文字で記された情
報源、文献史料ないし文書史料のことをさしている。あるいは、文書とはいえない断片的な文字
表現を考慮すれば、文字資料といつた方がよいかもしれない。それに対して資料とは、もつとひ
ろい概念として、文字ではない物体や景観のようなものまで包含する。非文献資料、非文字資料
を含む1。
このように、史資料は文献資料だけでなく物体や景観のようなものまで含んでいるこ
とから、史料もしくは資料に成 り得るものは広範囲に及ぶことがわかる。さらに福井氏
は、問いの対象や性格が多様化するのに伴つて、その手掛かりとなる史資料もまた多様
化せざるをえないことを指摘 している。では、そのような広範囲かつ多様化する史資料
において、絵画史料はどのように位置づけられているのか。
福井氏は、先行研究において史資料の性格分類を行つており、図 1は福井氏によつて
作成されたものである2。 まず、史資料は大きく二つに分けられている。一つは「自然や
自然にかかわるもの」、もう一つは「人間がなんらかの手をカロえた結果として生み出され、
残されてきたもの」である。この図をみると、「自然・自然物」に分類される史資料は限
られており、その大半は「なんらかの人為が加わっているもの」に分類されていることが
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図 1 史資料の性格分類 (福井 (2006)3ょり引用)
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わかる。「なんらかの人為がカロわっているもの」は、さらに「「もの」としてあるもの」
と「人間による表象としてあるもの」に分類されている。「「もの」としてあるもの」
に分類される史資料は考古史料に区分されるものが多く、「人間による表象としてある
もの」は考古史料以外のものと考える。「人間による表象としてあるもの」は、さらに
「形のないもの」と「形のあるもの」に分類されており、前者は非文献資料、後者は文
献史料(準文献資料を含む)とに区別されている。そのうち、絵画史料は準文献史料に分
類されており「画像 。映像・図像資料」に含まれていることが読み取れる。この「画像・
映像 。図像資料」には絵画史料とともに映画やヴィデオも含まれており、それらの史料
は「準文献資料」として扱われている。
これまで福井氏の史資料の性格分類をもとに、歴史学における史資料について、また
史資料に含まれる絵画史料の位置づけについてみてきた。次に、そこからさらに絵画史
料に着日し、吉川幸男氏や黒田日出男氏の先行研究から、歴史学習においてどのような
絵画史料が読解に適しているのか、また「南蛮屏風」以外に一体どのような史料が絵画
史料の中に含まれるのかを明らかにすることによつて、本研究で取り上げる絵画史料の
定義を示す。
吉り|1氏は、絵画史料を「図像資料」と表現しており、図像資料とそうでない資料を区別
するため二つの指標を提示している。まず一つの指標は、「その資料のさまざまな部分
の意味を、学習者自ら創造的に解読できる資料かどうか」4とぃぅことである。倉り造的な
解読ができる資料を「意味流動的な資料」とし、文字資料のように独創的な解釈が許され
ない資料を「意味固定的な資料」としている。これらのうち、図像資料は前者の「意味流
動的な資料」に含まれており、創造的な解読を促すことができる資料として捉えられて
いる。そしてもう一つの指標は、「生の原史料に対する現代人のカロエや創作の手がより
少ないか、より多く入つているか」5とぃぅことである。吉川氏は、図像資料と文字資料
の違いを「意味流動的」か「意味固定的」かに区別し、さらにそこから「原典資料」で
あるか 晴J作資料」であるかを判断することによって図像資料の概念を捉えることがで
きると述べており、この二つの指標から四つの典型に分類している。吉川氏の考察を整
理したものを表 1に示した。
表1 文字資料と図像資料における四つの典型
原典資料
(歴史学の研究対象)
創作資料
(歴史学の研究成果)
意味固定的・ 。・文字資料
(多様な解釈の余地がない)
A 意味固定的な原典資料
→ 古文書など
B 意味固定的な創作資料
→ 歴史物語の本など
意味流動的・・・図像資料
(多様な解釈の余地がある)
C 意味流動的な原典資料
→ 絵巻物や版画など
D 意味流動的な創作資料
→ 想像画や復元模型など
(吉川 (1991)6ょり筆者作成)
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本研究の目的は、歴史家と同様の視点に立って史料を読み解き主体的に歴史を再構成
することである`吉
川氏が提示する「原典資料」が歴史学の研究対象と位置づけられて
いることから、本研究における目的に適している史料はCの「意味流動的な原典資料」
であるといえ、授業モデルの事例として取り上げている「南蛮屏風」はこの「意味流動
的な原典資料」に含まれると考える。それでは、「意味流動的な原典資料」には 「南蛮
屏風」の他にどのような史料が含まれるのか、黒田氏による絵画史料の分類をもとに明
らかにする。
黒田氏は、ベルンハイムや太田秀通氏の先行研究を踏まえて、歴史学における研究材
料の分類を行つている。研究材料を「自然」と「遺物」とに三分し、そこからさらに「遺
物」を「人間の遺物」。「沈黙史料」。「発言史料」の三つに分類している。この三つの枠
組みにおいて絵画史料は「発言史料」に含まれており、黒田氏は絵画のみの史料を「ア
ナログ史料」、絵画史料に文字列史料がみられるものを「アナログ・デジタル史料」と
して区別している7。 どのような史料が「アナログ史料」また「アナログ・デジタル史
料」に分類されているのかを、黒田氏の提示する研究材料の資料をもとに表2に整理し
た。
表2 アナログ史料とアナログ・デジタル史料に含まれる研究材料
アナログ史料 (画像史料)
a 壁画 (高松塚古墳・法隆寺)       i 初期風俗画 (洛中洛外図屏風 。南蛮図
b 模様・紋様                屏風などを含む)など
c 織物の紋様 。柄・絵          j 風景画・静物画・写生画・細密画など
d 陶磁器の形・絵柄など          k 写真 (さまざまな写真)。無声映画など
e その他の家具 。調度品などの絵柄など   1 絵図・絵地図 (境内図などを含む)など
f仏画 (曼茶羅などを含む)・垂述画 (神像 m 建築指図・設計図・想像図など
などを含む)。写経絵など        n 案内図 。道中図・観光図など
g 肖像画・頂相              0 地形図・ 日本図・世界図・天文図など
h 山水画 。花鳥風月画など
アナログ・デジタル史料 (画像・文字列史料)
a 絵巻物 (縁起絵巻・物語絵巻・御伽草子・職人歌合絵巻 。年中行事絵巻など)
b 絵解きの行われた絵画 (参詣曼陀羅 。十界図・地獄極楽図その他)
c 小説の挿絵 。図版など
d 映画・漫画・劇画
e 広告など
(黒田 (1988)8ょり弓1用)
黒田氏によつて「アナログ史料」や「アナログ・デジタル史料」として示されている
研究材料の中から、吉り|1氏が示す「意味流動的な原典資料」にあてはまるものを抽出す
ると、「d 陶磁器の形・絵柄など」から「陶磁器の形」を除外 し、「k 写真 (さまざ
まな写真)・無声映画など」や 「c ガヽ説の挿絵・図版など」、「d 映画・漫画 0劇画」、
「e 広告など」を除外することができると考える。それらの資料を除外した理由は、
「陶磁器の形」は図像資料に含まれず、写真や無声映画、小説の挿絵や映画や広告など
は原典資料というよりも創作資料に近いと考えたからである。「m 建築指図・設計図・
想像図など」における「想像図」に関しては、「意味流動的な捨J作資料」に含まれるの
ではないかという解釈も可能である。しかし、どのような研究材料が「想像図」に含ま
れるのかが示されていないため、黒田氏が示す「想像図」は一概に創作資料と断言する
ことができない。そのため、本研究では「m 建築指図・設計図・想像図など」も「意
味流動的な原典資料」に含むこととする。
福井氏による史資料の性格分類、吉り|1氏による史料の固有性を含む先行研究、そして
黒田氏による研究材料の分類を踏まえると、絵画史料は歴史学において準文献資料とし
て位置づけられており、その中でも読み解きに適していると考えられる史料は、吉り|1氏
の先行研究に依拠すると「意味流動的な原典資料」に含まれる史料といえる。そこから
黒田氏によつて提示されている研究教材をもとに、「意味流動的な原典資料」に含まれ
ると考えられる史料を次のように整理した。よって、本研究で取 り上げる絵画史料は以
下のものを指すことを明らかにしておく。
表3 「意味流動的な原典資料」に含まれる絵画資料
アナログ史料 (画像史料)
a 壁画 (高松塚古墳・法隆寺)       i 初期風俗画 (洛中洛外図屏風・南蛮図
b 模様 。紋様                屏風などを含む)など
c 織物の紋様・柄・絵           j 風景画・静物画・写生画・細密画など
d 陶磁器の絵柄など           e その他の家具 。調度品などの絵柄など
1 絵図・絵地図 (境内図などを含む)など  m 建築指図 。設計図・想像図など
f仏画 (曼茶羅などを含む)・垂述画 (神像 n 案内図 。道中図・観光図など
などを含む)。写経絵など        0 地形図 。日本図・世界図・天文図など
g 肖像画・頂相
h 山水画・花鳥風月画など
アナログ・デジタル史料 (画像 。文字列史料)
a 絵巻物 (縁起絵巻 。物語絵巻 。御伽草子・職人歌合絵巻 。年中行事絵巻など)
b 絵解きの行われた絵画 (参詣曼陀羅 。十界図・地獄極楽図その他)
(表2をもとに筆者作成)
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2 絵画史料活用に関する先行研究
1970年代以前は文字・言語史料が重視され、絵巻物などの絵画史料は概説書や教科
書の挿絵として禾J用されることが多く二次的な位置づけがなされていた9。 しかし、近
年、絵画史料の有用性が見直されるようになり、歴史家の中には絵画史料を研究対象と
する者もみられ、歴史学習においても絵画史料の活用に関する多くの先行研究が報告され
ている。本項では絵画史料の活用に関わる先行研究を踏まえて、歴史学習において絵画
史料を活用する意義を明らかにする。
まず、原田智仁氏の先行研究より、史料と学習者との位置づけや、史料読解に関する
課題を明らかにする。原田氏は、歴史学習における史資料と学習者の関係の変容につい
て、吉川氏の先行研究から次の二つの図を用いてその内容を述べている10。
確定された歴史
図2-1 伝統的な歴史学習における資料活用 (吉ノII(2008)11より引用)
研究者の歴史研究□匡
休・教科書・m ll'JこL報
人の歴史学習
学習者の歴史
図2-2 近年の歴史学習における資料活用 (吉川 (2008)12ょり引用)
原田氏は「史料」。「資料」。「学習者」の中でも特に学習者の位置に着目し、伝統的な
歴史学習では史料から資料を介して歴史理解を行 う「二段階直線型」の歴史学習が行わ
れているのに対し、近年の歴史学習では史料から資料という流れではなく、史料から直
接学習者が歴史理解を行 う「三角型」の歴史学習へと変容していることを示している。
さらに原田氏は、学習者の位置づけが異なったことによって「資料活用」から「史料活
用」へと変化 したことを述べており、吉川氏が提示する近年の歴史学習における資料活
用の方法を歴史学習に適切な「史料読解」と捉えている。この「史料読解」を歴史学習
に組み込むことによつて、「従前のルーティーン化 した資料活用」13からの脱却を図る
ことができると考える。
さらに、原田氏は史料読解を行 う上で三つの課題を提示している14。
①史料読解のねらいを明確にし、教師と生徒がそのねらいを共有する。
②史料の読解を狭義の習得・活用論の「習得」と捉え、「活用」のための課題を無理に設定し
て追究させるのではなく、史料の読解そのものを活用と捉える。
③追究課題を設定するならば、なぜ型の問いを中心に単元を構成し、その探究の過程に不可
欠な活動として史料読解を位置づける。
これら二つの課題をみると、ただ歴史学習において史料の読解を行えばよいというわ
けではないことが読み取れる。史料を活用することを目的として史料読解を行 うことが
歴史学習に求められる資料活用なのではなく、歴史を探究する手段として史料読解を歴
史学習に組み込み、史料を読み解 くことによって歴史理解を深めることが資料活用とい
えることが述べられている。
以上、原田氏の先行研究より、学習者 と史資料 との位置づけや、史料読解を取 り入れ
た歴史学習における三つの課題を明らかにした。これまで述べてきた学習者と史資料と
の位置づけや、史料読解に関する課題を念頭に置いておくことは史料を扱 う上で重要な
ことであろう。史料の中にはもちろん絵画史料も含まれる。
では次に、歴史理解 と絵画史料の役割について、池野範男氏と官原武夫氏の先行研究
をもとに述べていく。
池野範男氏は、歴史学習における歴史理解について次のように述べている。
歴史教室には過去の歴史事象も出来事も存在しない。それにもかかわらず、子どもたちは現
在生起したごとく、歴史事象や出来事を理解する。なぜこのような歴史理解が可能なのだろうか。
それは、現存するもの、現前するものを手がかりにして、子どもたちが過去の歴史事象や出来
事を構成しているからではないだろうか。(中略 :藤原)このような能動的構成論の立場から、
子どもの歴史理解をとらえることによって、歴史授業における歴史理解は子どもたちがつくるも
のであると主張する15。
池野氏は歴史学習における歴史理解は子ども自らがつくるものであるとし、それを可
能にするものとして、「現存するもの、現前するもの」 とい う言葉を用い史資料の重要
性を示唆している。この史資料の中には、教科書や資料集なども含まれるであろう。こ
のような史資料を手がか りにして過去の歴史事象や出来事を子 どもたち自身が構成す
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ることで、主体的な歴史理解の形成が可能となることが述べられている。
宮原氏も同様に、歴史学習において史料を扱 うことを次のように述べている。
歴史研究は、史料を分析・推理・判断・解釈して、歴史的事実 。概念、理論を明らかにする。
歴史学習も、史料を分析・推理・判断。解釈して、歴史的事実や概念を獲得するものである16。
宮原氏は、子ども自らに歴史認識を形成させるためには史料の「分析・推理・判断・
解釈」が重要であることを述べており、両氏は子どもが主体的に歴史像を構成し、自ら
の力で歴史理解を可能にする手段として、歴史学習における史料の中でもとりわけ絵画
史料の活用に着目している。主体的に歴史像を構成する力を身に付けることができれば、
その後の歴史学習にも応用することができ、そのような手法は歴史学習に限らず他の分
野においても資料から情報を読み解いて主体的にある事象を構成する力として活用す
ることができると考えられる。それでは次に、歴史理解に活用する絵画史料の特性につ
いて、佐藤廣氏と加藤公明氏の先行研究より明らかにする。
佐藤氏は、吉川氏や加藤氏の先行研究を踏まえて、絵画史料が持つ特性をまず大きく
四つに整理し、四つの枠組みの中で六つの特性 (特性 a～oを提示している。その中か
ら、絵画史料を活用する意義に関連する特性として特性 a・c・dOfの四つを抽出した。
表4 絵画史料活用の意義に関連する四つの特性 (特性 aoc・d00
佐藤氏は、四つの特性のうち a・cを「子どもたちに絵画史料を親しみやすく取り組
みやすい資料だと感じさせ、学習効果を促す効果を持つもの」と捉え、特性の d・fに
ついては「歴史学習を、単に歴史学習や教師の歴史観を伝達する場ではなく、子どもた
ちが自分なりの歴史観を主体的に構築していく場とする効果を生み出すもの」と捉えて
(1)伝達される情報の質・内容に関する特性
。人物や器物、あるいはそれらの集合体として描かれた社会事象のある場面の視覚的特徴に
ついては、非常に具体的な情報を提供する。(特性 a)
(2)情報の読み取りの方法に関する特性
・言語の習得が読解の前提とはならず、他国で作成されたものからでも、古い時代のものか
らでも、ある程度の基本的な情報の読み取りが可能である。 (特性 c)
。読み取りの進め方などに、文章の読解の場合のような特定の手l頁がなく、読み手の独自の
関心や思考法などに応じた工夫を取り入れる余地が多い。(特性 d)
(3)非光学的な画像資料であることに由来する特性
(4)原典資料であることに由来する特性
。他人の行った解釈の理解ではなく、読み手自身による解釈を可能にする。(特性0
(佐藤 (1994)17ょり筆者作成)
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いる18。 これらの特性を踏まえた上で歴史学習に絵画史料の活用を図つていくことが
重要であると佐藤氏は述べている。
佐藤氏が提示する四つの枠組みのうち、(3)の「非光学的な画像資料であることに由
来する特性」には、上記では省略しているが特性 eについて述べられてお り、特性 eに
は「描かれているものは必ずしも歴史的な事実ではなく、事実の象徴である」ということ
が記されている。これに関連する内容として、歴史学者である福井氏は「図像資料の活
用」として次のように述べている。
とくに絵画の場合、抽象画を誰も現実描写とは思わないであろうが、描かれたものが写実性を
もつていて、しかも具体的な姿を再現しているように見えるものであればあるほど、注意が必要
となる。時代の雰囲気をいかにも見事に伝えている、と思われる絵画は、歴史的過去を想像する
のにたいへん貴重なのであるが、うっかりすると、絵画が画家の手によって二次元空間に表象さ
れたもの以上ではない、ということを忘れがちになる■9。
このように、絵画史料を扱 う上で注意しなければならないことは、詳細に描かれてい
る絵画をみると事実をそのまま描いたように認識してしまう。しかしそれはあくまでも
画家によって描かれた絵画であり、見たものをそのまま表現しているとは限らないとい
うことである。特に、歴史学習において取り扱 う史料については気をつけなければなら
ない。描かれている事象が歴史的事実を如実に表現したものであると解釈 して歴史理解
を行 うと、事実とは異なる結論に至る可能性を含んでいる。絵画史料はあくまでも歴史
を探究する一つの手掛かりであり、「南蛮屏風」を読み解く際にも同様のことがいえるだ
ろう。もちろん文字史料においても、真実のみが記述されているとは限らない。さまざ
まな史料を照らし合わせて一つの事実を導き出すということを忘れず、一つの史料だけ
に固執して歴史理解を行 うようなことは避けねばならない。これらは、絵画史料を活用
する上で留意しなければならない点である。
次に、加藤氏の研究をみていく。加藤氏は、絵画史料が持つ二つの特性に着目してい
る。まず一つは、事実確認が容易ということである。これは、佐藤氏が述べている特性
aocと同様の解釈と考えられる。事実確認の容易さについては、歴史学の黒田日出男
氏をはじめ、多くの研究者によって述べられてきた絵画史料が持つ魅力的な特性の一つ
といえる。このような特性を持つ絵画史料は、既習知識や特別な能力を必要とせず視覚
的に歴史を提えることができるため、歴史を苦手とする子どもであつても抵抗なく歴史
像を描くことができると考えられる。そしてもう一つの特性は、「無定型ともいえる自
由さ」20でぁる。文献史料では文字によって記された情報がすべてであり、多様な解
釈が入 り込む余地はない。しかし、提示された史料が絵画史料であれば読み手の思考や
視点によって多様な解釈ができ、一つの史料からいくつもの解釈を引き出すことができ
る。加藤氏は、絵画史料を「子どもの個性に応 じて自由に歴史認識を作つていく素材」
12
21と位置づけ、歴史認識 と史料の関係について次のように述べている。
歴史認識は、なんといつても史料に基づいて論理的に組み立てられたものでなければなら
ない。それが科学的である第一の条件だからである。(中略 :藤原)そして従来の文献史料と
異なり絵画史料の利点は、少なくともそこに何が描かれているかは、視覚を通して多く生徒
にでも理解することができるということである。だからその史料のもつ歴史的な意義も各自
が今もつている知識や論理、感性で比較的自由に考えることができるのである22。
これは、池野氏や宮原氏と同様に、歴史認識を構成する過程において史料が重要な役
割を果たしており、史料の中でも絵画史料を活用することの有効性を示している。
これらのことから、絵画史料は事実確認が容易であり、生徒の歴史的思考力の育成や
主体的な歴史像の構成、つまり、生徒各自の個性を生かした多面的で多角的な解釈を引
き出すことができる史料 といえる。このような意義を持つ絵画史料を歴史学習に組み込
むことによつて、池野氏や宮原氏が述べるような主体的な歴史理解を促すことができ、
子 ども一人ひとりが積極的に歴史学習に参加することができると考える。
それでは、絵画史料をどのように活用すれば子どもたちの主体的な歴史理解ができる
のか。次に、絵画史料を活用した授業事例の分析をとおして考察する。
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第2節 歴史学習における絵画史料活用の課題
1 絵画史料を活用した歴史学習の授業事例分析
歴史学習における絵画史料活用の課題を明らかにするため、絵画史料を活用する授業
事例の分析を行 う。分析を行 うにあたってすでに佐藤廣氏が 200例もの事例を詳細に
分析していることから、本研究では佐藤氏が分析を行つていない 1995年以降に刊行さ
れた雑誌『歴史地理教育』から24例の授業事例と、南蛮屏風を活用する授業事例 2例
の計26例を収集し分析を行った。
(1)分析の視′点
分析の視′点として、絵画史料の活用目的、読み解きの視′点、読み解き活動の射程 (範
囲)の二つに着目する。
絵画史料の活用目的では、「導入的役割」、「歴史事実のイメージ化」、「歴史事実の探
究」、「時代像の構成」の四つの視点を設定し、どのような目的をもつて絵画史料を歴史
学習に活用しているのかを明らかにする。
読み解きの視点とは、絵画史料を読み解く際に生徒による自由な視点での読み解きが
行われているのか、教師によつて設定された枠組み、つまり教師によつて固定された視
点での読み解きが行われているのかというものである。読み角早きの視点を分析視点の一
つに設定した理由は、誰にでも読み解くことができ、多様な解釈の余地があるという絵
画史料固有の特性を歴史学習に生かしている事例は、どの程度みられるのかを調べるた
めである。
読み解き活動の射程 (範囲)については、描かれているものを読み解く「事象の読み
解き」、読み解いた事象が何を表しているものかを把握する「構図の読み解き」、事象・
構図の読み解きを踏まえて描かれている個々の事象に関する歴史的背景を提える「背景
(意味)の読み解き」の三つの活動を設定する。
≪分析の視点≫
①絵画史料の活用目的は何か。
i.導入的役割 五.歴史事実のイメージ化 五.歴史事実の探究 市.時代像の構成
②読み解きの視点は設定されているか。
i。 自由な視点 五.固定的な視点
③どの程度の読み解き活動が行われているか。
i.事象の読み解き 五.構図の読み解き 血.背景 (意味)の読み解き
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② 絵画史料を活用した授業事例の分析 0考察
前項の分析の視点を踏まえつつ、本研究における歴史授業開発に生かしたいと考える
二つの授業事例の分析について述べる。
ア)関東朋之「中世の民衆史 ―洛中洛外図屏風を手がかりに 」1の分析
対象は中学生であり、授業は中世のまとめの時間として位置づけられている。活用す
る史料は、「上杉本洛中洛外図屏風」と「年中行事絵巻」の二つである。以下に、その
内容を述べる。
I。 学習目標
二つの絵画史料を比較することによって、祭 りの担い手が貴族から一般の民衆に変わ
り、祭 りそのものが豪華になっていることを読み取り、中世のはじまりから終わりまで
の変化を史料の比較や読み解きをとおして導き出すこと。
Ⅱ.授業の展開 (○…指示、
≪展開1(導入)≫
04人グループに「洛中洛外図屏風」(祗園祭の様子と室町通 りの様子が描かれてい
る部分をカラーコピーしたもの)を配布する。
◆「この絵は、いつごろ、どこで、何をしているところを描いたものだろう」
(生徒の反応)
・馬宿のような人がいるし、床屋さんもいる。職業がいろいろあるから、室町時代頃
だろう。
・お店屋さんが並んでいる。市がたつのは、鎌倉時代ぐらいからだよね。
・南禅寺って書いてあるよ。南禅寺ってどこにある?地図帳で探してみよう。
・発達しているみたいだから、京都かな、堺かな。
≪展開2(展開)≫
○「上杉本洛中洛外図屏風」と祗園祭の説明を行った後に、同じく4人グループに「年
中行事」をコピーしたものを酉己布する。
△史料の「上杉洛中洛外図屏風」と「年中行事」を比較し、双方の違いを見つける。
(生徒の反応)
。おみこしが立派になっている。
・まちがにぎやかになつているようにみえる。
・みこしをかついでいる人が、貴族つぱい人から普通の人になっている。
《展開3(終結)≫
◆「今日の学習から、中世社会はどのように変化したといえると思うか」
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(生徒の反応)
・貴族の時代から、武士や民衆の時代になった。
・民衆に力がついてきた。
・わからない (とまどう生徒が多い)
Ⅲ.分析・考察
①絵画史料の活用手段 ・・・時代像の構成
②読み解きの視点 ・・・固定的な視点
③読み解きの活動・・・事象の読み解き→構図の読み解き
展開1では、「洛中洛外図屏風」をカラーコピーして配布することによつて生徒に興
味・関心を持たせることができると考えられるが、教師があらかじめ読み解きの視点を
提示しているため、「なぜ～なのか」という疑間に至らず、描かれている事象を肯定的
に読み解く活動に留まっており、これでは課題の抽出にもつながりにくいであろう。
展開2では、二つの史料の違いに着日して読み解けばよいため、歴史を苦手とする生
徒でも積極的に授業に参加することができると考えられるが、展開2では事象の読み解
きのみの読解活動が行われ、読み解いた事象が構図の読み解きへと深化されていない状
態で展開3において時代像を提えさせようとしたため、展開3における問いの場面で戸
惑 う生徒が多いという結果になってしまったと考えられる。
関東氏の授業事例では、「洛中洛外図屏風」を読み解 く枠組みがあらかじめ設定され
ており、中世のまとめの授業として位置づけられているため、既習知識を生かした読み
解きが生徒に求められている。また、時代像を構成する手段として絵画史料は活用され
ているが、関東氏が示す内容からもわかるように生徒の多くは展開1や2で読み解いた
事象を、時代像を描く手掛かりとしてうまく活用することができていない。これでは、
生徒の思考が深まったとはいえないだろう。
イ)宮原武夫「歴史教育における思考力の育成 ―模擬授業「鎖国時代のアイヌ」―」2の
分析
この授業事例は、教育学部の大学生 40名を中学生と仮定した模擬授業である。宮原
氏は、「研究者の研究の過程を生徒が模擬的に追体験することは、歴史学習の本来のあ
り方である。」とし、従来の系統的な知識を暗記させる授業方法を批判している。また、
宮原氏は、歴史研究の過程は「事実認識、関係認識、価値認識」の段階が想定されるこ
とを示している。それぞれの段階を次のように整理した。
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I 事実認識 …1研究主体は、日常の生活体験・人間観察を生かして、研究材料の一つ
一つが一体何であるのか、事実の理解・確認を行う。
Ⅱ 関係認識 … 研究主体は、事実と事実相互の関係を説明するため、研究手段を駆使
して認識する価値のある問題を解決する。
(前段 :主観的な推理による仮説の定立
後段 :概念や帰納的推論・演繹的推論などを駆使して仮説を検証)
Ⅲ 価値認識 … 事実認識と関係認識を総合して、現象から本質を説明する段階であり、
研究主体にとって価値ある歴史認識を獲得する。
この方法が「実証性と論理性を備えた主体的な知識を獲得させる道」であるとし、「歴
史教育とは、生徒の知的な体験学習を組織することである」という主張を検証するため、
宮原氏は絵画史料を活用した模擬授業を行つている。以下にその内容を述べていく。
I.学習目標
あいまいな事実から仮説的推論の方法を使って、自分たちの力で関係認識・価値認識
(鎖国やアイヌの見直し)に到達する。
Ⅱ.授業の展開 (6時間)(○…教授活動、◆…発間、△…学習活動・学習内容)
(1)「変だなあ探し」(主体的な事実認識の段階)
01枚の肖像画を示す。
◆「この絵は、18世紀末の日本に来たある外国人の肖像画です。絵を見て気付いた
こと、変だなと思つたことを班で話合い、学習ノートに書いて、発表してください。」
(生徒の反応)
①班 河野ブーツをはいている。
②班 体の割に頭が小さい。
③班 爪が長い。洒落つ気がある。爪切がないのか。
④班 服装が立派で、目つきが鋭く、権力をもつていそう。
⑤班 髪が黒く、毛深いから、寒いところの人。
⑥班 上着が変。膝が出て、割れているから。
⑦班 厚着で、肌が出ていないから、寒いところから来た。
③班 ヒゲが長い。寒いところから来た。
⑨班 眉毛がつながっている。敵を威嚇している。
⑩班 熊の毛皮の上に座っている。
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(2)個性的な仮説的推論 (事実認識から関係認識へ)
◆「武士が描いた肖像画の人物はどこから来た人 (何人)だと思いますか。班で話し
合って “○○だから、△△である"という風に理由を付けて答えてください。」
(生徒の反応)
―アイヌ人 一
⑩班 毛皮をもつていて、服装から寒いところの人だから、アイヌ人。
③班 寒いところから来た人で、鎖国時代だが、北は地続きだから、アイヌ。
①班 髪が黒く、肌が黄色で、厚着だから、北海道アイヌ。
一ロシア人 ―
⑦班 着物を東洋的だが、ブーツ 。マントは寒さに強い西洋風の服装なので、ロ
シア人。
③班 上着の肩の模様はヨーロッパ系で厚着、他国と交易してるから、ロシア人。
日本人の常識で (実物よりも)東洋的に描かれている。
④班 月艮装、寒い国、スラブ系に見えるから、ロシア人。
―モンゴル人 一
⑥IJI 月及装の色、形、柄からモンゴル人。
②班 体格・黒髪 。ブーツからみて、モンゴル人。
一その他 ―
⑤班 龍の模様、服の色などから、中国の北方民族。
⑨班 ベー トー ベンのようなパーマの技術が優れているから、グルマン系の人。
(3)集団的思考による仮説の検討 (関係認識の後段)
△討論 1「アイヌ人、ゲルマン人、ロシア人、モンゴル人、中国人、五つの説のう
ちどれが正しいか、間違った仮説を批判し正しい説を残すために、各班
に質問の権利を与えます。どんな質問をするか班で話し合った後、発表
してください。」
(生徒の反応)
・②班の質問「差別されていたアイヌに、こんな立派な服があるのか。」
→ ①班の回答「これがアイヌの民族衣装だ。」
・②班の質問「身分の高い武士が、差別されているアイヌの肖像画などを描く価
値があるのか。」
→ ⑩班の回答 「アイヌは、松前藩と商売をしてたから描いたのだ。」
・④班の質問「私が北海道で見た現代のアイヌ部落は、竪穴住居の発展したよう
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なもので、こんな立派な服を着れる人ではない。」
→ ①班の回答 「これは階級的に高い人の正装だ。」
・⑤班の質問「アイヌは少数民族で、人口は少なく、階級をつくると民族が成り
立たない。」
・②班の質問「日本人ばなれの体格をしているから、アイヌではないのではない
か。」
→ ①班の回答 「首や足を見ると大きくない。十二単衣を着たような着太り
だからだ。」
△各班の説に対する支持投票を行 う。
(結果)ロシア人 11人、モンゴル・清・中国人 11名、アイヌ8名、ゲルマン人 4名
(4)「隠す技術」から「顕す技術」と仮説的推論
第2時の冒頭に少数派となったアイヌ説の①班の学生が、図書館にある『北方民族』
に掲載されていた「夷曾列像」を発見し、教材との共通点を指摘してアイヌ説が正しい
ことを発表している。
○前時に示した肖像画が、クナシリ・メナシの戦いの後に松前に来たアイヌの首長ツ
キノエであること、肖像画に元々書かれていた「屈捺失律 総部曾長 貨吉諾謁」
の部分を隠していたことを説明する。
○肖像画の作者は、後の松前藩家老の蠣崎波響であること、雲龍紋の服は元や清の天
子の朝服で、龍の五つの爪は最高級の錦織の印であることを説明する。
(5)推論の条件
◆「鎖国時代、中国の錦織がアイヌに伝わったルー トとして最も正しいのはどれか」
○各班で話し合つた後、発表させる。(地図は省略されている)
A (長崎 。江戸)ルー ト 1班   B (日本海沿岸)ルー ト 2班
C (シベリア沿岸)ルー ト 1班  D (シベリア)ルー ト 4班
(各班の理由づけは省略 :藤原)
△討論 2「中国の錦織がアイヌに伝わったルー トとして、正しい説を残し、間違つた
説を批判する質問を考えてください。」
(生徒の反応)
。Dに質問「高級品が辺部なロシア経由で手に入つたのか。」
→ ②班 「高級品といつても、北京と交渉があり (沿岸州の)デレンも栄えて
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いたのでそこを通つた。」
③班「長崎 。江戸経由では高級品は、江戸で取られてス トップしてしまう。」
・Dに質問「陸路より船旅のほうが便利だつたのではないか。」
→ ⑩班「船旅は嵐などの災害がある。」
・ABに質問「松前からアイヌに高級品を流すはずがない。」
→ ③班 「松前は利益目当てなので高級品もアイヌヘ流す。中国からはアイヌ
に売る目的で商品がきているから。」
(6)分析から総合ヘ
◆「アイヌは、なぜ中国 。ロシアの服を着て松前に来たのか。」
(生徒の学習ノー トより)
i 中国 。ロシアがバックにいると松前藩を威嚇するため・ 。・11名
五 立派な服装で権力・財力・文化を示すため・・・12名
血 アイヌ・外国人であることを誇示するため・・・1名
市 威圧感を与え対等の立場で貿易を拡大するため・ 0・2名
v アイヌの衣装を棄て戦 う意志がないことを示す 。・・2名
宙 正式な対外衣装であるから・・・1名
前 その他・・・2名
Ⅲ.分析・考察
①絵画史料の活用手段 。・ 0歴史事実の探究
自由な視点 (「変だな探し」)②読み解きの視′点
③読み解きの活動 。・・事象の読み解き→構図の読み解き→背景 (意味)の読み解き
一つ目の学習として、肖像画を提示し「変だなあ探し」を行 うことによつて、生徒の
生活体験と興味・関心に見合つた常識的な事実認識を抽出することをねらいとしてお
り、自由な視点での読み解きが行われている。二つ目の問いでは、事実認識から関係認
識へと発展する段階であり、肖像画の人物がどこから来た人物であるのかを、読み解い
た事象をもとに考察している (関係認識①)。 ここでは、配布された絵画史料のみを手
掛かりにして考察しなければならず、各班の回答をみると生徒はこれまでの経験や既習
知識を活用しながら「事実認識」と関連させて考察していることがわかる。
また、討論 1以降の展開では、肖像画の人物が身に着けている衣服に着目することに
よって、鎖国と称される時代の交易がどのようなものであったのかを考察させており、
ここでも「関係認識」の前段・後段の活動が行われている (関係認識②)。 最後の「分
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析から総合」におけるまとめでは、「アイヌは、なぜ中国 。ロシアの服を着て松前に来
たのか」が問われ、これまでの活動の中から得た知識を活用して考察する者が多く、鎖
国化の対外関係の中でアイヌがどのように位置づけられていたのかを踏まえて回答し
ている生徒が大半である。
肖像画は、事実認識、関係認識①の段階において活用されてお り、肖像画に描かれて
いる人物を明らかにすることによつて「アイヌ」というキーワー ドを生徒自身に導き出
させている。また、絵画史料に描かれている錦織に着目させ、鎖国時代の交易について
一通 り学習した上で再度肖像画に立ち返り、これまで読み解いてきた事象や既習知識を
活用して歴史事実を明らかにするような授業構成となっているため、事象から構図の読
み解きへと展開し、最終的には肖像画には描かれていない歴史的背景を読み解く活動が
行われていることがわかる。
(D 南蛮屏風を活用した授業事例の分析・考察
ここでは、南蛮屏風を活用している二つの授業事例の分析について述べる。授業事例
2例のうち1例は、神戸市立博物館と学校による連携授業であるため特異な事例ではあ
るが、南蛮屏風を活用する先行実践は非常に少ないため貴重な資料の一つであり、また
博物館による出張授業では南蛮屏風をどのように読み解いているのかを明らかにする
ことによつて、本研究における授業モデルに活用することができると考える。
ア)東京都教職研修センターの事例分析
一つ目の事例は、東京都教職研修センターの F平成 15年度教育研究員研究報告書』3
に記載されている中学生を対象とした検証授業である。絵画史料を活用して課題解決型
の学習活動を行 うことによつて、「生徒が学習意欲を高め、時代や社会の特色と地域の
関連性について多角的・多面的に考察し、自らの課題を発見・追究しながら解決してい
く力を育成できる」とし、「グループ学習の中で世界の歴史との関連をもたせながら考
察できる絵画史料」として「南蛮屏風」に着日している。授業内容は、絵画に描かれた
人物や事物から時代背景や時代の特色を考察し、考察した事柄をもとにシナリオを作成
し劇化する学習を行つている。では、検証授業の内容を以下に述べていく。
単元名を「戦乱から天下統一へ」とし、学習指導要領の「(4)近世の日本」にあたる。
単元設定の理由は、「歴史の大きな流れを世界の歴史や国際関係を背景としてとらえた
学習展開が図ることができ、生徒が多角的 。多面的な視野を持って考察することができ
る」こと、また「「南蛮屏風」は登場する人物や事物が写実的に描かれており、絵図か
ら歴史的・地理的事象を比較的容易に読み取ることができること」が述べられ、「南蛮
屏風」を活用することによつて「生徒が興味や関心をもつて多面的 。多角的な考察を行
い、問題意識をもつような課題を設定することが期待できる」としている。学習指導計
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画については、報告書に示されている資料をもとに次のように整理した。
表5  学習指導計画 (5時間構成)
学習内容 学習活動 教師の指導・助言活動
?
?
?
?
?
絵画史料か ら
グループ内で
課題を発見・追
究する。
「南蛮屏風」を観察して関心を持った人物
や事物を探し、気付いたことなどを付箋
に書きこみ拡大絵図に貼る。
付箋に書かれた気付いたことや疑間に思
ったことをグループで話し合う。
発表し合つてわかつたことなどをプリン
トにまとめ、シナリオ作りの準備を行う。
絵を見て5WlHに配慮しながら時
代背景を読み取るよう適宜助言す
る
発表された内容について基本的なこ
とは補足説明し整理する。
インタビュー形式のシナリオづくり
の手順を説明する。
?
?
?
?
?
?
グループで絵
画資料 をもと
にシナ リオを
作成する。
シナリオづくりを行う。
(舞台設定 。時代背景 。テーマを決める、
南蛮屏風を見てシナリオを作る、など)
5 WlHを踏まえ、インタビュー項
目の中に世界と日本とのかかわり
を示すものを必ず取り入れるよう
指示する。
?
?
?
?
?
グループで絵
画資料をもと
に劇化を行う。
班ごとにシナリオの最終確認とリハーサ
ルを行 う。
班ごとに発表する。
他班は相互評価用紙に伝えようとしたこ
と疑間に思つたこと、特に印象に残った
こと等を記入する。
発表が終わるごとにコメン トを行
つ。
教師用の評価表にも記入していく。
相互用紙は回収し、教師が目を通し
ておく。
?
?
?
?
?
相互評価の発
表 と自己評価
を行 う。
。前回記入した相互評価用紙をもとに、他
グループの発表で良かつた点や質問した
いことを発表する。
。他グループの発表を受けて、自己評価表
を記入する。
く記入上の留意点>
。疑間を解決できたか。
・南蛮人渡来の背景と影響
・役に立ったこと
。うまくできなかった理由
。自己評価表の質問項目は、研究主題
に沿つた内容にする。
i自ら課題を発見・追究し、解決
する力
五多面的 。多角的な視点
m学習意欲の高まり
(東京都教職研修センター (2004)4ょり筆者作成)
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次に、本時の展開として提示されている第3時の指導案をもとに分析を行う。
Ⅱ.授業の展開 (第3時)
第3時における授業の展開を以下に示す。
表6 第 3時における授業展開
学習内容 学習活動 学習活動の留意点及び形成的
評価のための評価基準
教師の指導。助言活動
?
?
?
・ガレオン船につい
ての発問・説朗
・南蛮屏風を見ながらガレ
オン船に対する教師の
質問について考える。
。この船はどこからきた
/J?ヽ
。どんな人が乗つている
か?
・船体の色は?
。日本の船ではないこと
に気付力せる。
。外国と日本との交流に
関心をもたせるきつか
けとする。
?
?
?
◎インタビュー形
式で行 う劇化の
輸 押
(ワー クシー トの
′瑚
※各グループに配
布するもの
。別 のコピー
4場面
。前時のワーク
シート
・本時のワーク
シート
・前時のワー クシート
(付箋に書いた内勾
や南蛮屏風を見ながら
ワークシー トの必要事
項を考え記入する。
・登場人物のだれを主人
公にするか、本目談して
決める。登場人物の欄
を○で囲む。
。舞台設定や時代背景、テーマは
絵画の中から場面をどこに設
定するか、また中心になる事柄
は何かをポイン トにして考え
る。また、テーマの中にヨーロ
ッパ人の来航、キリスト教の伝
来、新航路の開拓、日本の貿易
の発展の内容を必ず一つは取
り入れる。
○インタビュー項目の中にキリ
ス ト教など世界と日本の関わ
りを示す内容を取 り入れてい
る力Ъ    幅考・判断)
・登場人物の誰を主人公にする
か、舞台設定やテーマを踏まえ
て考え決定する。
○舞台設定やテーマを踏まえて
主人公を決定した力、
。南蛮屏風を見ながらワ
ークシートを作成する
ように強調する。
・グルレー プの中で、班長
などに司会をさせて、
話し合いを進めるよう
助言する。
。作業の進まないグノト
プには、「南蛮屏風を見
るポイント (参考)」
や付箋に書いた事柄に
着日して考えるよう助
言する。
・インタビュー 項目と答
えがわかりやすくなっ
ているか、いつ・どこ
で。誰が・何の理由で。
どうやつて 。何を行つ
たのかをポイントにし
て仰裁するよう指導す
I.学習目標
。前時に生徒が書いた付箋の内容に関連させながら、インタビュー形式で行う劇化用
のワークシー トをグループ活動により作成することを通し、資料活用についての技
能や表現力を養 う。
・ヨーロッパ人の渡来 。キリス ト教の伝来・南蛮貿易といつた出来事を、南蛮屏風を
通して着目させ、世界と日本との関わりをシナリオづくりに取り入れることで、ヨ
ニロッパ人の来航についての時代や社会背景などを考察させる。
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・前時に書いた付箋の内容 (南蛮
屏風を見て気付いたこと、疑問
に思つたこと)を参考にしてイ
ンタビュ‐項目と答えを考え、
記入する。
○インタビュー項 目と答えにつ
いて、いつ 。どこで 。だれが・
何の理由で。どうやつて ,何を
行つたかを踏まえて作成した
力ゝ     (思考・判断)
○班の中で相談し、協力してワー
クシートが作成できた力、
(関心・意欲。1豊0
0世界と日本の関わりなど南蛮
屏風の内容を踏まえて発表で
きたか、また、わかりやすく表
現できた力、
鑽料活用・表現)
る。
(夕D)宣教師の場合
Q.あなたは、日本に何
をしに来たのか?
A.キリスト教を伝える
ためにスペインから
船で来た
。インタビュ‐項目は三
つまでと助言する。
・ィンタビュー に対する
答えは、教科書、飢
集等を参照するよう助
討 る。
。現場調争には、議 をは
っきりとさせ、自信を
もつて答えるように助
討 る。
・インタビュー項目と答
えをグループごとに発
封 る。
例)A→1班
B→2班・ … ・
・ワー クシートの内
容の発表
(鋤
(参考)南蛮屏風を見るポイント
この頃の世界の様子
キリス ト教の伝来
戦国大名と南蛮貿易 武士 日本の商人
ワークシー トに記入
した内容が「評価基
準」に沿つているか
を開 硼 する。
。ワー クシートの提
出と自己評価用紙
の配布
。自己評価用紙
の提出
・次の授業内容
の予告
。各グループごとにワー
クシー トを提出し、自
己評価の用紙に記入す
る。
・登場人物のセリフ・シ
ナリオを作成する。
・小道具の内容について
検討する。
(東京都教職研修センター (2004)5ょり引用)
Ш.分析・考察
①絵画史料の活用手段 。・・時代像の構成
②読み解きの視点 。・ 。自由な視点
③読み解きの活動 。・・事象の読み解き→構図の読み解き→背景 (意味)の読み解き
導入では、ガレォン船に着日しており、船がどこから来たか、どんな人が乗っている
のかを明らかにすることによつて、ガレオン船が日本の船ではなく外国の船であること
に気づかせている。そうすることで外国と日本の交流に関心をもたせることをねらいと
しており、導入における学習活動は、展開において生徒がシナリオ作りを行うにあたつ
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て南蛮屏風のどのようなところに着日し、どのように読み解といていけばよいのかを示
す役割を果たしていると考える。
展開では、インタビュー形式で行 う劇化の事前学習が行われ、前時のワークシー トや
南蛮屏風のみを活用している。劇の舞台設定や時代背景、テーマとなる場面をどこに設
定するかは生徒自身が考察しなければならず、導入で示したように、テーマには外国と
の交流を認識することができる内容のものを取り入れなければならない。これらの作業
をうまく進めることができないグループは、「南蛮屏風を見るポイント」を参考にする
ことができる。
「南蛮屏風を見るポイント」の他にも、インタビュー項目やその答えをわかりやすく
作成するために、「いつ・どこで 。誰が・何の理由で・どうやって 。何をおこなつたの
か」をポイントにシナリオを作成することが指導されている。 5 WlHの視′点を踏まえ
ることで、わかりやすくインタビュー項目やその答えを表現することができるとともに、
史料から読み解いた事象を分析的な視点で捉えることに繋がると考えられる。また、イ
ンタビューに対する答えは、南蛮屏風から読み解いた事象や「南蛮屏風を見るポイント」、
教科書や資料集などをみて考察するよう助言され、設定した舞台背景や時代背景、テー
マなどに沿つた歴史事実を自らの力で探究し、当時の時代像を主体的に構成していくこ
ととなる。あらかじめ生徒にはワークシー トが配布されており、登場人物や人物設定、
インタビュー項目やそれに対する答えなどの枠組みが記されているため、グループで考
察したことを整理しながらシナリオづくりを行 うことができる。
第 3時では主に劇化のシナリオづくりを通して歴史事実の探究や歴史的思考力の育
成が図られており、南蛮屏風から読み解いた事象を中心に教科書や資料集、また教師に
よつて提示された補助資料などを活用しながら、歴史像を形成していく構成となってい
る。従来の歴史学習のスタイルとは異なり、生徒自ら「課題を設定して追究 。解決して
いく学習活動」として劇化のシナリオづくりが行われ、教師が適宜指導や助言などを行
いながらも生徒を主体とする授業構成といえる。
関東氏による授業事例においても、絵画史料を読み解く際に「いつ、どこで」といっ
た5 WlHと類似する視点があらかじめ設定されている。関東氏による事例については、
あらかじめ読み解きの視点を設定したために、生徒は肯定的な読み解きとなってしまい
課題の抽出につながりにくいと考察したが、「南蛮屏風」を活用する研究報告書におけ
る授業事例では第 1時において生徒に自由な視点で「南蛮屏風」を読み解かせており、
疑問点なども考察しているため関東氏による事例とは読解活動の方法が異なっている。
絵画史料を活用する場合、多様な解釈を生みだすことができるという絵画史料の特性を
生かすのであれば、やはり生徒による自由な視点での読み解きの時間を設けることが必
要であろう。
イ)神戸市立博物館による出張授業の事例分析
次に、神戸市立博物館 と学校が連携して行つている博物館の出張授業を取り上げる。
博物館学芸員による出張授業という特異な授業事例であるため、ここでは「南蛮屏風」
がどのように活用されているかに着日し、実際に出張授業を行っている神戸市立博物館
学芸課指導主事の山西潤氏にご教授いただいた内容を踏まえて授業分析を行う6。
まず、対象となるのは中学 1年生であり、準備物として挙げられているものは、火縄
銃、聖フランシスコ・ザヴィエル像、南蛮屏風の三つの複製である。以下に学習の展開
を述べていく。
Ⅱ.授業の展開
出張授業における授業展開を以下に示す。
I.学習目標
・鉄砲とキリス ト教の伝来による、16世紀から17世紀にかけての、ヨーロッパと日
本の交流のようすを「南蛮屏風」というすぐれた文化遺産を手掛かりに、考える力
を育成する。
。具体的な史資料を活用し、歴史的事象を多面的 。多角的に考察する力を育成すると
ともに、文化遺産を尊重しようとする姿勢を培う。
表7 出張授業における授業展開
過程 時間 学習内容 生徒の学習活動と留意点 指導者の支援
導入
0 神戸市立博物館
とザヴィエル像
●火縄銃とキリスト教の伝来について知る。
◆既習事項と関連させながら確認する。
●ザヴィエル像を神戸市立博物館が所蔵して
いる理由を知る。
◆火縄銃とザヴィエル像を提示する。
◆神戸市立博物館が所蔵している経緯
を池永孟氏と関連させて説明する。
展 開
15 南蛮屏風を観察
しよう !
●南蛮屏風に描かれた絵画を観察する。
◆屏風と作者について知る。
◆ワー クシー トに取り雨 、
(1)①メガネをかけた南蛮人をさがす。
②十字架を持つている日本人をさが
丸
③南蛮船が運んできたものをさがす。
④南蛮人のリー ダー について考える。
◆屏風と狩野内膳についてふれる。
◆10名程度ずつ、屏風で探させる。
他はカラーコピー 0
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⑤屏風右上の建物について考える。
12)「?」 について考える。
◆観察したことについて発表し、それについ
ての解説を聞く。
◆キリスト教 。南蛮貿易 。日本人や南
蛮人のようすについて説明する。
◆南蛮貿易とキリスト教の布教が一体
のものであったことにふれる。
ま
と
め
40
45
刻 麟 叫 醸 ●南蛮屏風の素晴らしさと文化財の保護につ
いて知る。
◆左右並んだ屏風雄 する。 ◆狩野内膳の南蛮屏風の魅力や豊臣秀
吉との関係について説明する。
◆資料に触れたり、じっくり観察する
ことの大切さとおもしろさについて
=身
しる。
(出張授業に関する資料7ょり引用)
Ⅲ.分析 0考察
①絵画史料の活用手段・・ 0歴史事実の探究
②読み解きの視点 。・ 0自由な視点
③読み解きの活動 。・・事象の読み解き→構図の読み解き→背景 (意味)の読み解き
導入では、火縄銃やザヴィエル像の複製を用いながら、既習事項の復習や鉄砲やキリ
ス ト教の伝来を学習し、当時の歴史に関係しているものを提示しながら説明することに
よつて子どもたちの興味、関心を引き出すことができる。南蛮屏風の複製が活用される
のは展開からである。
展開では、南蛮屏風に描かれた絵画を観察することから始まり、制作者である狩野内
膳についてふれている。その後、ワークシー トを取り組むが、ワークシー トには五つの
問いが設定されている。どの問いも南蛮屏風を読み解かせる内容のものであり、人物や
ものに着日していることがわかる。これらの問いは、南蛮屏風を読み解かせることのみ
を目的としているわけではない。例えば、②の問いは「十字架を持っている日本人がい
るよ。どこにいるかな?」 というものであり、まずは南蛮屏風からこの人物を探させて
いる。山西氏によると、この人物を見つけた後に②の問いに関連させて「ザヴィエルの
布教は成功していると思う?」 と問い、当時の日本ではキリス ト教の布教が成功してい
たということを明らかにするということであった。③の問いについても南蛮船はどのよ
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うなものを運んできたのかを考察させることによつて、動物や交易にかかる日数などに
着目し、南蛮人が日本にやつてきた目的の一つがキリス ト教の布教であつたことを明ら
かにするということである。
南蛮屏風を読み解かせることを目的とした問いを行つたあとに、指導者によつて当時
の様子や時代像を問う発間がなされており、子どもは自然と読み取つた事象と歴史事実
を関連させて学ぶことができ、学習のねらいでもあるヨーロッパと日本の交流の様子を
南蛮屏風から読み解くことができる。
神戸市立博物館による出張授業においても、先述した検証授業と同様に、南蛮屏風を
とおしてヨーロッパとの交流に焦点を当てていることがわかる。南蛮屏風から読み解い
た事象をもとに指導者が歴史事実を明らかにしていることから、歴史事実を探究する手
段として活用されていると捉えることができる。先述した授業と同様に、博物館による
出張授業においても、まずは自由な視点での読み解きが行われている。その後の展開は、
ワークシー トを中心に進められているが、生徒による南蛮屏風の読み角旱きに沿った授業
構成となつており、史料から読み解いた事象と関連させて指導者が歴史事実の解説を行
つている。
博物館による授業は、史料に触れながら歴史を学ぶことが目的であるため、生徒が主
体となって歴史を構成する活動に重点は置かれていない。しかし、「南蛮屏風」をとお
して日本人や南蛮人のようす、また南蛮貿易とキリスト教の関係を明らかにすることが
できることから、当時の時代像を読み解く手段として「南蛮屏風」を活用することがで
きることを学習の展開から読み取ることができ、補助資料などを提示すればそれらの歴
史事実や当時の時代像を生徒自らに考察させることは可能であろう。
ここまで、四つの授業事例を取り上げて分析内容を述べてきた。南蛮屏風を活用する
授業事例については、歴史学習においてどのように南蛮屏風を活用することができるか
ということに着日して分析を行つたため、絵画史料活用の課題に関する授業事例分析の
対象には含まないこととする。次項において、『歴史地理教育』から収集した24例の授
業事例の分析をとおして絵画史料活用の課題を明らかにするとともに、関東氏、宮原氏
による授業事例を本研究における歴史授業開発にどのように生かすことができるのか
を述べていく。
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2 授業事例分析を踏まえた絵画史料活用の課題
24例の授業事例分析を踏まえて絵画史料活用の課題を明らかにするとともに、関東
氏、宮原氏の授業事例は本研究における歴史授業開発においてどのように生かすことが
できるのかを述べる。
(1)絵画史料の活用目的
分析の視′点の一つ目として、絵画史料の活用目的を設定した。収集した事例の中には
「導入的役割」「歴史事実のイメージ化」「歴史事実の探究」「時代像の構成」の四つに
当てはまらないものもあり、授業事例ヽ12は討論を行 うための手立てとして絵画史料
を活用し、授業事例恥14は歴史研究の成果にせまるために絵画史料を活用している。
この二つの事例を除いた22例をもとに行つた分析の結果、導入的役割に当てはまる事
例が5例、歴史事実のイメージ化に当てはまる事例が3例、歴史事実の探究に当てはま
る事例が8例、時代像の構成に当てはまる事例が6例という結果になり、もつとも多か
ったのは歴史事実を探究する手段として活用される事例であつた。
この歴史事実を探究するという活動は、歴史学習における目的の一つである。そのよ
うな目的に即した場面で絵画史料が用いられていることから、絵画史料は歴史学習に活
用する価値のある史料として位置づけることができるとともに、活用意義を見出すこと
ができる。しかし22例中8例は、導入や歴史事実のイメージ化を目的とした活用に分
類することができる。歴史学習において資料活用が求められるようになってきた現状を
考えると、導入やイメージ化といつた手段は適した活用方法とはいえないであろう。絵
画史料は「見る」活動だけでなく「読む」活動が重要であり、絵画史料の読解をとおし
て歴史事実の探究や時代像を構成することが重要だと考える。
(2)絵画史料の読み解きの視点
次に、読み解きの視点である。読み解きの視点は、自由な視点での読み解きか、教師
によつて設定された枠組みでの読み解きかに着目して分析を行つた。24例中、自由な
視点での読み解きが行われている事例は 13例、教師によつて固定された読み解きが行
われている事例は 11例であつた。つまり、約半数の事例が教師によつて設定された枠
組みに沿って絵画史料を読み解いている。
絵画史料は、多様な解釈の余地があり、「子どもたちが自分なりの歴史観を主体的に
構築していく場とする効果を生み出す」8とぃぅ固有の特性を持っている。これらの特
性を生かした活用を図るためには、自由な視点での読み解きを行つた上で授業目標に即
した絵画史料の読解活動を行 うべきではないか。自由な視点で史料を読み解かせること
で、既習知識や個人の能力に依らない生徒一人ひとりの視点で読み解き活動を行 うこと
ができ、主体的な歴史理解の形成に寄与することができると考える。しかし、ただ絵画
史料を自由な視点で読み解かせるだけでは生徒の歴史認識を深めることはできない。そ
こで重要となつてくるのが、どの程度の読み角早き活動が行われているかだと考える。
(3)絵画史料の読み解き活動の射程 (範囲)
絵画史料の読み解き活動の射程 (範囲)として、事象の読み解き、構図の読み解き、
背景 (意味)の読み解きの三つの段階を設定した。絵画史料を活用すると、この三つの
うち必ず一つの読解活動が取り組まれることになる。ただし、授業事例mlの事例にお
いては、絵画史料の提示と同時に教師が着目すべき事象やその解説を行っており、生徒
が史料を読み解く時間が取られておらず、生徒による読み解き活動は行われていないと
解釈した。その他 23例のうち、事象の読み解きのみが行われている事例が9例、事象
の読み解きから構図の読み解きが行われている事例が 11例、事象の読み解き 。構図の
読み解きを経て歴史的背景や意味の読み解きに至っている事例はわずか3例であった。
授業事例のほとんどが絵画史料を活用しつつも構図の読み解き活動で留まっている
ことがわかり、諸々の事象が描かれるに至った歴史的背景は明らかにされないまま、次
の展開へと進む事例や教師による歴史事実の解説によつて授業を終える事例が多くみ
られた。これでは、史料を活用しつつも従来の講義形式の授業と何ら変わりないものに
なってしまい、生徒の思考力や物事の見方・考え方を育成する段階には及ばないのでは
ないかと考えられる。生徒の思考を促し、物事の見方・考え方を身に付けさせるために
は、提示された史料から描かれている事象を自分なりに読み解き、さらに読み解いた事
象を自身の考察を踏まえて分析的に捉え、事象の読み解き。分析的な読み解きの過程を
踏まえて得た知識や学習視点などを活用して歴史事実や時代像を考察する活動を歴史
学習に取り入れることが重要だと考える。
以上の内容を整理すると次のことがいえる。
①絵画史料を活用する目的として、導入や歴史事実のイメージ化といつた活用手段で
はなく、歴史事実の探究や時代像を描く手段として絵画史料を用いることで、絵画
史料が持つ固有の特性を生かした授業を行 うことができる。
②絵画史料を読み解く視点があらかじめ教師によつて設定されている場合、生徒によ
る史料の読み解き視点は限定的なものになってしまい、絵画史料を活用しつつも主
体的な読み解きが困難になり、課題の抽出にもつながりにくい。多様な解釈として、
史料を読み解いて気づいた点や疑問点を生徒自ら考察させるためには、まず「変だ
なあ探し」を含む自由な視点での読み解きを行うこ.とが重要である。
③絵画史料の読解活動については、事象の読み解きのみの事例や、事象の読み解きか
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ら構図の読み解きまでの読解活動に留まっている事例が多く、それらの過程を踏ま
えて個々の事象の歴史的背景や意味について明らかにされている事例はあまりみ
られない。諸所の事象における背景を明らかにすることによつて、史料と歴史事実
を相互に関連させて理解することができ、思考力の育成や物事の見方・考え方を育
成することに繋がる。
これらの分析結果を踏まえ、関東氏による授業事例より絵画史料活用に関する課題を
明らかにし、宮原氏による授業事例を本研究における歴史授業開発にどのように生かす
ことができるのかを述べる。
関東氏による授業事例では、絵画史料を読み角早く視点が教師によつて設定されている
ため自由な視点での読み解きが行われておらず、絵画史料を中世のまとめの授業時に活
用していることから既習知識を活用した読み解きが生徒に求められている。これでは絵
画史料の特性を生かした歴史学習とはいえないだろう。絵画史料は誰にでも簡単に読み
解け、個人の知識や特別な能力を必要とせずに読み解くことができる史料であり、この
特性を生かすためには史料を提示した段階で自由な視点での読解活動を行う必要があ
ると考える。
また、関東氏は、史料の比較をとおして事象の読み解きしか行われていない状況で時
代像を構成させることをねらいとした問いを行っている。そのため、生徒の多くが読み
解いた事象を、時代像を構成するための手掛かりとして活用することができていない。
このことから、事象の読み解きから背景 (意味)の読み解き活動の過程に構図の読み解
きという段階を踏ませることによって、歴史的背景や時代像を描 く手掛かりとして読み
解いた事象を活用することができると考えられる。
一方、宮原氏による授業事例では、多くの授業事例が事象から構図の読み解き活動で
留まっているのに対し、「事実認識」、「関係認識」、「価値認識」といつた三つの認識活
動が取り入れられているため、事象の読み解きから構図の読み解きを行わせた上で背景
(意味)の読み解き活動へと展開している。史料の読解をもとに仮説を立てさせ、討論
を通して仮説の吟味を行い、それらの活動を経て歴史の時代像を構成するという構成は、
生徒の主体性を高めるとともに思考を深めることができると考えられる。官原氏の提示
する三つの認識活動、また分析の視点として示した事象、構図、背景 (意味)の読み解
き段階やその過程は、子ども自らに歴史を再構成させるには重要な活動といえよう。
授業事例分析の全体を通して、最後に補助資料の活用について述べたい。今回分析し
た24例の授業事例の中で、絵画史料から読み解いた事象に基づき補助史料を活用しな
がら歴史を探究するという事例は、分析対象とした事例の中にはみられなかった。絵画
史料自体が、補助史料の一つとして位置づけられているためであろう。宮原氏による先
行実践を例に示すと、「関係認識」の前段において各班に仮説を立てさせ、後段にお互
いの仮説の正当性を吟味させるために討論を行っている。討論 といっても、他班による
問いに対して自班の仮説や既習知識を活用して返答しているため、中には説得力に欠け
る返答もみられた。関係認識の後段が仮説の検証を行う段階であるならば、歴史認識を
深めるためにもこの段階で何らかの補助資料を提示し、生徒の仮説を強化・修正した上
で討論を行つた方が、他班からの質問に対する自班の返答に信憑性をもたせることがで
き、仮説に基づいて補助資料から情報を読み取るという作業を行 うことによつて生徒の
思考力を促すことができたのではないかと考えられる。
分析の視点から捉えた関東氏による授業事例における課題の改善を踏まえ、官原氏に
よる授業事例に補助史料を活用する授業構成を、本研究の歴史授業開発に生かしたいと
考える。
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第 2章 南蛮屏風の意義 と特性
第 1節 南蛮屏風の歴史的意義
1 南蛮屏風の研究と絵画構成
まず、「南蛮」の概念について明らかにする。「南蛮」という言葉は、中国における華
夷思想に基づいており、中国の支配が及ばない未開な地域における民族は、方角によつ
てそれぞれ東夷、西戎、南蛮、北狭と呼び分けられていた。また、『 日本大百科全書』
では「南蛮」という言葉は次のように説明されている。
日本では古くは奄美大島から東南アジアにかけての地域をさしていた。史書に「南蛮」の語が
登場するのは、『日本紀略』長徳三年 (997)10月日の条が最初であるが、これは奄美人をさ
している。その後、16世紀になつて、東南アジアを経てヨー ロッパのカトリック教国民が続々
渡来し、キリスト教の布教や貿易活動を盛んに行ったので、いつしか南ヨー ロッパのカトリック
教国 (ポルトガル・スペイン)と、その植民地をさすようになった1。
つまり、「南蛮」という概念は時代とともに変化していると角翠釈することができ、10
世紀ころは奄美大島や東南アジア地域を南蛮と呼んでいたが、16世紀になってポル ト
ガルやスペインの人々が日本に訪れるようになると、ポル トガルやスペインを、またそ
こに住む人々を「南蛮」もしくは「南蛮人」と呼ぶようになったということがわかる。
それでは一体、どのようなものを「南蛮屏風」と呼ぶのか。南蛮人が描かれている史
料には「豊国祭礼図」や「洛中洛外図」などがあるが、これらの史料は「南蛮屏風」に
は含まれない。坂本満氏は、「南蛮屏風」には主題となるモチーフが存在するとし、そ
の基本的なモチーフについて「「南蛮」のカピタン 。モールや商人、宣教師たちの日本
の港町での様子が描かれ、「南蛮寺」と彼らの乗ってきた大型の洋式帆船も必ず描かれ
ている。」2と述べている。坂本氏と同様に、塚本美加氏も「一般に南蛮屏風と呼ばれる
作品は、日本を訪れた南蛮船や南蛮人の様子、あるいは外国の風景を、日本人絵師が日
本の画法で描いた屏風を指す。」3と述べており、「南蛮屏風」とは南蛮人のみが描かれ
ていれば良いというわけではなく、南蛮船や交易の様子、異国の商人や宣教師などが描
かれており、日本の港町あるいは異国の様子が描かれていることが「南蛮屏風」に含ま
れる条件と捉えることができる。
現在「南蛮屏風」は90点余り存在するといわれるが、実際に調査が行われたのは60
数点に留まっている4。その半数以上が17世紀半ばの寛永期の作例と判断されており、
それらは町絵師によつて描かれたと推定されている。現存作例のうち、もつとも早期に
制作されたとされる「南蛮屏風」は次の四つであり、4人の狩野派絵師によつて描かれ
た屏風に絞られている。
表8 早期に制作された四つの「南蛮屏風」
i狩野内膳筆「南蛮屏風」0申戸市立博物館蔵)・・・・・ 16世紀末～17世紀初頭
五 無落款「南蛮屏風」(大阪城天守閣蔵)。・・・・・・ 。・ 16世紀末～17世紀初頭
(様式から狩野光信・孝信周辺)
血 無落款 「南蛮屏風」(九州国立博物館蔵)。・・・・・・ 。17世紀前半
(様式から狩野孝信とその工房)
市 無落款「南蛮屏風断簡」(個人蔵)・・・・・・・・・・・ 詳細な制作年代は不明
鰈 式から狩野永徳・宗秀周辺)
(泉 (2006)5ょり筆者作成)
本研究で取り上げるのは、神戸市立博物館に所蔵されているiの狩野内膳筆の「南蛮
屏風」である。この史料は、「南蛮屏風」として多くの教科書に掲載 されている6。 また、
狩野内膳筆の「南蛮屏風」は 16世紀末から17世紀初頭に制作されたと推定されてお
り、日本史においてこの時期は 「慶長期」にあたり「リヒ山時代」 として扱われている。
ここで「南蛮屏風」の制作者である狩野内膳について、高見澤忠雄氏の研究7を踏ま
えて述べておく。もともと内膳の家柄は画工の筋ではなく、摂津の大名である荒木村重
という人物に代々仕えた武門の家であった。内膳は幼名を「久蔵」といい、狩野松栄に
弟子入 りしたのちその才能が認められ、18歳のときに狩野の姓を許された。それ以降、
内膳重郷と号したことが明らかにされており、その後、秀吉の御用絵師として数々の作
品を生み出している。神戸市立博物館蔵の「南蛮屏風」には内膳の落款がみられ、他に
彼の落款印章をもつ屏風作品は、南蛮屏風4点の他に「豊国祭礼図屏風」がよく知 られ
ている8。 また、南蛮屏風にサインを入れるのは内膳のみであつたため、南蛮屏風は内
膳が得意とする作品であつたといわれている9。
「南蛮屏風」は、町絵師によつて桃山時代以降も江戸時代初期にかけて大量の模倣作
や変形作が生み出されていくが、その流行の背景として成澤勝嗣氏は高見澤氏の研究を
踏まえて次のように述べている。
慶長期に多彩な類型の出揃そろった南蛮屏風は、続く元和期以降に大量の模倣作と変形作を生
み出していく。流行の背景には、南蛮船イコール財宝を満載した宝船、南蛮人は財福神、という
ような現世利益を求める風潮のひろがりがあつたものと考えられる。高見澤忠雄氏が詳細な調査
で明らかにされているように、南蛮屏風の発見地が堺、大阪、敦賀、金沢、高岡、山形というよ
うな港町周辺の商家に多いという事実は、この画題が主に海運にたずさわる富裕な新興市民層の
間で愛好されるに至ったことを示唆している10。
また、成澤氏は、「南蛮屏風」の遺品量の多さの背景には廻船問屋や朱印船貿易業者
などの水運業者層の経済的側面が反映していることを指摘 してお り、時代の変化 ととも
に「南蛮屏風」が調度品としての役割のみならず、縁起物としての役割も求められるよ
うになつていたことがわかる。
それでは、一体「南蛮屏風」にはどのようなことが描かれているのか。本研究で取り
上げる狩野内膳筆の「南蛮屏風」を中心にその絵画構成をみていく。
「南蛮屏風」には主題となるモチーフがあることは、坂本氏や塚本氏の先行研究を踏
まえて先述したとおりである。しかし、一口に「南蛮屏風」と言つても全く同じ内容の
構図が描かれていたわけではない。成澤氏は泉万里氏の研究を踏まえ、現存作例のうち、
慶長期に制作された初発的な絵画構成をとる「南蛮屏風」を抽出し、大きく三つに分類
しているH。
これらは、時代ごとではなく「画面がどこを舞台にしているか」に着目して分類が行
われている。A・B類は慶長期に正統的な画家である狩野派によつて描かれたものであ
るが、C類は日本のみを舞台とする構成となっており、このC類がのちに圧倒的な量の
継承作品を生み出したとされている。本研究で読み解く「南蛮屏風」は、B類の「日本
と想像上の異国とを組み合わせる図様」に含まれており、右隻に日本の様子、左隻に想
像上の異国の様子が描かれている13。 それでは、両隻にはそれぞれどのようなことが
描かれているのか、人物ともの (建物や交易の様子)の視点からみていく。
ア)右隻 。人物
まずは右隻に描かれている人物に着目する。右隻には、南蛮船が入港し異国の商人が
日本の港町に向かう様子が描かれている。この異国の商人はポル トガル人を表現してお
り、その中でも一際目を引く人物がみられる。その人物は、集団の先頭を歩き、従者に
傘を差しかけられ、上下朱色の衣服に金糸のデザインが施された黒色のマントを身に纏
つており、カピタン=モー ルと称されている。この人物は南蛮船の船長であり、「南蛮
屏風」には、傘を差しかけられて集団の先頭を歩くカピタン=モー ルの様子が必ず描か
表7 初発的な南蛮屏風の絵画構成とその分類
分類 初発的な絵画構成の図様とその南蛮屏風
A類 日本と唐とを組み合わせる図様
(大阪城天守閣本 。九州国立博物館本)
B類 日本と想像上の異国とを組み合わせる図様
(神戸市立博物館本A(内膳本)。所在不明(笠原家旧蔵)本0サントリー 美術館本)
C類 日本のみを描く図様
(南蛮文化館本A・宮内庁三の丸尚蔵館本 。個人蔵(ギネット家)本・個人蔵(K
家)本。個人蔵(T刻本体口歌山・雲蓋院旧蔵村 )
(成澤 (2008)12ょり筆者作成)
れている。ズボンが膝下丈であることや、マントを身に着けている様子、また社会的地
位を表す傘や天蓋がセットで描かれていることから、カピタン=モー ルが上位の身分で
あつたことがわかる14。
また、ポル トガル商人の服装に着目すると、赤や緑といつた鮮やかな色合いや変わっ
たデザインをしていることが読み取れる。当時、ヨーロッパで流行していた襲衿やマン
ト、上衣などの服飾はスペインを発祥地とするものであった。それらの服飾の中には、
武将や大名などの遺品として現代にまで受け継がれているものもあり、考古史料や文字
史料、さらには絵画史料などに残されている記録から、日本においても装衿やマントと
いったコーロッパ風の月艮装が流行していたことが明らかとなっている15。 さらに、商
人の中には眼鏡をかけている人物が描かれている。当時の日本には、眼鏡の代用品とな
る物はすでに存在していたようだが、屏風に描かれている南蛮人がかけているような眼
鏡は存在せず、「南蛮屏風」にわざわざ眼鏡をかけている人物が描かれていることから、
当時の人々にとつて南蛮人が日本に伝えた物の中でも眼鏡は特に印象的なものであっ
たことが推測できる16。
商人の他にも、黒いマントに黒帽のイエズス会士や、裸足で褐色の衣月及や縄紐の帯を
身に纏つているフランシスコ会±17などが描かれており、港町で商人を出迎える様子
が描かれている18。フランシスコ会士は、文禄元年 (1592)ころから日本布教に参加
したとされ、彼らの服装は極めて粗末なものであったことが「南蛮屏風」からも読み取
れる。この人物は、三つの結び目のついた縄帯を腰に巻いている。この結び日は「清貧・
純潔・従順」のシンボルといわれており、内膳はこのように細かな特色を詳細に表現し
ている19。
「南蛮屏風」に描かれる人物の中には、肌の色がヨーロッパ人や日本人とは異なり、
カピタン=モー ルに傘を差しかける者や荷物を運ぶ者、船の上でアクロバットに動く様
子が描かれている者がみられる。これらの人物は奴隷を描いたものであるとされ、特徴
的であるのは顔の表現である。泉万里氏は、この人物たちの顔を「ジャガイモのように
凹凸のある丸い顔で、鼻筋は短く、小鼻が横に大きく張り出した典型的な昴T子鼻である。
眉毛は薄く、髪の毛と同じ茶色で描かれている。眼はやや釣 りあがり気味で、中央に単
色の瞳が点じられている。日は「へ」の字で白い歯が2本、獣の牙のように出ている。」
20と表現している。彼らが実際にそのような顔ではなかつたことは容易に推測できる。
しかし、「南蛮屏風」にこのように野蛮な印象を与える表現で描かれていることから、
彼 らに対して当時の日本人が畏怖の念のようなものを抱いていたのではないかと考え
られる。もし、好意的な印象を抱いていればこのような表現はしないであろう。
次に、右隻に描かれている日本人に着目すると、商人や宣教師といつた異国の人々よ
りも圧倒的にその数が少ないことが読み取れる。港町における店の暖簾から顔を出しポ
ル トガル商人の様子を興味深げに眺める者や、店の前で商人一行を眺める6人の日本人
が右隻の右端に描かれており、画面の中央部分には2人の子どもが描かれている。南蛮
船、もしくは海の方向に体を向けている宣教師に子どもたちが駆け寄る様子が描かれて
おり、これは宣教師が布教活動を行 う土地の人々に受け入れられていたことを表現して
いるのではないかと推測されている21。
イ)右隻 。もの (建物 0交易の様子)
次に、右隻における南蛮寺や南蛮船を含む交易の様子に着目する。右隻の画面右上に
は南蛮寺が描かれている。南蛮寺の中には、司祭が着用する紅自で縦縞模様のカズラ
(cazula)を身に纏う人物と、傍らには助祭が着用するトウニチェラ (tunice■a)とい
う白衣を身に纏 う人物が描かれており22、祭壇には救世主の図像が飾られていること
から司祭と助祭が礼拝をする様子であることが読み取れる。その奥にみえる別の建物、
おそらくこちらも南蛮寺と考えられるが、この建物の中では宣教師が説教を行つている
様子が描かれているものと推測されている。
南蛮寺は、永禄 4年(1561)に京都 建立されたものがよく知られており、現在そ
の地には「南蛮寺跡」として石碑が建てられている。最古の南蛮風俗画として狩野宗秀
によつて制作された 賭Fの南蛮寺図」が神戸市立博物館に収蔵されており、この史料か
ら当時の南蛮寺は三層からなる和風建築であったことが読み取れる23。また、「都の南
蛮寺図」における南蛮寺と、全体像は描かれていないが「南蛮屏風」に描かれている南
蛮寺は、屋根の特徴や2階の手すりの表現などがよく類似していることがわかる。南蛮
寺は、実際に当時の日本に建築された建物であったようだが、キリスト教の迫害ととも
にすべて取り壊されてしまったため、現在ではその姿を見ることはできない。
南蛮寺の他に、「南蛮屏風」には必ずといってよいほど海に浮かぶ南蛮船の様子が描
かれている。この南蛮船は「南蛮屏風」における主題の一つと考えられており、岡本良
和氏は南蛮船について、外観やその構造は実際のポル トガル船と合致しているが、限ら
れた画面におさめるために船体の長さが縮められ、船首や船尾は拡大して精密に描かれ
ているため船体とは少し不釣り合いな表現となっていることを述べている24。
また、この南蛮船について黒田氏が興味深い研究を行つており、南蛮船は当時の人々
の間で「黒船」として捉えられていたという25。「黒船」というと、幕末にペリーを乗
せて浦賀にやつてきた船を想像する人が多いだろう。しかし、実際は戦国末期から近世
初頭に南蛮船が日本に訪れたことによって「黒船」という言葉が生まれたことが、黒田
氏の研究によつて明らかにされている。つまり、最初の「黒船」とは南蛮船を指してい
ると考えられるわけだが、この「黒船」は単純に船が黒く塗られていたからそのように
称されるようになつたのではないことが指摘されている26。
黒田氏によれば、「黒」という色は日本古代から中世の人々にとつて境界を象徴する
色であったという。この黒田氏の論に依拠すれば、南蛮船や南蛮に通じる海を黒く表現
することによつて、南蛮の地であるヨーロッパゃそこに住む人々が当時の日本の人々に
とって馴染みのない異世界であり、アジア圏を中心とする世界認識において新たな参入
者が訪れたことを表現していると推測できる。
その他、交易の様子では、インコ、斎香猫、トラなどが商人によつて港町に運ばれる
様子が描かれ、港町に建つ店の中には トラの毛皮や孔雀の毛、南蛮風の衣服や帽子が売
られていることが読み取れる。これらの珍しい動物などは、ただ単に輸入品として運ば
れてきたのではなく、大名や武将などへの献上の品として日本に持ち込まれていた品物
と考えられている。
ウ)左隻 。人物
左隻には、右隻と同様に商人やイエズス会士が描かれており、港から南蛮船が出港す
る様子が描かれている。その他にも、異国的な建物の中には椅子に座っている老人と子
どもが描かれ、別の部屋には女性とみられる人物が描かれている。商人や宣教師とは少
し異なる衣服を着ていることから、これら3人はこの地で暮らす人物と考えられる。ま
た、建物の前には輿に乗る老人が描かれているが、これは豊臣秀吉を描いたものである
という説が多くみられる。
神戸市立博物館蔵の「南蛮屏風」において、左隻に描かれている人物に注目する報告
はあまりなされていないが、他の「南蛮屏風」の中には異国の地を描いていると考えら
れる画面に東洋風の女性が描かれているものがあり、この女性の衣服や顔の表現に着目
した研究報告が少なくない。左隻に描かれる異国の地はしばしば南蛮を表現していると
推測されているが、制作者を含む多くの日本人はヨーロッパの女性を実際に見たことが
ないためそれらの人物を詳細に描くことができず、日本にとつて身近な国である中国の
女性や服装をモデルに南蛮の女性を描いたと推測されている。
工)左隻 。もの (建物)
左隻の表現や、そこに描かれている建物について高見澤氏は、「未見の外国の港を描
いたもので、作者の想像は全く空想的なものになり、その最も極端なものは外国の大伽
藍のありさまである。」と述べている27。さらに、左隻に描かれている建物の屋根や瓦、
博28に着目すると、これらは中国の宮廷を描く際に用いられる表現と類似しており、
手す りのついた垣、左隻の左端に描かれている石組や樹の表現は中国刊本にめずらしく
ないという29。異国の情景を描く場合には、意図的に派手やかな彩色がされた導が建
物内の床に用いられることが多く30、 この表現は絵巻物などにもみられる表現である
31。さらに、絵巻物の世界では博だけではなく、室内に帳が描かれていることも異国 。
異界を象徴する表現の一つとされているが、左隻における建物においても大きな窓口に
帳の表現がみられる。これらのことから、異国や異界の地を象徴するような記号として
絵巻物に用いられる博や帳の表現は、「南蛮
屏風」においても同様の役割を果たしている
といえるだろう。
また、この建物の屋根に着目すると瓦のよ
うな表現がみられず、その代わりに雲文が描
かれている。実際に当時の中国においてその
ような屋根が存在していた可能性は低く、内
膳による想像によつて描かれた表現 とみる
ことができる。屋根の上部には、4本の竜が
絡んだ柱で作られた半球形の建物が描かれており、その内部には掲示台が描かれている。
さらに、その右には半球形の塔状の建物が描かれ、窓の中には赤い幕の奥に大きな十字
架を持つ救世主像が読み取れる32。 これらの建物が何を表現したものかは定かではな
いが、当時の中国には球体の屋根を持つ建物がみられないことから、制作者が西欧の円
蓋建築かイスラムの塔の半円球の屋根の絵か版画を目にしたことがあり、それらを参考
にしてこのような形をした建物を描いたのではないかと推測されている33。
つまり、異国の地として南蛮の様子を描く左隻においては、中国の建物を表現する際
に用いられる手法と西欧風の建築様式と考えられる部分が併存して表現されていると
捉えることができる。このような中国と西欧の建築様式が織 り交ぜられた建物は当時存
在せず、内膳が想像して描いたという解釈でよいだろう。このことから、多くの研究者
らによつて指摘されているように、神戸市立博物館蔵の「南蛮屏風」の左隻においては
制作者の想像による部分が右隻よりも多く描かれているといえる。
さらに、廣海伸彦氏は、左隻に描かれる世界が異質なものであることを象徴する表現
がみられることを言及している。着目する点は、図3にある土岐である。これは左隻の
ちょうど中央部分に描かれているが、この表現は同じく狩野内膳によつて制作された
「豊国祭礼図屏風」にも用いられており、土岐は「人間界と異質な理想郷を指し示す記
号」34としての役割を果たしているという。この廣海氏の見解に依拠すると、土坂を
左隻に表現していることの意味は大きく、左隻における南蛮の世界を神聖な場所として
捉えていた可能性もあり、その真意は定かではないが非常に興味深い手法である。
これまで、右隻と左隻における人物やものに着目してきた。この「南蛮屏風」の両隻
に共通する表現がある。それは、金地と金雲である。金地の画面構成の起源は不明であ
るが、15世紀のはじめにはすでに金屏風の歴史が存在し、室町時代末期には金地構成
も進んでいたと考えられている。また、南蛮屏風に限らずこの時代の絵画にはしばしば
金雲が描かれており、単なる装飾的役割として雲形を画面の余白に施すことがあるが、
金雲の中には強調すべきモチーフを明確にするために周辺の不必要な部分を覆い隠す
図3土坂 (廣海(2012)p.47より引用)
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役害Jとして描かれるものもあつた。雲形を設定することによつて、空間的な隔たりや時
間的な変化を表現しており、このような働きを担つている金雲は、描かれる事物や空間
の前面に配されるのが原則とされており35、絵巻などにおける「雲」や 「霞」と同様
の効果を果たしていることがわかる36。
一方、金地は事物の背面にあるのが一般的で、画面の奥行きを感 じさせ、描かれる事
物の背後にひかえてそれらを浮き立たせる働きをしている。神戸市立博物館の「南蛮屏
風」は、金地の末端が金雲の形をとっていることから、金地と金雲が洗練されて同一化
へと向かつた時代にこの屏風が描かれたことがわかるという37。金地と金雲を明確に
描き分けないことによつて、金地は諸事物を前面に浮き立たせ、それらの事物を分離さ
せるのではなく等質の平面でお互いを結びつける効果があり、上下左右への広がりをみ
せ、特に横方向への展開を画面全体に及ぼしていくはたらきがあるとされる38。
また、この「南蛮屏風」にはある特徴がみられる。それは、狩野内膳の落款を含めた
様々な絵画構成の構図が、右隻と左隻で左右対称に描かれていることである。なぜその
ように描かれているのかは定かでないが、他の「南蛮屏風」には見られない神戸市立博
物館蔵のみに見られる興味深い特徴である。
これまで「南蛮屏風」における先行研究や絵画構成を述べてきた。それらを踏まえて、
次に絵画史料としての「南蛮屏風」の意義をみていく。
2 絵画史料としての南蛮屏風の意義
絵画史料に求められるものは一体何か。画面の見やすさ、歴史を映し出す図像、そこ
に反映される文化的特色など、絵画史料に求められるものは多種多様であろう。それら
全てを一つの史料のみで網羅することは困難であるが、対象となる絵画史料が制作され
た時代やそこに描かれている事象の読み解きなどをとおして、その当時の時代像を探究
することができるような、何らかの手掛かりとなる要素が史料に含まれていることが重
要だと考える。それでは、「南蛮屏風」における絵画構成から、どのような歴史事実や
時代像を明らかにすることができるのか。
まず、右隻に描かれている事象から、どのようなことが読み解けるのかをみていく。
「南蛮屏風」の右隻には、ポル トガル商人の服飾の特色や彼らの顔の表現などが非常に
詳細に描かれている。このことから、制作者もしくは制作に関わる人物が実際に南蛮人
を目にしたことがあるということが予想され、「南蛮屏風」が制作された時期である16
世紀末～17世紀初頭までに、南蛮人が日本に訪れていたことを推測することができる。
また、商人と宣教師が向かい合 う様子が描かれていることから、当時、彼 らが何らかの
関係性を持っていたことを読み解くことができ、南蛮寺の中でネL拝が行われている様子
に着目すると、南蛮寺がキリス ト教の布教に重要な役割を果たしていたことを明らかに
することができる。
さらに、交易に関しては、珍しい動物が檻に入れて運ばれている様子が描かれており、
当時の日本にそのような珍しい動物が実際に持ち込まれていたということが推測でき
る。豊臣秀吉に象が献上されたことは有名な歴史事実である。しかし、その他の動物が
日本に持ち込まれていたことについてはあまり取り上げられることがないため、このよ
うな場面は読み手にとつて非常に興味深い事象であろう。「南蛮屏風」に描かれている
動物には、馬や トラ、廣香猫などが挙げられ、それらの動物が全て献上品として日本に
持ち込まれたと断言することはできないが、「南蛮屏風」に動物の姿が詳細に描かれて
いることから、おそらく実際に日本に持ち込まれたことは事実に近いと考えられ、当時
の日本を違った視点から探究する手掛かりを与えてくれる。また、港町にあるお店に中
国の品物が売られていることも、日本とポル トガルの交易の姿を提える手掛かりとなろ
う。
右隻における読み解きだけではなく、左隻からも様々なことが読み解ける。左隻に表
現される異国の地が南蛮を表現したものであるという研究者らの仮説に依拠すると、当
時の日本人が南蛮という地をどのように捉えていたのかを読み解くことができる。もち
ろん左隻に描かれている地は実際の南蛮、つまり当時のヨーロッパとはかけ離れたもの
であるが、異国の地を表現した構図や背景が中国を思わせる表現で描かれていることか
ら、当時の日本にとつて中国が世界を意識させる存在であった一方、ヨーロッパがどの
ような国であったのかを知る者がほとんどいなかったことが推測できる。
これまで述べてきたような交易の様子や宣教師、南蛮寺といった「南蛮屏風」に描か
れている歴史事象を読み解くだけでなく、その制作技法や制作の目的など、何のために
描かれ、どのように用いられたのかを探究することによつてみえてくる歴史事実もある。
「南蛮屏風」が発見された地に着目すると、堺や大阪、敦賀や金沢といつた都市が挙げ
られることから、先述したように「南蛮屏風」の多くが港町周辺の商家に所蔵されてい
たことがわかり、海運に携わる富裕な新興市民層である豪商などの間で「南蛮屏風」が
普及していたことがわかる。
また、「南蛮屏風」は、単なる装飾として用いられていたわけではない。織田信長や
豊臣秀吉、さらには徳川家康といつた権力者によつて新たな支配体制が形成されるとと
もに多様な儀礼が城で行われる中で、屏風絵はそれが置かれる場の性格を定める社会的
装置の役割を担い、あらゆる場面で彼らの権威を表す役割を果たしていた39。っまり、
「南蛮屏風」は豪商だけではなく当時権力を掌握していた将軍や大名などの間でも普及し
ており、「南蛮屏風」の発見地の近くには、豪商のみならず5万～10万石以上の大名の居城
が存在していた40ことからも、「南蛮屏風」が豪商や大名によつて求められていたというこ
とがわかる。
「南蛮屏風」の発見地やそれが描かれた目的以外にも、制作技法に着目することによ
って「南蛮屏風」には高価な絵の具や金などが使用されていたことを明らかにすること
ができ、当時の美術作品に豪商や大名の豊かな経済力が反映されていることを理解する
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ことができる。「南蛮屏風」を読み解くとは、そこに描かれている絵画構成のみを、歴
史を探究する手掛かりとするわけではない。制作技法や発見地といった「南蛮屏風」を
取り巻く諸要素にも着目することによつて、この史料が制作された 16世紀とはどのよ
うな時代であったのかを読み解くことができるのである。
先述した「南蛮屏風」の絵画構成からもわかるように、描かれている事象の中には事
実でないことも含まれている。しかし、当時の歴史事実を読み解く手掛かりが多様に含
まれていることもまた事実である。「南蛮屏風」を歴史的な視点から読み解くことで、
文献史料から明らかにされてきた歴史事実を視覚的に捉え、より鮮明にイメージするこ
とができるだけでなく、文献史料だけでは気付くことができなかった事実を発見する可
能性をも与えてくれる。歴史は、文字史料や考古史料をもとに研究者らによつて探究さ
れてきた。絵画史料においても、他の史料と同様に歴史事実を読み解くことができる可
能性を「南蛮屏風」は含んでいると考える。
また、「南蛮屏風」にみられる落款からこの作品は狩野内膳によつて制作されたもの
であることが一日でわかり、16世紀に一流とされていた狩野派絵師によつて実際に制
作された屏風であるだけでなく、長い年月にわたつて現代にまで受け継がれてきた貴重
な歴史史料でもある。16世紀の時代像を提える上で「南蛮屏風」から読み解けること
は多く、「南蛮屏風」は歴史的価値のみならず文化的価値も兼ね備えてお り、そのよう
な史料をもとに歴史を探究することによって、より深く歴史を探究することができるの
ではないか。
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第2節 南蛮屏風の教育的意義
1 南蛮屏風活用の意義
歴史学習における絵画史料活用の意義は第一章で述べたとおり、既習知識や特別な能
力を必要とせず、生徒と歴史を繋ぐ一次史料の中でも特に読み解きやすい史料であり、
歴史を探究する手段として違和感なく接することができるという点である。そのため、
歴史を苦手とする子どもでも、興味 。関心を持つて授業に取り組むことができると考え
る。また、一次史料の中でも本研究で取り上げる狩野内膳筆の「南蛮屏風」は神戸市立
博物館に収蔵されており、地域に残る重要文化財でもある。歴史学習において、地域性
を含んだ史料を取り上げる意義は大きい。市り|1博氏は、地域素材の教材化について、次
の8つの意義を提示しているJ。
①社会的事実 。事象を具体的にみることができる
②実感的に社会的事実 。事象をとらえやすい
③具体的な知識・体験がゆたかで学習しやすい
④未知なるものをとらえる足場となる知識・体験をゆたかにできる
⑤調べる力を育成しやすい
⑥各人の願いを掘り起こし、学習のエネルギーとしやすい
⑦地域に社会事象の本質が露呈している
③地域への関心を高める
市川氏は地域素材を教材とすることによつて、子どもたち自らがそのものを見たり触
れたりすることで疑問や好奇心といった興味。関心が生じ、それぞれが学んだ事実やイ
メージとのズレが生じることによつて学習へと繋がると考えている。また、実際に地域
に学習対象があるからこそ資料や情報が入手しやすいといつた利点があり、自ら設定し
た課題を解決するために必要な知識などを的確に収集する能力を養 うことができると
考えられ、このような史料を活用することで地域の文化的価値にもふれることができる
であろう。
また、16世紀の時代像を提える上で、「南蛮屏風」を活用することによつて世界史の
視点を踏まえて日本の歴史を捉えることができる。「南蛮屏風」が描かれた 16世紀はま
さに大航海時代であり、歴史的にみても世界が一体化していく一つの大きな転換期とい
える。そのような時代の特色を提える際に、日本の視点のみの歴史学習では視野の狭い
歴史理解に留まってしまうだろう。中学校学習指導要領においても、「ヨーロッパ人来
航の背景とその影響」について、内容の取扱いでは「新航路の開拓を中心に取り扱い、
宗教改革についても触れる」こととされ、他国における歴史事象が日本にどのような影
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響を与えたのかを学習することが求められており、世界とのかかわりの中で日本の歴史
を捉えるよう示されている2。
高山博之氏は、世界史を背景とした日本史の学習について次のように述べている。
世界史を背景に自国史を考察する方法には、内からの視点と外からの視点がある。概して内か
らの視′点に比重がかかり易いが、外からの広い視野を忘れると自国の独自性や文化の特性を相対
的に把握できず、偏狭な独善を生むもとになる。同時代の世界との関係や交渉を通して比較考察
を進め、世界における自国の位置づけを把握することを重視しなければならない。そうした見方
が、正しい自国理解の基礎となり、世界認識に発展するとともに自己認識にもつながつていく3。
歴史学習においてある歴史事象を捉えるとき、日本の歴史事象のみを学習するだけで
は視野が狭くなるとともに日本を中心とした歴史認識に陥りかねず、世界が一体化し始
める近世においては日本の歴史事象に限定した学習では限界があろう。そこで、日本か
ら世界を提えるのではなく世界から日本を捉える視点が重要であり、日本を世界の中に
位置づけ、同時代における世界と日本とのかかわりをとおして歴史を捉えさせることに
よつて、偏つた歴史理解に陥ることなく広い視野で歴史理解を形成することができると
考える。
しかし、小学校段階における歴史学習において世界史に触れる機会は非常に少なく、
そのような現状の中で中学生が主体的に世界からの視点を踏まえつつ日本の歴史を捉
える学習は決して容易なことではないだろう。古代 。中世まではアジアとのかかわりの
中で日本の歴史を捉えることになるが、近世になるとそこにヨーロッパがカロわるため世
界とのかかわりの中で日本の歴史を提えることが求められる。そこで、「南蛮屏風」を
提示することによつて、「南蛮人」と呼ばれるポル トガル人やスペイン人が日本にやつ
てきたことを視覚的に捉えさせることができ、子どもたち自身になぜ南蛮人が日本にや
ってきたのかを考えさせることで、大航海時代の荒波を受けて日本が世界の中の一つと
して位置づけられていくことを理解することができると考える。
このように、「南蛮屏風」の読み解きをとおして、日本における歴史事実と世界にお
ける歴史事実を関連させて歴史を認識する方法を身に付けさせることができれば、その
後の歴史学習においても活用することができよう。「南蛮屏風」を活用することによつ
て、世界史を踏まえて日本の歴史を提えさせることができるだけでなく、描かれている
ものや人、背景や制作技法などから南蛮文化や桃山文化を学ぶことをとおして、より広
い 16世紀の時代像を捉えさせることができると考える。
これまで 16世紀の時代像を提える手立てとして、「南蛮屏風」が活用できることを述
べてきた。しかし、「南蛮屏風」の活用意義はそれだけではない。それでは、どのよう
な活用意義があるのかを以下に述べていく。
金子邦秀氏は、概念や用語の定着を図ることによつて歴史学習における歴史理解を可
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能にすると述べており、指導のポイントとして次の内容を述べている4。
ア 歴史的な概念・用語は本質的な定義を与えて使用する
イ 歴史的な概念 。用語は安易に言い換えをしないで、繰り返し使用する中で理解させる
ウ 歴史の流れの中で概念・用語の外延と内包とがどう変化してきかについて、ポイントを押
さえて指導する
工 とくに現在、生徒の日常語の一部としても使用されている概念・用語については、その意
味をそれぞれの時代の背景の中で考えさせるようにする
オ 人名・地名・外来語・外国からきた概念・用語については、原則的には元の読み方・表記
を尊重するが、慣例的なものはそれに従う
そして、そのような概念や用語の定着を図るための教授のメディア及びス トラテジー
として、「身近な地域の活用、写真の利用、O.H.Pの利用、史料の活用、年表の利用」
の五つを挙げており、史料の活用については次のように述べられている。
史料を利用して、概念 。用語を理解させるということには、二つの意義がある。一つは、歴
史上の概念・用語をそれぞれの時代の史料の中に見出させることによって、その文脈の中で理解
させたり、その背景の中でとらえさせたりすることである。もう一つは、様々な史料が示してい
る物事の概括として概念・用語を与えていくことである5。
以上の内容をみると、概念や用語の定着を図るうえで教師が生徒に一方的に教え込む
のではなく、史料などのものをとおして子ども自らにそれらを学習させようという意図
がみえる。「南蛮屏風」を読解させても、教科書にある重要語句やその概念について学
習することは難しいのではないかという見方もあるだろう。しかし、金子氏が示す論に
依拠すれば、史料をとおして概念や用語を学習することは可能であり、絵画史料を活用
することによつて対象とする時代の歴史事象を、歴史的背景などを踏まえながら学習す
ることができるとともに、史料を活用して概念や用語を理解 させることで主体的な歴史
理角峯に繋がるのではないかと考える。
しかし、すべての絵画史料がこの条件にあてはまるわけではない。それぞれの学習場
面や学習内容に適している絵画史料はさまざまであろう。本研究で取り上げる「南蛮屏
風」は、先述したように世界史を踏まえて 16世紀の時代像を提えることができるとと
もに、「南蛮屏風」の読み解きをとおして一つ一つの歴史事象を探究させ 16世紀の時代
像を形成するために必要な概念や語句を学習の中で身に付けさせることができると考
える。では、一体「南蛮屏風」の読み解きをとおして、どのような 16世紀の時代像を
読み解くことができるのか。世界史の視点を踏まえて16世紀の日本をみていく。
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2 南蛮屏風から読み解く16世紀の日本
「南蛮屏風」の読み解きにおいて三つの視点を設定し、世界史との関連を踏まえなが
ら16世紀における日本の時代像を読み解いていく。この二っの視点は、本研究におけ
る授業モデルの中でも「南蛮屏風」を読み解く視点として提示しており、下記の表 8は
それぞれの視点から読み解 く16世紀の日本とその背景を簡潔にまとめたものである。
表8 南蛮屏風から読み解ける16世紀の時代像
(1)交易
まず、一つ日の視点は「交易」である。「南蛮屏風」には、南蛮船やポル トガル商人
が日本の港町を歩いている様子が描かれている。これは当時行われていた南蛮貿易6の
様子をモチーフにしていることが推測できる。それでは、いかにしてポル トガル商人は
日本に訪れるようなったのか。また、南蛮貿易とは一体どのような交易であつたのか。
16世紀は、ヨーロッパ人を中心に新航路が開拓されたことによつて世界の諸地域で
交易が行われるようになつたことから大航海時代と称されている。この新航路の開拓に
精力的であった国がポル トガルとスペインである。そのため、16世紀半ばはポル トガ
ルやスペインが勢力を誇つており、香辛料や豊かな富を求めて両国はアジアに訪れるよ
うになつた。
読み解きの視′点 南蛮屏風から読み解ける16世紀の日本とその背景
交易
(南蛮貿易)
ヨーロッパは香辛料などの物産を求めてアジア交易に進出し、日本
にもヨーロッパ人が訪れる。当時、中国は海禁政策を行つていたため
日本は直接中国と交易を行 うことができず、朝貢貿易が衰微したこと
によつてヨーロッパを仲介にして中国の品物を輸入するようになり、
その取引として大量の銀を輸出していた。
キリス ト教
ヨーロッパ人来航の背景にはヨーロッパで起こった宗教改革が関係
しており、カ トリック教会に属するイエズス会士はキリス ト教の布教
を目的として日本にやつてくる。キリス ト教と交易は表裏一体の関係
にあつたため、一部の大名は巨利を得るため領内でのキリスト教の布
教を容認し、ヨーロッパとの交易を行つていた。
桃山文化
備蛮文化を含む)
南蛮屏風には高価な絵の具が使用され、絵画構成には金雲・金地な
どが用いられている。この屏風は、大名や豪商の求めにより、当時一
流絵師とされていた狩野派によって制作されていた。また、ヨー ロッ
パの衣服や食物などの文化が日本でも普及し、大名や豪商を中心とし
た豪壮なツヒ山文化が展開される中で、南蛮文化という異国の文化も日
本に浸透していた。
(筆者作成)
一方、中国では倭寇の影響を受けて海禁政策が行われており、外国商船の自由通商や
民間人による海外通商は認められていなかったが、国王名義の朝貢使節による外国商船
は通商を許可されていた7。 そのような海禁政策が行われる中で、琉球がいち早く中国
との朝貢貿易を行い、諸国との中継貿易をとおして利益を得ていた8。 琉球を介して中
国と交易を行つていた日本も朝貢形式である日明 (勘合)貿易を行 うようになるが、そ
れらの交易が中絶し倭寇の勢力も衰退し始めると、東シナ海における日中間の貿易活動
は次第に衰微していった9。 この日中両国の貿易活動の衰微が、ポル トガルが日中間の
交易における仲介役として進出するきつかけとなる。
ポル トガル人が日本に初めて訪れたのは、中国のジャンク船が暴風の影響を受けて種
子島に漂着した 1543年のことである。このときに、日本に鉄砲が伝わったとされる。
ポル トガル人は、1557年にマカオの居住権を認められると日本との交易を積極的に行
うようになり10、本格的に日本とポル トガルとの南蛮貿易が行われるようになつた。
日本は、南蛮貿易を行うことによつて中国の生糸や絹織物をはじめ、綿布、金、陶磁器
などを輸入し、対価として大量の銀を輸出していた。
当時の交易品を知る手掛かりとして、鄭若曾によつて書かれた『倭好』があるH。
この史料には、当時の日本(0人、もしくは倭寇が好んだとされる品物が記述されてお
り、中国の生糸や絹や綿、薬材や磁器などは銀で支払われていたことが記されている。
田中健夫氏は、銀で支払いが行われている品物は「安定性・恒常性のある取引対象」とし
て市場で取り引きされていたことを明らかにしている12。16世紀の初めに朝鮮におい
て新しい採銀法が導入されたことによつて大量の銀が日本や中国に流入していたが、
1530年代以降になると今度は日本の銀山開発が進み、日本の銀が朝鮮や中国に流入す
ることになる13。16世紀後半から 17世紀初めにかけて、銀の流通を媒介として海外
貿易と結びついた経済活動が盛んになり、南蛮貿易においても銀の流通をみることがで
きる。東アジア地域における銀の流通に着目すると、当時の交易においていかに銀が重
要であつたのかが窺える。
さらに、南蛮貿易における交易品をみると、西欧の品物があまり取引されていなかつ
たことがわかり、ポル トガルが自国の品物を日本に輸出することを目的としておらず、
日本と中国における仲介役 としての役割を担うことによつて利益を得ていたことがこ
こらからも読み取ることができる。また、「南蛮屏風」の港町に描かれている店に中国
風の陶磁器や多くの布製品が売られている様子などを読み解くことで、南蛮貿易がどの
ような交易であったのかを推測することができる。
日本をめぐる東アジアにおける貿易の変化は、ポル トガルの貿易経営にも影響を与え
ていた。ポル トガルと日本の貿易は個人経営であったため、経営規模は小さく組織的行
動はみられなかつたが、ポル トガル国王は「日本貿易カピタン=モー ル制」を設け、日本
貿易は国王によつて任命されるカピタン=モー ルによつて行われるべきと規定してい
る14。ヵピタン 。モールは、「南蛮屏風」に描かれている商人の中でも一際日立つよう
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に描かれているが、この人物は日本航海権を与えられ15、 この権利を持つ者のみが日
本に船を出すことを許されており、ポル トガル国王から同国の貴族や東インドの諸都市、
さらにはカ トリック教会関係の機関などにこの権利が与えられていた16。 この「カ ト
リック教会の関係者がカピタン=モー ルとして日本航海権を与えられていた」という内
容から、交易とキリス ト教の布教が密接な関係にあつたことが推測できる。また、ポル
トガルの国王が日本に関して発給した勅令や、ゴアのインド副王に送った書簡や勅令な
どの史料から、国王が日本との交易よりも日本におけるキリス ト教の布教に力を入れて
いたことが明らかにされている17。キリス ト教と交易の関係については、二つ目の視
点として取り上げている「キリス ト教」の中で述べることとする。
(2)キリス ト教
二つの日の視点は、キリス ト教である。キリス ト教と聞くと、イエズス会宣教師の「フ
ランシスコ=ザビエル」を連想する人が多いのではないだろうか。ザビエルは教科書や
資料集に肖像画とともに記載されることが多く、「南蛮屏風」と同様に神戸市立博物館に
収蔵されている貴重な史料の一つである。「南蛮屏風」にも宣教師が描かれており、身
に着けている衣服がイエズス会士とフランシスコ会±18とで詳細に描き分けられてい
ることから、当時の日本にそれらの宣教師が実際に訪れていたことが推測できる。そし
て、このように日本に宣教師がやってくるようになった背景には、ヨーロッパで起こっ
た宗教改革が関係している。
宗教改革は、ローマ教皇であるレオ 10世がサン・ピエ トロ大聖堂の建築資金を確保
するため贖宥状 (免罪符)を売り出したことを発端とし、聖書の教えによる信仰を説い
ていたマルティン・ルターが 1517年に95カ条の論題を発表しことによつて起こつた
出来事である。ルターやカルヴァンによる宗教改革によつて新たな勢力であるプロテス
タント派が誕生し、カ トリック教会との対立を深めていた。プロテスタントの宗教改革
は、主にドイツ 。イギリス 。オランダ・などの北ヨーロッパで発展し、カトリックによ
る反宗教改革は、イタリア・スペイン・ポル トガル・フランスなどの南ヨーロッパを中
心に起こったとされる19。
このような対立の中で、1534年にイグナティウス=デ=ロヨラを筆頭にザビエルを
含む 7名の教皇に忠誠を誓 う同志が結集し、1540年に教皇パウロ3世に認可されたこ
とによつてカ トリック教会からイエズス会が誕生した20。そして、1549年におけるザ
ビエルの来航を機に、日本においてイエズス会による布教活動が行われるようになる。
イエズス会は、現地人に受け入れられるために様々な活動を行つていた。まず、現地の
事情を研究し、その土地の言語を学ぶ。そして、諸種のキリス ト教の教典や祈祷文など
をその土地の言葉に訳したり、唱いやすい歌にして教えたりしていたとされる21。 さ
らに、その国の支配階級に「福音」と称されるキリス ト教の教えを語ることで、その土
地の人々にも福音が伝わると考えられていた。宣教師は特に子どもの伝道に力を入れて
いたとされるが、宣教師による教育については南蛮文化にも通ずるため三つ日の視点で
ある「文化」の中で述べることにしたい。
イグナティウスは、現地に住む人々の風習やものの考え方に溶け込むことで布教活動
を行 うことを指示したが、ザビエルは自ら編み出した伝道方法を展開した。ザビエルは
組織を重視するのではなく、堅固な信仰によつて教会が支えられていることに着目し、
新たな教会を立てるために様々な土地を訪れたといわれている22。 日本では、南蛮寺
が教会としての役割を担っていたと考えられ、外観は日本的であリキリス ト教の布教活
動において教会の存在がいかに重要であつたかを推測することができる。
イエズス会による伝道方法怖 教活動)をみると、日本の文化を尊重しながらキリス ト
教を日本に広めようとしていたと捉えることができる。しかし、イエズス会士が日本の
神仏信仰や偶像崇拝を否定し、信徒が仏式葬で焼香することを禁止 していたことが藤谷
俊雄氏によつて指摘されている。藤谷氏は、イエズス会士について「日本人にたいして
深い理解をしめしながら、一方においてはけつして日本人の伝統的な信仰や習慣に、無
規貝1的な妥協をおこなつていないことを確認しなければならぬ。」23と指摘している。
また、イエズス会士は日本において社会事業を行つており、彼らは病院をつくるだけ
でなく、当時の日本で放置されていた孤児や未亡人、貧困者や病人などを救済していた
ことから、イエズス会における布教活動の対象はあくまでも民衆であったという説もあ
る。キリス ト教が人々の間で徐々に広まっていつた背景には、支配階級への働きかけの
みならず、このような社会事業を行つていたことも大きく関係していると考えられる。
これまで述べてきたように、イエズス会の布教活動における伝道方法は、支配階級ヘ
の伝道や日本の文化や風習に合わせた布教活動とともに、日本で社会事業などを行 うこ
とによつて徐々に人々に受け入れられていつたと考えられる。しかし、そのようにイエ
ズス会が日本において布教活動を行 うことができたのは南蛮貿易に依るところが大き
い。イエズス会はキリス ト教を東洋に広める海外政策と結び付いていたため、キリス ト
教の布教を認めない大名領の港には南蛮船が訪れず、キリス ト教布教の容認無くしてポ
ル トガルと交易を行 うことは出来なかつた。また、イエズス会の宣教師は、日本におけ
る生糸貿易に参カロすることによつて日本での活動資金を賄っていたといわれており、宣
教師と交易が無関係ではなかつたことがわかる24。
このようにキリス ト教と交易は表裏一体の関係にあつたため、大名は交易による巨利
を得るためには自身の領内においてキリス ト教の布教活動を認めざるをえなかつた。大
名にとつてキリス ト教はポル トガルとの交易を行 うための手段であつたが、大名が態度
を変えて反キリス ト教の姿勢を取つたりすると、宣教師は交易船の入港地を他の大名領
に移すなどして、交易とキリス ト教の相互の関係を徹底していた25。キリスト教は交
易を行 うための手段として捉えられていたが、大名の中には大村純忠のように自らキリ
シタン大名となる者も現れ、キリス ト教に魅せられる大名がいたことも事実であり、そ
のようなキリシタン大名は九州地方の大名に少なくない。
iの「交易」の中でも述べたように、キリスト教と交易が表裏一体であつたことはカ
ピタン=モー ルがカ トリック教会関係者から選ばれることもあつたという事実からも
推測することができ、「南蛮屏風」に宣教師がポル トガル商人を出迎えている様子が描
かれているように両者が密接な関係にあつたことがわかる。
このように、当初キリス ト教は交易とともに日本に受け入れられたが、織田信長、豊
臣秀吉、徳り|1家康と権力者が変わるにつれて、徐々にキリス ト教は迫害の道を辿ること
になる。厳しい迫害を受けてもなお隠れキリシタンとなる人々が現れるなど、16世紀
のザビエルらの布教活動は歴史的にみても非常に意義のある出来事であつたといえよ
う。
(3)南蛮文化
最後に、三つ目の視点は文化である。16世紀の時代像を提えるために、当時の文化
を学習することは重要な視点の一つといえ、「南蛮屏風」を読み解 くことによつて当時
の文化を読み解くことができる。16世紀における文化には、桃山文化と異国の文化で
ある南蛮文化の二つの文化が共存していたが、それぞれの文化は全 く異なる特色を持つ
ているため、桃山文化 と南蛮文化がどのような文化であつたのかについては別々に述べ
ることとする。
まず、南蛮文化の一般的な定義として、樋 口州男氏は次のように述べている。
大航海時代におけるポルトガル・イスパニアの海外進出は、日本にもキリスト教や鉄砲を始
めとする、さまざまなヨーロッパ文化をもたらした。とくにキリスト教の宣教師たちが果たした
役割は大きく、天文学・地理学 。医学・航海術・活字印刷術などの学問・技術から衣服・食物と
いった生活文化に至るまで、実に幅広い文化が彼らによつて伝えられたのである。
彼らポル トガル・イスパニア人を南蛮人、その文化を南蛮文化と呼ぶが、南蛮人・南蛮文化と
の接触は、それまで唐 。天竺・日本という三国世界観にとどまっていた日本人の視野を確実に拡
大させたという点で、大きな意義を持つものといえよう。なお南蛮船や南蛮船が碇泊する港町が
描かれた南蛮屏風からは、南蛮貿易の様子や南蛮人の風俗を知ることができる26。
南蛮文化 とはその名のとお り南蛮人によってもたらされた文化であり、文化の伝達に
はキリス ト教宣教師の果たす役割が大きかったことが述べられている。南蛮文化の到来
は、これまでは中国を中心に世界を認識 していた日本に、初めてヨーロッパの視点がカロ
えられたと捉えることができる。
南蛮文化について松田毅一氏は次のように述べている。
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南蛮の宣教師や商人の渡来によつて、西欧の文物・風習が日本にもたらされ、外来文化が華や
かに展開し、諸分野に多大な影響を及ぼした。この「南蛮文化」は、1590(天正 10年、天正遣
欧使節の一行がヨー ロッパから数多の珍しい品々を携えて帰朝したことや、その 2年後、文禄
の役のため秀吉に伴って上方の諸侯や工芸者など各層の人が多数、九州に下向したことが誘因と
なって日本人の間に流行し、1614(慶長19年頃まで続いた27。
松田氏は南蛮文化を「美術」・「教育」・「風習」。「衣食」。「茶の湯とキリシタン宗門」。
「社会事業 (医療)」 の六つの視点から捉えており、ここでは六つの視点のうち歴史学
の研究においても取り上げられることの多い「教育」と「衣食」に焦点を当て、南蛮文
化にはどのような特色があつたのかをみていく。五のキリス ト教の中で述べたように、
宣教師は子どもへの伝道に力を入れていたとされるが、日本において宣教師はどのよう
に「教育」を行つていたのだろうか。
宣教師は「教育」活動を行 う上で、セミナリオ・コレジオ・ノビシアドという三つの
教育機関を設けた28。セミナリオとは、聖職者を志す7歳くらいから17歳頃までの少
年が学ぶ一種の神学校であり、1580年に島原半島の有馬に、翌年には琵琶湖畔の安土
に全寮制の学校として開かれた。ここでは、諸侯や上流家庭の子弟が一定の学貝Jと時間
割のもと、神学の基礎やラテン語、国語、音楽などを学んでいたという29。コレジオ
は高等教育機関であり豊後の府内に開かれた。ラテン語や日本語の他、哲学、神学、民
族学、宗教学などが教授された。最後にノビシアドはコレジ トと同じく豊後国の自杵に
開かれ、セミナリオを終えた者がイエズス会に入る前に修練する所であった30。
1560年ころから豊後府内や島原、平戸などで初歩的な「教理教育」が行われ、ヴァ
リニャーノが来日したのちに上記のような教育機関が設立されるが、秀吉の迫害や徳川
幕府による宣教師の追放によつてわずか34年で悉く壊滅に追い込まれてしまう。しか
し、連続的な段階構成の学校制度の設計とその実施や、女子も含めた40～60人の集団
的教育のスタイルは当時の日本にはみられない画期的な特色であり31、 日本の風習や
文化を尊重しながら、ヨーロッパ的な教育が16世紀の日本で行われていたといえる32。
衣服については、「南蛮屏風」からも読み取ることができる。当時、日本人の間で南
蛮人の服装を模した南蛮風俗が流行するようになり、「歌舞伎図巻」に描かれている日
本人の中に和服に装襟33を着けている人物がみられることからも、日本における南蛮
風俗の流行の様子が読み解ける。また、商人が身に着けているマントは信長や戦国の武
将に好まれ、琥珀玉や金の鎖といった装飾34ゃ、衣服にボタンをつける装飾が好まれ
るなど、南蛮の風俗が日本でも流行 していたことが窺える。それら衣服の中には現在ま
で受け継がれているものもあり、「ジュバン 。カッパ・カルサン・ボタン」などのよう
に、今 日まで残るポル トガル語の3分の1は衣服にかかわる言葉だといわれている35。
食に関しては、カステラやコンペイ トウなどポル トガルに由来する食べ物が現在にも
残つており、当時は肉を食べる習慣が日本にはなかつたが、この頃から肉食の習慣が普
及し始めたとされている。日本では牛肉を「ワカ」と呼んでおり、ポル トガル語の「Vaca」
(雌牛)に由来しているとされ、ここからもポル トガルの食文化が日本に取り入れられ
ていたことがわかる36。
これまで南蛮文化について述べてきたが、16世紀において「桃山文化」と「南蛮文化」
と文化が独立して存在するのではなく、桃山文化に組み込まれる文化の一つとして南蛮
文化は位置づけられると考える。桃山文化を知るためには南蛮文化を学ぶことが重要で
あり、その点で南蛮人の様子や彼らの衣服、宣教師の様子などが詳細に描かれている「南
蛮屏風」は南蛮文化を象徴する史料になり得、「南蛮屏風」の読み解きをとおして南蛮
文化を探究する手掛かりを得ることができる。
(4)ツヒ山文化
桃山文化は、「豪華で壮麗な文化」として学習されることが多い。それでは、「南蛮屏
風」から読み解けることを踏まえて桃山文化の特色をみていく。
まず、原田伴彦氏の研究からツヒ山文化の社会的基盤について述べる37。ッヒ山文化が
繁栄した時代は信長や秀吉によつて天下統一が成された時代であり、武家が支配する時
代であつた。彼らが建設した城郭について軍事的な側面が強調されることが多いが、樋
口州男氏は城郭が桃山文化にみられる特色の一つであると述べている38。天守閣や書
院造 りの居館など建築物自体が造形美術であり、その城郭や殿舎を飾る障屏画39など
は桃山美術の象徴といえる。また、「南蛮屏風」の発見地に着 目すると港町以外に大名
の居城跡から発見されているものもあることから、おそらく障屏画の一つとして大名の
間でも「南蛮屏風」は普及していたと推測できる。武家の時代が到来し、権力を掌握し
たことによつて桃山文化の担い手となったことがわかる。
しかし、ツヒ山文化の担い手は武家などの大名だけではない。安土〃ヒ山時代は都市が発
達し、海陸の交通とモノの流通がさかんになったことによつて、町衆の「経済的発展」
と「文化的開花」がみられるようになった時代でもある40。町衆の概念については議
論があるとされ、桃山時代は「特権門閥化した上層町衆の時代」41とぃゎれており、
豪商と呼ばれる地位にある人物が力を増した時代であったと解釈することができる。そ
うして豪商は大名と並んでツヒ山文化の担い手となるが、それまで貴族や寺社、一部の上
級武家などが文化の担い手であつたのに対し、そこに新たに豪商が加わったという歴史
事実は、16世紀の時代像を提えるうえで重要な視点の一つと考える。
ここからは、「南蛮屏風」の制作技法に着日し、桃山時代の特色を述べていく。「南蛮
屏風」に描かれるポル トガル商人の衣服や屏風の背景(金雲・
｀
金地)は、非常に色鮮やか
に表現されている。これは神戸市立博物館に収蔵される「南蛮屏風」の特徴の一つでも
あるが、この表現には高価な絵の具や金が使用されていることから「南蛮屏風」自体が
高価なものであったことが推測できる42。
桃山時代に制作された建築物や美術品に金が好まれる背景には、佐渡、伊豆、甲斐、
生野、石見をはじめ金銀の産出がさかんであったことが関係 しているだろう。当時、日
本は世界でも有数の銀産出国となり、「黄金的色調」は桃山美術に代表する装飾画に反映
したといわれている43。また、桃山文化の担い手が大名や豪商であったことも豪華で
壮麗とされる文化が形成されたことに関係しており、彼らの豊かな経済力や華やかさを
求める嗜好、また大名による権力の誇示などが、この時代の文化にも影響していると考
えられる。当時、金が使用される美術品(史料)は「南蛮屏風」のみではなく、授業モデル
の第 4時で補助資料として提示する「唐獅子図屏風」も同様である。これらのことから、
桃山時代に制作された美術品(史料)の制作技法に着 目することによつて当時の文化の
特色を読み解くことが可能であり、「南蛮屏風」もその一つに含まれる。
また、「南蛮屏風」の先行研究について述べたとお り、神戸市立博物館に収蔵される
「南蛮屏風」の制作者については、屏風の左端に「狩野内膳」の落款がみられることか
ら、この屏風を制作した人物は狩野内膳であることが推測されている。内膳は当時一流
の絵師とされ、秀吉の御用絵師であった。この地位に就くことができれば、収入が安定
し地位が保証されていたといわれている44。〃L山文化において狩野派が果たした役割
は大きく、桃山文化の担い手である大名や豪商たちの求めにより当時一流絵師とされた
狩野派がさまざまな作品を手掛けており、内膳によつて描かれた「南蛮屏風」もその一つ
と捉えることができる。
しかし、豪華で壮麗であることのみが桃山文化の特色ではない。水墨画や茶の湯とい
った室町時代から受け継がれる「わび 。さび」の文化も、桃山文化の一部であつた。それ
を示すものとして、長谷川等泊が描いた「松林図屏風」45が挙げられる。この屏風は、「南
蛮屏風」や「唐獅子図屏風」のような鮮やかな彩色の表現とは打って変わり、日本人に
親しまれる松林のみを描いた水墨画である。桃山文化は「大名や豪商を担い手とする豪
華で壮麗な文化」というイメージが強調されがちであるが、華やかさの一方では「わび 。
さび」の文化も共存していたことを念頭に置いておきたい。
三つ目の視点である文化については、異国の文化である南蛮文化とそれを取り巻く〃ヒ
山文化をそれぞれの特色を踏まえて別々に述べてきた。「南蛮屏風」を読み解いた事象
をもとに桃山文化の特色をすべて網羅することは困難であるが、「南蛮屏風」から読み解
いた事象を手掛かりに16世紀における文化の特色を探究することは可能であろう。
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第 3章 南蛮屏風を活用 した歴史授業開発
第 1節 絵画史料を活用した歴史授業開発の原理と方法
1 中学校歴史的分野における絵画史料の活用原理
歴史家と同様の視点に立って歴史を再構成することの重要性については、原田智仁氏
や土屋武志氏の先行研究1によつてすでに明らかにされている。本研究では、歴史学習
に活用する一次史料として「南蛮屏風」を取り上げており、この史料が歴史的、また文
化的価値を有していることはこれまでに述べてきたとおりである。では、歴史学習にお
いてどのように一次史料を活用すれば、歴史家と同様の視点で歴史を再構成することが
できるのか。
一次史料を活用する上でまず留意しておきたいことは、子どもたち自身が史料の価値
に気付くことである。教師によつて提示された史料をただ単に読み解くだけでは、歴史
学習において一次史料を扱 う意義に欠ける。過去から現在へと受け継がれてきた遺物は
歴史を探究する手掛かりであり、歴史家はそれら遺物の歴史的価値に触れることで史料
の吟味を行 う。しかし、中学生に歴史家と同様の作業を求めることは困難であろう。そ
こで、教師自らが子どもに史料の価値やそれを扱 う意義を明らかにし、子どもに理解さ
せた上で提示した史料を主体的に読み解かせることが重要だと考える。
この主体的に史料を読み解くという作業では、「直観・分析・総合」という活動が重
要になつてくる。黒田日出男氏と吉り|1幸男氏が提示する絵画史料の読解方法から、「直
観・分析・総合」という三つの活動に着目する。まず、歴史学者である黒田氏は、絵画
史料の読解方法の大筋として以下の三つの段階を提示している2。
。第一段階 。・・事実確認
。第二段階・・・幾何学的な構図分析 。「意味論的諸関係」の検討
。第二段階 。・ 。総合的把握
第一段階では絵画史料に何が描かれているのかを確認するが、ここでは「ある画像が
何であるかを例証できるような心構えが必要となる」と黒田氏は述べている。第二段階
では二つの作業が行われ、「幾何学的な構図分析」とは画面の構図上に描かれているこ
とを把握することを示し、「「意味論的諸関係」の検討」では人や事物が相互にどのよう
な諸関係として描かれているかを分析することを指している。第二段階における二つの
作業をとおして、第二段階の「総合的な把握」が行われることになる。
次に吉川氏は、歴史学習における絵画史料の読み解きの過程を三段階に分けて述べて
いる3。
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。第一段階・・ 。「モノ」を読む
・第二段階・・ 。「コト」を読む
・第二段階・・・「コンテクス ト」を読む
吉川氏は、第一段階における「モノを読む」段階では、描かれている事象 (モノ)の
属性や形容に関する内容が読み取れるという。例えば、人物が着ている衣月艮や顔の表現、
建物の様子などである。第二段階における「コトを読む」とは、人物などの「行為的脈
絡」をもとに絵画を読み解く段階であり、これは、描かれている事象がどのようなこと
を示しているのかを読み解かせる段階である。最後に第二段階では、「コンテクス トを
読む」行為が行われ、第二段階へと進行していく過程は「個々の行為の条件的背景が述
べられる」段階であり、歴史的背景の読み解きに繋がる行為と考えられる。
これらのことから、黒田氏による三つの読解方法と吉川氏による三つの読解過程は類
似しており、両者が提示する三つの段階はそれぞれ「直観・分析・総合」という三つの
活動に当てはめて考えることができる。この「直観・分析・総合」という活動は、歴史
学者が史料を読解する論理であり、一般の人々もある事象を捉える際に無意識に行つて
いる認識方法と考えられることから、これら三つの活動は人が対象を捉える際における
基本的な認識の方法と解釈することができる。つまり、「直観・分析・総合」の論理は、
歴史学の論理であるとともに、社会認識形成における教育の論理でもあるといえる。こ
の論理を、単元全体をとおして、また各時の授業構成の中に組み込むことによつて、た
だ子どもに史料を読み解かせるという活動のみに留まらず、史料を読み解く手法を身に
付けさせることができるとともに、子どもたち自らが主体的に歴史を再構成する力を養
うことができる。社会認識形成の論理に依拠した授業モデルを構成することによつて、
子どもの歴史的思考力を育成することに繋がり、歴史をより深く探究することができる
と考える。
中学校歴史的分野における絵画史料の活用原理として、子どもに授業で扱 う史料の価
値に気付かせ、それを理解させた上で史料の読み解きを行い、その方法として「直観 。
分析・総合」という活動を授業に組み込むことによつて、主体的に歴史を再構成させる
ことをねらいとすることを明らかにしておく。
61
2 中学校歴史的分野における南蛮屏風の活用方法
本研究で取り上げる「南蛮屏風」は、第2章でも述べたように神戸市立博物館に収蔵さ
れている狩野内膳筆のものである。数多く存在する南蛮屏風の中からこの史料を選定し
た理由は、内膳筆の「南蛮屏風」は多くの教科書に掲載されていること、また、神戸市立
博物館に収蔵されていることから地域史についても触れることができ、さらに「南蛮屏
風」の読み解きによつて子どもたちが自らの力で 16世紀の時代像を探究することがで
きると考えるからである。
本研究における授業モデルは、全5時間構成となっている。授業モデルの第1時が導
入、第 2時から第 4時が展開、第 5時が終結にあたり、「直観・分析・総合」という三
つの活動を当てはめると、第 1時が直観、第2時から第 4時が分析、第 5時が総合に
あたる。では、単元構成をとおして「南蛮屏風」の活用方法を述べる。
(1)第1時の概要と南蛮屏風の活用方法
第 1時は、『南蛮屏風を読み解く』をテーマに、「南蛮屏風」に描かれている内容につ
いて、疑間に思つたことや変だなと感じたことなどを読み解くことで「南蛮屏風」に関
心を持つとともに、「南蛮屏風」の史料としての価値に気付くことを授業目標としてい
る。導入において「南蛮屏風」を提示し「これは何かな。」という発間を行い、史料を直観
的に読み解かせた後、展開における史料の説明として「南蛮屏風」が16世紀末～17世紀初
頭に制作されたものであることなどを述べる。そうして「南蛮屏風」が持つ固有の史料と
しての価値を明らかにするとともに、この史料が神戸市立博物館に収蔵されている身近な
史料であることを説明する。この活動をとおして、生徒に史料の価値に気付かせること
を目的としている。
「南蛮屏風」の読み解きについては、疑間に思つたところや変だなと思つたことをで
きるだけ多く見つけさせるため自由に読み解かせ、個人活動として読み解いたことをワ
ークシー トに書き出させる。このとき、「南蛮屏風」を読み解く際に主観的な読み解き
に留まらないよう班活動を取り入れることで、他者の意見を聞き個人の読み解きでは気
付くことができなかつた事象に気付き、多角的な視点で「南蛮屏風」を提えることがで
きると考える。
「南蛮屏風」を自由に読み解かせたあと、それらの事象を整理するために類似してい
るものを三つから四つにグルーピングさせる。グルーピングが終われば左隻と右隻にど
のような違いがあるのかに着目させ、左隻には想像図が多いとされており、16世紀の
時代像を読み解くためには右隻が適していることを説明する。終結においては、今後「南
蛮屏風」を読み解くために重要な「交易」0「キリス ト教」0「文化」という三つの視点を
提示し、この二つの視点から「南蛮屏風」を読み解くことによつて 16世紀の時代像を
読み解くことできることを述べ、「南蛮屏風」を活用する意義を明らかにして第 1時の
授業を終える。
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(2)第2時の概要と南蛮屏風の活用方法
第2時は、『南蛮屏風にみる交易』をテーマに、「南蛮屏風」より交易に着日して読み
解いた事象や配布される補助資料などをもとに、新航路の開拓や中国の海禁政策などを
踏まえた視点から、16世紀における「南蛮貿易」がどのようなものであつたのかを捉
えることを授業目標としている。導入では、第 1時で活用したワークシー トを用いなが
ら交易に着日して再度「南蛮屏風」を読み解かせる。そして、展開において「南蛮船で
日本にやつてきた南蛮人は、一体どこから来たのかな。」という発間を行い、導入で読
み解いた事象をヒントに班ごとに問いに対する予想を立てさせるが、ここでは「南蛮屏
風」のみが手がかりとなる。この発間をとおして「南蛮人がポル トガル人やスペイン人
であつた」ということを学習した上で、「なぜそのような国の人々と交易を行うように
なったのか」を考えさせるが、ここで「南蛮屏風」以外に二つの補助資料を提示する。
発間に対する予想 0仮説を直観的に「南蛮屏風」から読み解かせ、教師が学ばせたい知
識をすぐに提示してしまっては、絵画史料を活用する意義に欠けてしまうだろう。そこ
で、補助資料を提示することによつて生徒の主体的な歴史理解が可能となり、自ら歴史
を探究することに繋がると考える。
第 2時では、補助資料として「16世紀の航路図」、「交易品の資料」、「年表」を提示
する。これらの補助資料から、ポル トガルが中国の交易品を日本に運び、日本はその対
価として大量の銀を輸出していたことを視覚的に提えさせ、当時中国が海禁政策を行つ
ていたことを手掛かりに、ポル トガルが中国と日本の中継ぎ貿易を行つていたことを生
徒自らの力で探究させることをねらいとしている。補助資料を配布 し、なぜポル トガル
やスペインと交易を行 うようになつたのか、という発間を再度行い、予想 0仮説の修正
を行わせた上で班ごとに発表させるが、班活動や他班の予想・仮説を批判的、分析的に
捉えることによつて、主観的な歴史理解をより問主観的な歴史理解へと発展させる。こ
の授業構成は、第 2時のみに限らず、第 3時、第 4時でも同様の方法を用いている。
終結では、身に付けさせたい知識について教師が説明し、1時間で学習したことを論理
的に整理させるため、16世紀における「南蛮貿易」の特色を生徒自身の言葉でワーク
シー トにまとめさせ、次時の展望を示して第2時の授業を終える。
(3)第3時の概要と南蛮屏風の活用方法
第 3時では、『南蛮屏風にみるキリス ト教』をテーマに、「南蛮屏風」よリキリス ト教
に着日して読み解いた事象や配布される補助資料などをもとに、ヨーロッパで起こつた
宗教改革を踏まえて 16世紀における日本でのキリス ト教布教の意義を捉えることを授
業目標としている。第2時と同様に、導入において第 1時で活用したワークシー トを用
いながらキリス ト教に着日して再度「南蛮屏風」を読み解かせ、展開において「なぜ日
本でキリス ト教が布教されるようになつたのか」ということをこれまでの既習知識や
「南蛮屏風」から読み解いた事象をもとに推測させる。班ごとの予想を発表させた後に
補助資料を提示するが、ここで配布する補助資料は第2時でも活用した「年表」である。
この「年表」には、ヨーロッパにおける宗教改革に関することも記載されており、日本
でキリス ト教が布教されるようになる背景として、ヨーロッパにおける宗教改革が大き
く関係しているということを読み取ることができる。宗教改革について教師が解説を行
った上で、「宣教師はどのように日本でキリス ト教を布教したのか」ということを、「南
蛮屏風」に描かれている事象をヒントに生徒自身に考察させる。この発間をとおして、
日本でキリスト教を布教する際、イエズス会の宣教師は教育機関の設置や慈善活動を行
つたり、キリスト教と交易が表裏一体の関係にあつたためキリス ト教を容認しなければ
交易を行 うことができなかつたという知識を習得させることをねらいとしている。終結
においては、第2時と同様に身に付けさせたい知識を教師が説明し、1時間で学習した
ことを論理的に整理させるため、16世紀における「キリス ト教布教」の特色やその背
景を生徒自身の言葉でワークシー トにまとめさせ、次時への展望を示して第 3時を終え
る。
(4)第4時の概要と南蛮屏風の活用方法
第4時では、『南蛮屏風にみる桃山文化』をテーマに、「南蛮屏風」より文化に着 目し
て読み解いた事象や配布される補助資料などをもとに、ヨーロッパ人が来航したことに
よつて日本の文化にどのような影響を与えたのかを探究し、「桃山文化」や「南蛮文化」
の特色を提えることを授業目標としている。第4時において、生徒は大きく二つの発問
に対する解答を考察する。
まず一つ目の発間として、「南蛮屏風と同時期に制作された史料を比較して気付いた
ことを書き出してみようJという問いを行い、補助資料として「唐獅子図屏風」を配布
する。「南蛮屏風」と「唐獅子図屏風」を比較することによつて、16世紀は高価な絵の
具や金を使用した作品がみられ、豪華で壮麗という桃山文化における特徴が作品にも反
映されていることを読み解くことができる。
次に、「南蛮屏風は誰が何のために描き、どのような人物が所有 していたのか」とい
う問いを行い、補助資料として「南蛮屏風発見地図」、「安土桃山時代の日本 (地図)」
を配布する。この二つの補助資料を読み解くことによつて、「南蛮屏風」が港町周辺の
商家で発見されていることや商人の間で普及していたことがわかる。また、誰が描いた
のか、ということに関しては、「南蛮屏風」の左端に「狩野内膳」という落款がみられ
ることから、「南蛮屏風」は狩野派絵師によつて制作されたことが推測できる。ここで
学ばせたい知識は、「南蛮屏風」は大名や豪商の依頼によつて狩野派絵師によつて制作
された屏風であり、桃山文化の担い手がまさに大名や豪商であつたということである。
最後に、三つ目の問いでは、「南蛮屏風」と補助資料である「歌舞伎図巻」の比較を
とおして異国の文化を探究し、「南蛮文化」の特色を捉えさせることをねらいとしてい
る。「歌舞伎図巻」には、タバコを吸う人物、マントや装襟を身に着けた南蛮装束の日
本人、ロザリオを身に着けている歌舞伎役者などが描かれており、日本において「南蛮
文化」が人々の間で広まっていたことが推測できる。「桃山文化」の特色を捉える上で
「南蛮文化」は重要な学習内容であり、中国や朝鮮以外の文化、つまリヨーロッパの文
化が日本でみられるようになつたということは、16世紀の時代像を構成する上で重要
な視点である。
これら二つの問いについて考察し発表してきたことをとおして、「南蛮屏風から読み
解くことができる16世紀の文化とは一体どのような文化なのか」ということを、生徒
自身の言葉でワークシー トにまとめさせ、「桃山文化」の特色を理解させる。そして、
次時への展望を示し、第4時を終える。
(5)第5時の概要と南蛮屏風の活用方法
第5時では、『南蛮屏風にみる16世紀の時代像』をテーマに、「交易」、「キリスト教」、
「文化」といつた三つの視点において読み解いてきたことをもとに再度「南蛮屏風」に
立ち返り、「南蛮屏風」の読み解きをとおして16世紀とは一体どのような時代であつた
のかということを捉え、自らの力で 16世紀の時代像を構成することを授業目標として
いる。展開において三つの視点 (交易 。キリス ト教 。文化)に関する問いを行い、第2
時～第4時まで学習してきた内容の振り返りをとおして、生徒自身に16世紀の時代像
を構成させる。第5時における授業構成は、導入、展開の場面において「直観 0分析」
といつた活動よりも「総合」における活動が中心となつており、単元全体をとおしてみ
ても第5時は「終結」としての位置づけがなされることから、第5時においては「直観・
分析・総合」とい う3段階の認識方法には当てはまらない。
しかし、終結における17世紀以降の時代の変化を史料の比較をとおして予想させる
場面においては、「直観 0分析・総合」の三つの認識方法が取られる。ここでは、補助
資料として、制作された時期の異なる「南蛮屏風」(江戸初期のもの)を提示する。こ
れまで活用してきた 16世紀の「南蛮屏風」と比較することによつて、南蛮船に宣教師
が乗つている様子が描かれていないことや、南蛮寺についても詳細に描かれていないこ
となどからキリス ト教色が薄れていることを読み解くことができ、時代の変化とともに
キリス ト教が迫害されていつたことを推測することができる。そして、キリス ト教の迫
害とともに、大量の銀の輸出を制限するために徐々に日本が鎖国の道を辿ることを説明
し、17世紀という時代がどのように展開していくのかを示すことによつて次の単元ヘ
の展望を明らかにし、本単元を終える授業構成となつている。
第 1時から第5時の単元構成をとおして、「南蛮屏風」の活用方法とともに補助資料
が授業の中で果たす役割を述べてきた。各単元の導入において「南蛮屏風」を直観的に
読み解かせたあと、展開では補助資料を提示し分析的に史資料を読み解かせ4、 最後の
終結において「南蛮屏風」や補助資料から読み解いた事象をもとにテーマごとの 16世
紀の時代像を形成し、総合にあたる活動を行つている。「直観・分析・総合」の活動は、
単元全体、また各単元の導入 。展開・終結に組み込んでいる。
授業事例の分析からもわかるように、単元全体をとおして一つの絵画史料を連続的に
活用する授業はほとんどみられない。絵画史料をとおして歴史を再構成させるといつた
目的を達成するため、本研究における授業モデルは全5時間をとおして「南蛮屏風」を
活用しており、「南蛮屏風」を中心に据えて16世紀の時代像を提えさせる内容構成とな
つている。次に、本研究における「南蛮屏風」を活用した授業モデルの開発について、
単元計画や授業計画を示す。
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【;モL】
1原田智仁「中等教育における解釈学習の可能性―マカレヴィ、バナムの歴史学習論を手
がかりに‐」『社会科研究』第70号,2009年,pp.1‐10、土屋武志『解釈型歴史学習の
すすめ 対話を重視した社会歴史』梓出版、2011年2黒田日出男『姿としぐさの中世史』平凡社,1986年3吉川幸男「歴史授業における絵画教材の構成と歴史理解の動態―歴史に関する発話の分
析を通して―」『研究論叢』50号、山口大学、2000年pp.133‐1524本論においても述べているように、第5時は単元計画の全5時間のうち終結にあたるた
め、直観 。分析といつた活動は行われていない。
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第2節 南蛮屏風を活用した授業モデルの開発
1 南蛮屏風を活用した歴史授業の単元計画
(1)単元名
「南蛮屏風からみる16世紀の時代像」
(2)単元設定の主旨
①本単元で取り上げる「南蛮屏風」(狩野内膳筆)は神戸市立博物館に所蔵されており、
実際に自分の日でみることができる身近な史料であることから地域性を含んだ授業を
行うことができる。
②絵画史料は誰にでも読み解きやすい史料であるとともに生徒の興味・関心を引き出す
ことができ、自らの力で歴史認識を構築するための手がかりとなる。
③「南蛮屏風」を読み解くことで諸外国との関わりにみる日本の当時の様子を提えるこ
とができ、広い視野で16世紀の時代像にアプローチすることができる。
(3)単元評価の規準
①関心・意欲・態度
「南蛮屏風」に関心をもち16世紀の時代像を読み解こうとするとともに、グループ活
動にも積極的に取り組んでいる。
②思考・判断 0表現
「南蛮屏風」の読み解きをとおして自ら問いを設定し、その問いに対して根拠をもと
に自身の予想や仮説を立て、生徒間で発表し議論することができる。また、各小単元
におけるワー クシー トの課題や問いについて解答を適切に表現している。
③資料活用の技能
「南蛮屏風」や年表・地図といった史資料から的確に情報を読み取り、問いに対する
予想や仮説を立てる際にそれらを根拠として活用することができる。
④知識 0理解
以下の知識の構造を理解している。
68
(4)16世紀の時代像を捉える知識の構造化
宗教改革の影響を
うけて 日本でキ リ
ス ト教を布教す る
ため ヨーロッパ人
が来航す るように
なり、宣教師と商人
は密接な関係にあ
つたためキリス ト
教の布教 を認めた
大名領の港に交易
船は入港していた。
「南蛮屏風」は港町周辺から発見されており、
大名や豪商の間で普及していた。
16世紀になると、新
航路の開拓とともに
積極的な対外交易が
行われるようになり
ヨーロッパ諸国が日
本にも来航するよう
になる。ヨーロッパ人
との交易やキリス ト
教の布教が日本で行
われる中で、異国の文
化が日本に広まると
ともに、それを取り巻
く大名や豪商を中心
とする日本独自の文
化が形成されていく。
ヨー ロッパを中心
として世界の諸地
域で交易が行われ
るようになり、ポル
トガルやスペイン
は香辛料などを求
めアジア と交易を
行い、日本は生糸や
陶磁器を輸入し、銀
を大量に輸出して
いた。
黒い船に乗つてヨーロッパ人が来航 し、日本
の港町に積荷や動物が運ばれている。
港町の店には中国風の陶磁器などが売られて
おり、対価として銀が支払われていた。
「南蛮屏風」にはカピタン・モールという商
人のリーダーが描かれている。
宣教師の中でも服の色が異なり、黒い服とグ
レーの服を着ている人物が描かれている。
港町で宣教師が商人を出迎えている様子が描
かれている。
南蛮寺の中では宣教師と日本人がミサらtノき
儀式を執り行っている。
「南蛮屏風」に高価
な絵の具や金が用
い られていること
から豪壮な「桃山文
化」の特色がみ ら
れ、文化の担い手で
ある大名や豪商の
求めによ り当時一
流絵師 とされる狩
野派によって制作
されていた。
両隻の屏風の隅には「狩野内膳」の落款が残
されている。
商人が身に纏っているような南蛮風俗が日本
の武士の間でも広まっていた。
金色は豪華さの象徴であり、雲は空間的・時
間的な変化を表現したものである。
(5)単元計画 (全5時間)
。これは何かな。
・疑間に思つたところや
変だなと思ったところ
はどこかな。
?
?
（?
?
?
）
。「南蛮屏風」に描かれ
ている人物や建物、動
物などを読み解く。
。「南蛮屏風」の歴史史
料の価値を学ぶ。
。「南蛮屏風」を読み解
く3つの視点を学ぶ。
。「南蛮屏風」をみて疑間に
思つたことや変だなと思
つたことを探す。
・発表をとおして他者の見
解を批判的に捉える。
・読み解いた事象を班ごと
にグルーピングする。
関・意・態
資料活用の技能
?
?
（?
?
?
）
きた南蛮人は、一体ど
こから来たのかな。
。なぜ遠く離れたポル ト
ガル人やスペイン人と
交易を行うようになっ
たのかな。
????
???
???
??? 。「南蛮屏風」には当時
の交易の様子が描か
れている。
・ヨ~ロツパと日本が交
易を行 うようになり、
日本は中国の生糸や
陶磁器を輸入し、銀を
大量に輸出していた。
。「南蛮屏風」から交易に関
する事象を読み解く6
。導入での読み角子きや史資
料をもとに問いに対する
予想・仮説を班で考える。
・班ごとに発表して互いの
仮説を比較 し評価する。
<身につけさせたい知識①>
ヨーロッパを中心として世界の諸地域で交易が行われるようになり、ポル トガルやスペインは
香辛料などを求めアジアと交易を行い、日本は生糸や陶磁器を輸入し、銀を大量に輸出していた。
宗教 (1時間)
。なぜ日本でキリスト教
が布教されるようにな
ったのかな。
・宣教師は日本でキリス
ト教を布教するために
どのようなことを行つ
ていたのかな。
。「南蛮屏風」にはキリ
ス ト教に関すること
が描かれている。
。キリス ト教と交易は表
裏一体の関係にあり、
キ リス ト教の布教が
認められた大名領で
交易が行われていた。
。「南蛮屏風」からキリスト
教に関する事象を読み解
く。
・導入での読み解きや史資
料をもとに問いに対する
予想・仮説を班で考える。
・班ごとに発表して互いの
仮説を比較 し評価する。
<身につけさせたい知識②>
宗教改革の影響をうけて日本でキリス ト教を布教するためヨーロッパ人が来航するようにな
り、宣教師と商人は密接な関係にあったためキリス ト教の布教を認めた大名領の港に交易船は入
港していた
思・判 。表
資料活用の技能
知 。理
思・判 。表
資料活用の技能
知 。理
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<身につけさせたい知識③>
「南蛮屏風」に高価な絵の具や金が用いられていることから豪壮な文化である「桃山文化」の特
色がみられ、文化の担い手である大名や豪商の求めにより当時一流絵師とされる狩野派によって
制作されていた。
?
?
（?
?
?
）
。「南蛮屏風」が描かれた
時代である 16世紀の
時代像をみていこう。
。17世紀はどのような時
代になっていくのか予
想してみよう。
・ポル トガルやスペイン
と交易が行われる中
で宣教師によってキ
リス ト教が布教され
るようになり、異国の
文化である「南蛮文
化」や豪壮な「桃山文
化」が展開されてい
た。
・各班でこれまでに学んだ
知識や史資料を生かして
16世紀の時代像を自ら
捉える。
'班ごとに解答を発表し、
互いの考察を比較 し評価
する。
思・判・表
知 。理
く身につけさせたい知識④>
16世紀になると、新航路の開拓とともに積極的な対外交易が行われるようになり、ヨーロッパ諸
国が日本にも来航するようになる。コー ロッパ人との交易やキリスト教の布教が行われたことに
よつて異国の文化が日本に広まり、それを取り巻く文化として大名や豪商を担い手とする日本独
自の文化である「桃山文化」が展開されていた。
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2 南蛮屏風を活用した歴史授業計画
(1)―第 1時―「南蛮屏風を読み解く」
【授業目標】
「南蛮屏風」に描かれている内容について、疑間に思ったことや変だなと感じたことなど
を読み解くことで「南蛮屏風」に関心を持つとともに、「南蛮屏風」の史料としての価値に気
付く。
教授行為
院 問◆・指示00説明◎] 学習活動・学習内容
指導上の留意点
評価の手立て
?
?
○「南蛮屏風」(神戸市立博物館
蔵)を提示する。
◆「これは何かな ?」
→数人に発表させる。
。「南蛮屏風」にはどのようなことが
描かれているのかを直観的に捉え
る。
◆予想される生徒の反応
。貿易をしている場面
。日本の昔の様子を描いたもの
。何かの物語の一場面   …など
・具体的な読み解きではな
く、生徒が史料を見て感
じたことなどを問う。
・ワークシー トを配布する。
?
?
「南蛮屏風」の製作年代や展
示されている場所、また「南
蛮屏風」について説明する。
「疑間に思つたところや変だ
なと思つたところはどんな
ところかな。たくさん書き出
してみよう :」
。「南蛮屏風」は90点余りの作例があ
り、最も早期の「南蛮屏風」は 16
世紀末～17世紀初頭に製作され
たものといわれている。
・最も早期に製作された「南蛮屏風」
の 1つは神戸市立博物館に所蔵さ
れており、その他は大阪城天守閣
と九州国立博物館にある。
。「南蛮屏風」の読み解きが、16世
紀を読み解く手かがりとなる。
。屏風の仕組み (六山一双など)に
ついて学ぶ。
◆予想される生徒の反応
・黒い服を着ている人たちは誰か。
・派手な服を着ている人たちはどこ
の国の人だろう。
・建物の中では何が行われているの
だろうか。
・黒い船から港に運ばれている物は
。「南蛮屏風」の歴史的な史
料の価値については本時
で学び、文化的な読み解
きやその価値については
第4時で取り扱う。
・「南蛮」の概念について説
明する。
。大阪城天守閣蔵、九州国
立博物館蔵の「南蛮屏風」
を提示する。
◆評価の手立て
。問いをたくさん書き出す
ことができる。
【関・意 。態】
・史料の読み解きに繋がる
問いが考えられている。
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○個人で読み解いたことを班の
中でそれぞれ発表させる。
「班で発表し合つたことをも
とにして、類似しているもの
同士を3つから4つにグルー
ピングしてみよう。」
◎各班のグルーピング内容を
発表させ、生徒が着日した箇
所を「南蛮屏風」を見ながら
再度確認する。
◆「左隻と右隻はそれぞれどの
ような場面を描いたもので、
どのような違いが見られる
かな。」
→ 班ごとに発表させる。
何だろう。
・誰が書いた屏風だろうか。
・動物は何のために運ばれてきたの
だろう。 。など
・他者がどのような視点で「南蛮屏
風」を読み解いたのかを知り、新た
な視点で「南蛮屏風」を提える。
◆予想される生徒の反応
。人物や人物の様子
・異国の人々の衣服
・動物や品物について
,建物や船に関すること …など
。初めの読み解きとは異なる視点で
再度「南蛮屏風」を観察し、個人
や班ごとの読み解きでは気付かな
かつた点を提える。
今予想される生徒の反応
・右隻は日本の港町に外国の船がや
つてきた場面だと思う。
・左隻は日本を訪れ′ていた船が帰つ
てきた様子を描いている場面。
・左隻には像や犬が描かれており、
右隻に描かれている動物は檻に入
れられている。 な ど
【資料活用の技能】
班活動を行 う。
(以下、班活動)
ここでのグルーピングは
生徒による自由な枠組み
で行い、ワークシー トに
記入させる。
「南蛮屏風」に描かれてい
る内容をクラス全体で確
認する。
16世紀の時代像を読み解
くためには右隻が適 して
いることを述べる。
本授業では右隻のみを使
用し、以後はこれを「南蛮
屏風」と表記する。
?
?
◎「南蛮屏風」を読み解くため
の3つの視点を述べる。
①交易 ②キリス ト教 ③文化
◎次時への展望
。「南蛮屏風」を3つの視点から読み
解から、交易、キリス ト教、当時
の文化について学ぶことで、16世
紀の時代像を読み解くことができ
ることを学ぶ。
・次時の学習では「交易」がテーマ
であることを把握する。
。今後の学習で取り上げる
テーマ (3つの視点)を
明確にすることで、学習
の意味を理解させる。
次時のテーマを明確にし
て本時を終結する。
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(2)―第2時―「南蛮屏風にみる交易」
【授業目標】
「南蛮屏風」より交易を中心に読み解いた事象や、予想・仮説の検証として活用する補
助資料などをもとに、新航路の開拓や中国における海禁政策などを踏まえた視点から16世
紀における「南蛮貿易」とはどのようなものであったのかを捉える。
教授行為
[発問◆・指示〇・説明◎]
学習活動・学習内容
指導上の留意点
評価の手立て
?
?
◎「南蛮屏風」を提示し、本時
のテーマを述べる。
○「南蛮屏風Jを見て、交易につ
いて新たに気付いたことを再
度発表させる。
1つ目の視点である「交易Jに着
日し、「南蛮屏風Jを読み解いてい
くことを捉える。
黒い船が港に停まっている。
黒人が船から積荷を降ろそうとし
ており、陸では積荷を運んでいる。
トラなど檻に入つた動物が港に描
かれている。
派手な服装をしている人たちが港
を歩いている。     …など
・ワークシートを配布する。
第 1時で活用したワーク
シー トを再度活用し、「交
易」に焦点をあて「南蛮
屏風」を読み解かせる。
?
?
「南蛮船で日本にやつてきた
南蛮人は、一体どこから来
たのかな。」
○班ごとに予想を発表させ、南
蛮人がどこから来たのかを述
べる。
「なぜ遠く離れたポル トガル
やスペインと交易を行うよ
うになったのかな?」
◆予想される生徒の反応
・服装がアジア系とは異なるので欧
米周辺の国。
・鼻が高くて顔が自いのでヨーロッ
パ人である。 …など
南蛮人はポル トガルやスペインか
ら来た人物であることを学ぶ。
◆予想される生徒の反応
・宣教師が商人を出迎えている様子
が描かれているので、日本は交易
の拠点として利用されていた。
。日本の品物を目当てにポル トガル
やスペインの商人が交易のお願い
にきた。 …など
第 1時で示した「南蛮」
の概念を踏まえて「南蛮
船」。「南蛮人」を語句と
して使用する。
以降、班活動を行う。
ポル トガルとスペインの
位置を地図で確認する。
◆評価の手立て
。「南蛮屏風」の事象の読み
解きを活用 し、根拠を示
して仮説を立てることが
できる。 【思。判。表】
74
○各班の仮説を発表させる。
○補助資料を配布し、仮説の考
察・修正を行わせるために以
下の問いを発問する。
「補助資料をもとに、再度な
ぜ 日本がポル トガルやス
ペインと交易を行ったの
かを考えてみよう。」
○班ごとに考察、修正した仮説
を再度発表させる。
◎南蛮屏風を提示し、南蛮商人
であるカピタン。モールにつ
いて説明する。
他班の仮説を批判的に捉え、
の予想 。仮説と比較する。
FyIの仮説の正当性を考察し、
があれば修正を行 う。
自班
必要
◆予想される生徒の反応
・中国が海禁政策を行っていたので
ポル トガルを介することで中国の
品物を手に入れようとした
。新たな航路が開拓されて自由に行
き来できるようになったから。
。日本は支払いを銀でしているので
ポル トガルやスペインが日本の銀
を欲しかつた。 …など
他班の仮説を批判的に捉え、自班
の仮説と比較する。
南蛮屏風にはカピタン。モールと
称される人物が描かれており、こ
の人物がポル トガル船のリー ダー
であつた。
。生徒の仮説を板書する。
・補助資料
「16世紀の航路図J
「交易品の資料」「年表」
◆評価の手立て
・補助資料を活用して根拠
を示し、間に対する仮説
の強化、修正を行うこと
ができる。
【資料活用の技能】
生徒の仮説を板書する。
第 3時でカ トリック教会
と関連させることができ
るため、本時ではカピタ
ン・モールを交易の視点
から取り上げておく。
?
?
◎16世紀の交易の相手国と交
易の目的 (身につけさせたい
知識)を述べ、ワークシー ト
にまとめさせる。
◎次時への展望
◎身につけさせたい知識
。ヨーロッパを中心として世界の諸
地域で交易が行われていた。
・ポル トガルやスペインは香辛料を
はじめとするアジアの物産を求め
て交易を行つていた。
・日本は中国の生糸や陶磁器を輸入
し、大量の銀を輸出していた。
。次時では「キリスト教」に着目し
て読み解きを行うことを知る。
◎評価の手立て
。教師が説明した内容につ
いて、自身の言葉でワー
クシー トに整理すること
ができる。
【知識。理解】
・2つ目の視点を明確にし
ておく。
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(3)―第3時―「南蛮屏風にみるキリスト教」
【授業目標】
「南蛮屏風」よリキリス ト教を中心に読み解いた事象や、予想 。仮説の検証として活用
する補助史料などをもとに、ヨーロッパで起こった宗教改革を踏まえて16世紀における日
本でのキリスト教布教の意義を捉える。
教授行為
[発問◆・指示〇・説明◎]
学習活動・学習内容
指導上の留意点
評価の手立て
?
?
「南蛮屏風」を提示し、
のテーマを述べる。
○「南蛮屏風」を見て、キリス ト
教について新たに気付いたこ
とを再度発表させる。
2つ日の視点である「キリス ト教」
に着日し、「南蛮屏風」を読み解い
ていくことを捉える。
黒い服を着た宣教師が海に向かつて
歩く様子が描かれている。
建物の中で赤と自の派手な衣服を身
に纏った人がミサを行っている。
建物の屋根に十字架らしき物が描か
れている。        …など
ワー クシートを配布する。
第 1時で活用したワーク
シー トを再度活用 し、「キ
リスト教」に焦点をあて
「南蛮屏風」を読み解か
せる。
?
?
「なぜ日本でキリスト教が布
教されるようになったのか
な。」
○各班の予想 。仮説を発表させ
る。
○補助資料を配布し、予想・仮
説の考察・修正を行わせるた
め以下の発間をする。
「補助資料をもとに、再度な
ぜキリス ト教が日本で布
教 されるようになったの
◆予想される生徒の反応
。新しい航路が発見されたため、ヨー
ロッパ人とともに宗教も伝わった。
。日本にはまだキリス ト教信者がいな
かつたので、新たな国で信者を増や
そうと考えた。 …など
。他班の予想・仮説を批判的に捉え、
自班の予想 。仮説と比較する。
。他班の予想・仮説の正当性を考察し、
必要があれば修正を行う。
◆予想される生徒の反応
。航路の開拓とともに宗教改革が起こ
つて日本に宣教師がやつてきた。
。第2時での既習知識など
を活用 し、問いに対する
仮説を考察させる。
。以降、班活動を行 う。
・生徒の予想 。仮説を板書
する。
・補助資料
年表 (第2時と同様)
◆評価の手立て
,補助資料から根拠を示し
て問いに対する予想の強
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かを考えてみよう。」
○班ごとに予想・仮説を発表せ
る。
◎宗教改革について説明する。
◆「宣教師は日本でキリス ト教
を布教するためにどのよう
なことを行つていたのか
な。「南蛮屏風Jの読み解き
をとおして考えてみよう。」
→ 生徒に発表させる。
◎宣教師が日本でどのようにキ
リス ト教を布教したのかを説
明する。
化、修正を行うことがで
きる。
【資料活用の技能】
。生徒の予想・仮説を板書
する。
・イエズス会の動きを年表
などで確認し、ザビエル
にも着目する。
◆評価の手立て
。「南蛮屏風」の事象の読み
解きを活用し、根拠を示
して予想 。仮説を立てる
ことができる。
【思。判 。表】
・キリスト教と交易は表裏
一体であり、キリス ト教
を容認しなければ交易を
行うことができなかった
ことを明らかにする。
◎16世紀におけるキリス ト教
布教の背景を述べ、ワークシ
ー トにまとめさせる:)
◎評価の手立て
。教師が説明した内容につ
いて、自身の言葉でワー
クシー トに整理すること
ができる。
3つ目の視点を明確にし
ておく。
。1517年に起こったルターの宗教改
革が関係 しているのではないか。
・ザビエル′が来たから。   …など
。他班の予想・仮説を批判的に捉え、
自班の予想 。仮説と比較する。
・ヨ~ロツパでルターによる宗教改革
が起こったことを提え、カ トリック
とプロテスタントの対立を学ぶ。
◆予想される生徒の反応
・ミサを行うことによって日本でキリ
スト教を布教しようとした。
。建物の中で勉強会のようなことが行
われており、ヨーロッパの学問を日
本に教えていた。 …など
・教育機関の設置やヨーロッパの進ん
だ医学や技術を伝えることで、キリ
ス ト教が日本で徐々に受け入れら
れるようになった。
・カピタン 。モールはカ トリック教会
から選ばオ1′ることもあり、交易とキ
リス ト教を表裏一体の関係に置い
た。
◎身につけさせたい知識
・宗教改革の影響をうけてヨーロッパ
人が来航 し、キリス ト教が日本や中
国に布教され始める。
・宣教師と商人は密接な関係にあり、
キリス ト教の布教を認めた大名領
の港に南蛮船は入港していた。
・次時は 16世紀における「文化」に
ついて読み解きを行うことを学ぶ。
77
(4)―第4時―「南蛮屏風にみる桃山文化」
【授業目標】
「南蛮屏風」より文化を中心に読み解いた事象や、仮説の検証として活用する補助史料
などをもとに、ヨーロッパ人が来航したことによって日本の文化にどのような影響を与え
たのかを探求し、「桃山文化」。「南蛮文化」の特色を捉える。
教授行為
[発問◆・指示〇・説明◎]
学習活動・学習内容
指導上の留意点
評価の手立て
?
?
〇「南蛮屏風」を提示し、16世
紀における「文化」の特色を
予想させる。
○本時のテーマを述べる。
・「南蛮屏風」に描かれている事象か
ら文化に関するものを読み解き、
16世紀の文化の特色を予想する。
・3つ目の視点である「文化」に着
日し、第 2時や第 3時とは異なる
方法で「南蛮屏風」を読み解いて
いくことを提える。
本時のテーマを述べ る前
に班ごとに考察させ発表
させる。
ワークシー トを配布する。
本時は文化をより捉えや
すくするため、教師によ
る発間を中心に文化の特
色を捉えさせる。
?
?
◆「ワークシー トにある3つの
問いについて、「南蛮屏風」
や補助資料を使つて班でそ
れぞれの問いに対する解答
を考えてみよう。」
(3つの問いを以下に示す。)
◆教師によって提示された問いに対
する解答を班で考察する。
◆評価の手立て
*問いに対する解答をJllで
考察することができる。
【思・判・表】
*「南蛮屏風」や補助史料
から根拠を示して解答す
ることができる。
【資料活用の技能】
①「「南蛮屏風」と同じ時期に
制作された他の史料との比
較をとおして気付いたこと
を書き出してみよう。」
↓
◎班ごとに発表させ、それをも
とに教師が問いに対する解説
を行う。
・16世紀は高価な絵の具や金などを
使用した作品が多くみられる。
・金雲を利用して空間的な隔たりや
時間の変化が表現されている。
・桃山文化は豪華で壮麗な文化であ
り、その一方でわびの文化も共存
していた。
・補助史料を配布する。
「唐獅子図屏風」
。「松林図屏風」から「桃山文
化」にはわびの文化 も共
存 していたことを提え
る。
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②「「南蛮屏風」は誰が何のた
めに描き、どのような人物が
所有していたのかな。」
↓
◎班ごとに発表させ、それをも
とに教師が問いに対する解説
を行う。
「南蛮屏風」の発見地が港町周辺の
商家に多く、海運に携わる富裕な
商人の間で広まった。
当時の屏風は権威の象徴であり、
流行の品でもあつた。
「南蛮屏風」は大名や豪商の求めに
より、当時一流絵師であった狩野
派 (内膳)によって制作された屏
風である。
・補助資料を配布する。
「南蛮屏風発見地分布図」
「安土桃山時代の日本」
・補助史料から、南蛮屏風
は沿岸部から多く発見さ
れており、その辺りは城
や港町が点在していたこ
とを提えさせる。
「「南蛮屏風」を手がかりに
して「歌舞伎図巻」から異国
の文化を探してみよう。」
↓
◎班ごとに発表させ、それをも
とに教師が問いに対する角準説
を行う。
日本でタバコが広まり、マン トや
装襟が南蛮人風の流行ファッショ
ンとして日本人の間で流行した。
ロザリオを身につけている歌舞伎
役者が描かれていることから、キ
リスト教色が伺える。
「南蛮文化」は衣服以外にも、食物
や外科術、文学面においても影響
を与えていた。
・補助史料を配布する。
「歌舞伎図巻」
,「南蛮文化」という語句を
用いて解説を行う。
?
?
016世紀における桃山文化の
特色をワークシー トにまとめ
させる。
↓
「「南蛮屏風」から読み解く
ことができる 」6世紀の文化
である「桃山文化」とは、一
体 どのような文化だつたの
かなる」
○次時への展望
○身につけさせたい知識
'「桃山文化」は金や高価な絵の具が
用いられた華やかな作品が 目立
・町衆や大名が桃山文化の担い手と
なり、彼らの経済力が反映した豪
壮な文化である。
・桃にL文化では狩野ツ民という―一流絵
師が活躍していた。
・桃山文化には「南蛮文化」という
異国の文化も含まれている。
次時はいよいよ16世紀の時イヽ像
捉えるまとめの授業である。
◎評価の手立て
。①～③までの解答を根拠
として桃山文化や南蛮文
化の特色を捉え、自身の
言葉でこれまでの考察を
整理しまとめることがで
きる。
【知識。理解】
次時でまとめに入ること
を明らかにしておく。
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(5)―第5時―「南蛮屏風にみる16世紀の時代像」
【授業目標】
「交易」「キリスト教」「文化」といった 3つの視点において読み解いてきたことをもと
に再度「南蛮屏風」に立ち返り、「南蛮屏風」の読み解きをとおして 16世紀とは一体どの
ような時代であったのかを捉え、自らの力で16世紀の時代像を構成する。
教授行為
[発問◆・指示〇・説明◎]
学習活動 。学習内容
指導上の留意点
評価の手立て
?
?
○「南蛮屏風」を提示し、
のテーマを述べる。
本時 。本時はこれまでのまとめの授業で
あり、16世紀はどのような時代で
あつたのかを読み解いていく。
。ワー クシートを配布する。
?
?
「「南蛮屏風」が描かれた時
代である 16世紀の時代像
を読み解いていこう。」
(以下の①～③を問う)
① 「交易」の視点からわかるこ
とは何か。
②「キリスト教」の視点からわ
かること何か。
③「文化」の視点からわかるこ
。「南蛮屏風」を読み解く3つの視点
や世界史を踏まえて、16世紀の時
代像を提える。
①当時の交易を「南蛮貿易」といい、
新航路の開拓によってポル トガル
やスペインの商人が、アジアの香
辛料や富を求め日本とも交易を行
うようになる。日本は中国の品物
を輸入する代わりに銀を輸出して
いた。
②ヨー ロッパでの宗教改革の影響で
日本にイエズス会宣教師がキリス |
卜教の布教にやってくる。当時、
◆評価の手立て
*3つの視点を活用して世
界と日本の視点から 16
世紀の時代像を提えるこ
とができる。
I知識・理解】
。①～③をまとめたものを
本時の身につけさせたい
知識とする。
・班活動を行う。
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とは何/J。ヽ
○班ごとに問いに対する解答を
発表させる。
◎再度「南蛮屏風」に立ち返り、
本単元全体を振り返る。
終結として16世紀とはどの
ような時代であったのかを
述べる。
文化J力ヽ日本で広まり、それを取
り巻く文化として 聰L山文化」が
ある。大名や豪商がその担い手と
なり、豪壮な文化であった。
・他班の考察・解釈を批判的に捉え、
自班の考察・解釈と比較する。
。16世紀に航路が開拓されたことで
世界が 1つになり、交易が行われ
ると共に西洋の文化が日本で広ま
るようになる。そして、日本も世
界の一部に組み込まれ、世界と日
本の相互関係の中で歴史は形成さ
れていくことを理解する。
。生徒に解答を板書させる。
「南蛮屏風」を読み解くこ
とによって広い意味での
16世紀の時代像を読み
解くことができることを
明らかにする。
?
?
「17世紀前半に制作された
「南蛮屏風」と授業で読み解
いた「南蛮屏風」とを比較し、
その後時代がどのように変化
していったのかを予想してみ
よう。」
○各班の予想を発表させる。
◎17世紀になるとどのように
時代が変化 していくのかを
簡潔に説明する。
◆予想される生徒の反応
・色彩が暗いので豪華さが消え、貧
しい時代になったのではないか。
・桃山時代の「南蛮屏風」には南蛮
船に宣教師が乗つているのに、江
戸初期の「南蛮屏風」には乗つて
いない。なぜだろう。
。キリス ト教の様子が薄れているの
で、17世紀以降は日本での布教は
難しかったのかもしれない。
他班の予想を批判的に捉え、自班
の予想と比較する。
・キリスト教の布教や銀の流出を抑
えるため、次第に「南蛮貿易」が
制限され禁教令も出されるように
なり、日本は徐々に鎖国の道を辿
つていくこととなる。
◆評価の手立て
。史料の比較をとおして、
時代がどのように変化し
ていくのかを予想するこ
とができる。
【思・判・表】
。補助史料を提示する。
神戸市立博物館蔵「南蛮
屏風」江戸初期のもの
。各班の予想を板書する。
・歴史的事実の詳細は説明
せずその後の歴史の流れ
を明らかにすることによ
つて、今後の展望を示し
ておく。
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<授業開発モデルにおける補助資料>
資料① 狩野内膳筆「南蛮屏風」締1作時期 :16世紀～17世紀初頭)
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(神戸市立博物館HP http7/椰卿五じkobe.lgjpたulture/cuLtlreLstituion/museum/meilhlin new/405.htmlより)
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資料② 16世紀における交易図
(文部科学省平成23年検定済教科書『新中学校 歴史 日本の歴史と世界』清水書院、p.94より)
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資料④  16世紀前後における世界の年表
ヨー ロ ッパ 日本 アジア諸地域
1492
ポル トガル人喜望峰到達
→インドヘの航路開拓
コロンプスがアメリカ到達
(スペインが援助し、本来の
目的地はインドであつた)
ルターの宗教改革
(カトリックvsプロテスタント)
マゼランの世界周航
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1573
1582
都市がおこる
守護大名が力を持ち始める
下剋上の風潮があらわれる
城下町が発達する
寧波の乱 (細川 。大内氏)
(寧波は中国にある。)
鉄砲伝来 … 南蛮貿易開始
(ポル トガル人が伝える)
キリス ト教の伝来
(ザビエルが伝える)
大内氏が減びる
→勘合(日明)貿易が終わる
[III〔指11:。・日本]
室町幕府が滅びる
天正遣欧少年使節出発
(キリシタン大名が4人の少
年をローマに派遣する)
秀吉、バテレン追放令を出す
(※バテレン=宣教師)
→
1537
1552
1557
」
1566
1582
1598
1601
ポル トガル人がゴア占領
→中継貿易を行つた
ポル トガル人が広州入港
(広州は中国にある)
中国で海禁政策が行われ
私貿易が統制される。
一 倭寇がさかんに !
マカオが植民化される
(by ポル トガル人)
イエズス会士がゴアで宣教活
動を開始 (inインド)
ザビエルが上川島で没する
(inマカオ)
ポル トガル人が
マカオの居住権を得る
マカオ市建設
(byポル トガル人)
マテオ・ リッチがマカオ到達
(イタリア人のイエズス会士)
イエズス会士が北京に到着
明の皇帝に許可を得て布教
活動を展開
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資料⑤  第4時における補助史料
A.「唐獅子図屏風」
・制作者 :狩野永徳
。制作年代 :桃山時代
(宮内省 httpイwww.kunaicho.gojp/culture/sannomaru/syuzou‐08.html)
B。「歌舞伎図巻」(二巻のうち下巻 (部分)〉
・制作者 :不明 (狩野派絵師によつて描かれたと推測されている。)
。制作年代 :江戸時代 (17世紀)
(arts cape(アートスケープ)http:〃artscape.jpたndex.html)
島
・「松林図屏風」:長谷川等伯
解明されていない点が多く制作年代も
明確にされていないが、文禄2(1593)年
～文禄 4(1595)年の間に制作されたと推
測されている。伝統的に日本人に親しま
れる松林という主題のみを画面に大き
く描く水墨画は当時あまり見られず、発
想の新 しさが研究者 らによつて指摘さ
れている作品である。
(東京国立博物館 http:〃www.tnm.ip/mOdules/r_collectioゴindex.php?controller=dtl&cohd A10471)
?‐?
? ????
?
?
?
?
うな屏風も制作されていた !!>
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資料⑥ 南蛮屏風発見地分布図
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(岡本良和・高見澤忠雄『南蛮屏風』鹿島研究所出版会、1970年、p.193より)
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資料⑦ 安土桃山時代の日本
.、  0 ●
Q
書酵
『日本文化の歴史7 安土桃山』月ヽ学館、1980年、p.241より)
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(原田伴彦編
資料③ 神戸市立博物館蔵「南蛮屏風」:江戸時代初期 (17世紀前半)
(神戸市立博物館 HP http7/v耐
“
iじkObe.lg.jp/cuLllre/culture/insitution/museum/meihin new/406.htmlより)
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資料⑨ ワー クシートI
「南蛮屏風」を読み解こうfr
O年○組 氏名 (
≪神戸市立博物館「南蛮屏風」狩野内膳筆≫
○月○日()
)
①これは何かな?
(
②「南蛮屏風」について
*製作年代は?
*どこの国の様子が描かれている?
*この史料が所蔵されている場所は?
*屏風のしくみ・ ― (   )と(
(
(
(
から成り
)～ (
)と呼ばれる。
③疑間に思つたところや変だなと思ったところを書き出してみよう !
<グルーピング>
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資料⑩  ワークシー トⅡ
「南蛮屏風」にみる「交易」
〇年○組 氏名 (
○月○日 ()
)
①南蛮船で日本に来た南蛮人は、一体ど
こから来たのかな?
≪予想≫
≪南蛮人は
から来た !
②なぜ日本人は[ ]と交易を行つたのかな?
※この人物は、南蛮商人のリーダーとして日本に来航 し、国王から日本航海権を与えられていた。この権
利は、同国の貴族や東インドの諸都市、またカ トリック教会関係の機関などに与えられていた。
④16世紀における南蛮人との交易を『
てみよう !
』というがこの交易の目的をまとめ
●   臓
≪他班の予想≫
③補助史料をもとに、再度なぜ日本人は南蛮人と交易を行つたのかを考えてみよう !
☆カピタン・モールを探せ !
カピタン
理由は・
正解は・
。 モ ー ル は
・ ・ (
・ 。 (
( )に描かれている人物 !!
)/」ヽら。
)に描かれている人物がカピタン ! l
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資料① ワークシートⅢ
「南蛮屏風Jにみる「キリスト教」
〇年○組 氏名 (
○月○ 日 ()
①なぜ日本でキリスト教が広められるようになったのかな?
②補助史料をもとに、再度なぜキリスト教が日本で広められるようになったのか考えてみ
よう!!
③宣教師は日本でキリスト教を布教するためにどのようなことを行つていたのかな。
「南蛮屏風」の読み解きをとおして考えてみよう !
l出彗
|力轟 ?，「
④歴史的背景を踏まえて 16世紀にキリスト教が日本で布教されるようになつた理由をまとめ
てみよう !
資料⑫ ワークシートⅣ (資料⑤と併用)
「南蛮屏風」にみる‖L山文化
〇年○組 氏名 (
○月○ 日 ()
☆狩野派とは…室町時代中期に始まり、1576年以降に狩野永徳が織田信長や豊臣秀吉の「お抱え絵師」
して活躍し、代々その地位が継承されたことによつて400年以上にわたつて繁栄した。
☆長谷川派とは…桃山～江戸時代の漢画派 (水墨技法を中心とした絵画様式の流れをくむ画家の系統)
あり、長谷川等伯 (信春)を祖として風俗画や仏画など幅広い作品が生み出された。
②「南蛮屏風」は誰が何のために描き、どのような人物が所有していたのかな。
≪配布された資料や「南蛮屏風」を手がかりに考えてみよう1≫
☆「南蛮屏風」の制作者・・ 。「        」
この人物は、1570年～1616年に生きた絵画絵師であるが、狩野派の血を受け継いでおらず、
本来は戦国武将である荒木村重の家臣の子として生まれている。「南蛮屏風」以外の作品として、
秀吉の 7回忌に際して行われた祭礼の様子を描いている「豊国祭礼図屏風」が有名である。こ
の人物の名前は「南蛮屏風」の中にも落款としてみられる。
③「南蛮屏風」を手がかりにして史料Bの「歌舞伎図巻」から異国の文化を探してみよう。
④「南蛮屏風」から読み解くことができる16世紀の文化とは、一体どのような文化だつた
のかな。
①「南蛮屏風」と史料Aの「唐獅子図屏風」とを比較して気付いたことを書き出してみよう
資料⑬ ワークシートV
「南蛮屏風」にみる16世紀の時代像    ○月○日( )
〇年○組 氏名 (
1.「交易」。「キリスト教」。「文化」の視′点を踏まえて、16世紀の時代像を読み解いてみよう !
≪交易≫ ≪キリス ト教≫ ≪文化 ≫
≪16世紀とは一体どのような時代だつたのかな?≫
2.17世紀前半に制作された「南蛮屏風」と授業で読み解いた「南蛮屏風」との比較をとおし
て、時代がどのように変化していつたかを考えてみよう。
≪比較をとおして気付いたこと、疑間に思ったことを自由に書いてみよう!》
≪時代はどのように変化 していつたのかな?≫
*自身の考え *班での考え
☆世界の動きはどのように変化していくのかな?日本は一体どのような時代を歩んでいくのかな?
. 降 ―
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終章 研究の成果と今後の課題
1 研究の成果
本研究は、歴史学習において子どもの思考力や市民的資質を育成するため、子ども自
ら歴史家と同様の視点に立って歴史を再構成し、その過程に歴史家の研究対象となる一
次史料を活用するため、中学生でも読み解くことができる一次史料として絵画史料に着
目し、神戸市立博物館に収蔵されている南蛮屏風を取り上げて研究を行つた。以下に、
研究の成果を述べる。
(1)絵画史料に関する先行研究や授業事例分析を踏まえ、歴史学習において絵画史料
を活用する意義と課題を明らかにした。
絵画史料は事実確認が容易であり、既習知識や特別な能力を必要としない。そのため
誰にでも読み解くことができ、生徒の興味 0関心を引き出すだけでなく、歴史的思考力
の育成や主体的な歴史像の構成に役立てることができる史料である。このような特性を
持つ絵画史料を歴史学習に活用することによつて、子どもたちの多様な解釈を生み出す
ことができ、子ども自らが歴史理解を形成していくことに繋がると考える。
また、絵画史料を活用する授業事例を①絵画史料の活用目的、②読み解きの視点、③
読み解き活動の射程 (範囲)の二つに着目して分析を行い、次のことを明らかにした。
①歴史事実の探究や時代像を描く手段として絵画史料を用いることで、絵画史料が持
つ固有の特性を生かした授業を行うことができる。
②絵画史料の読解をとおして子ども自ら課題を設定し、個々の多様な解釈を引き出す
ためには、「変だなあ探 し」を含む自由な視点での読み解きを行 うことが必要である。
③事象の読み解き、構図の読み解き、背景 (意味)の読み解きの二つの活動を取 り入
れることによつて、史料から読み解いた事象と歴史事実 (歴史像)を関連させて理
解することができ、子どもの思考力や物事の見方・考え方を育成することに繋がる。
(2)南蛮屏風に関する先行研究、人ともの (建物や交易の様子)の視点から読み解い
た絵画構成、南蛮屏風をとおして読み解くことができる16世紀の時代像などを踏ま
えて、南蛮屏風の歴史的意義・教育的意義を明らかにするとともに、その特性を示す
ことができた。
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本研究で取り上げる「南蛮屏風」は、16世紀末～17世紀初頭に狩野内膳によつて制作
されたものであり、現存作例のうち最も早期に制作された南蛮屏風の一つとして位置づ
けられている。「南蛮屏風」には、南蛮人、キリス ト教宣教師、南蛮寺、南蛮船といった
様々な事象が描かれており、これらの事象を読み解くことによつて当時の時代像を読み
解くことができる。また、「南蛮屏風」の制作技法やその発見地に着目すると、当時の美
術作品には豪商や大名の豊かな経済力が反映されており、16世紀になると豪商や大名
が勢力を強めていたことを明らかにすることができる。「南蛮屏風」に描かれている事象
の中には事実ではないことも含まれているが、当時の時代像を読み解く手掛かりが多様
に含まれている史料といえる。
狩野内膳によつて制作された「南蛮屏風」は神戸市立博物館に収蔵されており、地域に
残る重要文化財でもある。地域性を含む史料を取り上げることによつて地域の文化的価
値にふれることができ、地域に学習対象があることから資料や情報が入手しやすいとい
った利点がある。地域性を含む教材を活用することによつて、自ら設定した課題を解決
するために必要な知識などを的確に収集する能力を養うことができると考える。また、
「南蛮屏風」を活用することによつて世界史の視点を踏まえて日本の歴史を学ぶことが
でき、日本を中心とした歴史認識からの脱却を図り、日本から世界を提えるだけでなく、
世界から日本を提える視点を養うことができる。
さらに、「南蛮屏風」を交易 。キリスト教 。文化の視点で読み解くことによつて、16
世紀における歴史事実とその背景を読み解くことができる。「南蛮屏風」の読解活動を
とおして、南蛮貿易やキリスト教の布教といつた歴史事実を世界史の視点を踏まえなが
ら学習することができ、南蛮人の衣服や「南蛮屏風」の制作技法に着目することによつ
て南蛮文化を含む〃L山文化を提えることができる。「南蛮屏風」の読み解きは、16世紀
の時代像を読み解くことに繋がるといえる。
(3)絵画史料の特性や歴史学習における活用課題、「南蛮屏風」の歴史的意義や教育的
意義を踏まえて中学校歴史授業開発を行い、歴史学習における絵画史料の活用原理を
示すとともに、「南蛮屏風」を活用して 16世紀の時代像を構成する授業モデルを開発
した。
第 3章において、黒田日出男氏と吉川幸男氏が提示する絵画史料の読解方法から、「直
観 0分析 。総合」の二つの活動が歴史学の論理であるとともに社会認識形成における教
育の論理であることを示した。この二つの活動は、第 1章において示した事象の読み解
き、構図の読み解き、背景 (意味)の読み解きを達成するものであり、単元全体をとお
して、また各時の授業構成に「直観・分析 。総合」の活用を組み込んだ歴史授業モデルを
開発した。
単元名を『南蛮屏風からみる16世紀の時代像』とし、知識の構造や「南蛮屏風」を
読み解く二つの視点 (交易・キリス ト教・文化)をもとに、全5時間構成となる授業モ
デルを開発した。第 1時は「南蛮屏風」に描かれている事象を把握する活動を中心に、
歴史史料としての価値に気付かせることをねらいとしている。第2時では南蛮貿易、第
3時ではキリス ト教の布教、第4時では南蛮文化を含む桃山文化について、「南蛮屏風」
から読み解いた事象をもとに年表や交易図などの補助資料を活用して歴史事実を探究
した上で、各視点からみた 16世紀の時代像を構成する授業内容となつている。第 5時
は単元全体の総合として再度「南蛮屏風」に立ち返り、第 1時から第4時までの既習知
識を活用して 16世紀の時代像を提え、制作された時期の異なる二つの南蛮屏風の比較
をとおして、16世紀から17世紀にかけてどのように時代は変化 していくのかを考察さ
せて授業を終える構成となつている。
これらを本研究における研究の成果とする。また、中学校の歴史教科書の多くに掲載
されており、地域性を含む史料として南蛮屏風を取り上げた点、単元全体をとおして一
つの絵画史料を活用し補助資料と併用しながら子ども自らに歴史像を構成させる授業
モデルを開発 した点に、本研究における意義があると考える。
2 今後の課題
本研究は、南蛮屏風を事例に中学校歴史授業開発を行つたが、他の一次史料において
も第3章において提示した歴史授業構成原理 (絵画史料の活用原理)を活用することが
できるかどうかを検証することはできていない。更なる先行研究・先行実践を分析 し、
歴史授業構成原理の有用性を検証することによつて、絵画史料を含むその他の一次史料
をより効果的に歴史学習に活用することができると考える。
また、本研究における授業モデルは現段階においては仮説的なものである。そのため、
今後、学校現場における実践をとおして授業モデルの課題を明らかにし、改善を図つて
いくことが必要である。
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<絵画史料を活用した授業事例分析>
『歴史地理教育』から収集した22例の授業事例を以下の枠組みに沿つて分析を行つ
た。3つの分析視点 (①絵画史料の活用目的、②読み解きの視点、③読み解き活動の射
程 (範囲))については、考察の中にさらに枠組みを設定し示すこととする。
≪LOO≫
単元名
実践者 対象
活用史料
学習目標
授業構成
考察
① ② ③
備考
出典
≪NO.1≫
単元名 入門としての「イスラム世界」
実践者 井ノロ貴史 対象 高校 1年生
活用史料 A:サウジアラビアの国旗 B:「イスラムとアラビア語」に関する文字資料
C:「メッカを包囲・攻略するムハンマ ド」の様子を描いた絵画
学習目標 1.ムハンマ ドが新しい価値観の上にイスラム共同体をつくろうとしたことを理解させる。
2.モスクでの集団礼拝を取り上げることによって、現在のイスラムの日常生活にふれる。
3.イスラムが都市の文明であることを押さえ、貨幣経済の発展を背景に、イベリア半島
からインド洋世界、中国へと繋がる巨大商業ネットワークをつくったことを理解させる。
授業構成 <展開i>国旗を提示してアラビア語に着目し、文字資料を手掛かりにアラビア語はイス
ラムの支配が拡大したことを背景に広い範囲にわたって使われるようになっ
たことを学習する。
<展開五>イスラムが拡がつた理由を考察させるため、絵画史料 Cに描かれているマホメ
ットに着目する。一人だけ顔が描かれていないことからマホメットを神のよう
に崇拝することを禁上したことを明らかにし、アラブ人がどのようにイスラム
教を広めたかを説明する。
<展開五>8世紀のイスラムでは軍人や役人が貨幣で給料が支払われていたことを説明
し、広い地域と交易を行つていたことを提える。
く展開市>イスラム教の寺院 (モスク)に関する問いを行い、CDや教師が作成したVT
Rなどを用いてイスラム教のネL拝について学習する。
考察 絵画史料は展開五において活用されており、イスラムの支配が短期間で広範囲の地域に
広まった要因を考察させている。ここで絵画史料は提示されるが、教師によつて着目すべ
き箇所 (マホメットの顔が描かれていない点)があらかじめ示されており、その絵が意味
することについてすぐに教師が解説を行つている。そのため、生徒による絵画史料の読解
活動は行われていないと捉えることができる。
① 歴史事実のイメージ化 l②固定的な視点     l③読み解きなし
備考 5時間構成のうち2時間分の授業 (第何時かは不明)
出典 『歴史地理教育』 ヽ529 1995年2月
≪NO.2》
単元名 平治物語絵巻
実践者 小林朗 対象 中学生
活用史料 平治物語絵巻 (三条殿夜討巻)
学習目標 1.農民が土地を守るために武装していたという従来の「武士の発生」の観点を覆すこと。
2.辺境の反舌しを押さえるために軍属貴族、「武士が用いられた」こと。
1と2を通じて武士が芸能人として暴力を職業にしていたことを生徒たちに理解させる。
授業構成 <展開i>武士とはどのような人物かを問うことで、生徒たちが抱く武士のイメージ像を
明確にする。明確にした上で、「平治物語絵巻」を配布する。
<展開五>「平治物語絵巻」を見て気が付いたことを書き出し、武士が持つ武器 (長刀や
弓)に着目させることによって武士=刀というイメージを払拭し、弓が武芸の
中心であり、「弓馬の士」であったことを教師が説明する。
<展開血>当時の武士がどのような人物であつたのかを提えた上で、「平将門の舌L」 を学
習する。将門の家来が 「半農半士」であったことを明らかにし、「弓馬の士」
との違いを教師が説明する。
<展開市>次に、後三年の役、前九年の役をおさえたのは武士団を統率した「源氏」であ
ることを説明し、武士の発生要因を明らかにする。
考察 生徒が抱く武士のイメージ像を明確にした後に「平治物語絵巻」は提示され、史料を見
て気付いたことを書き出すよう指示が出されている。生徒は人物 (武士)の描写に着日し
て読解を行つており、「怖い人J「戦いをしなくてはならない人」「平気な顔をして、残酷
なことをする人」といつた意見がみられる。次に、武士が持つている武器に着目させるこ
とによつて、武士は刀を持っているという従来のイメージを払拭することをねらいとして
おり、武士の姿を生徒に把握させた上で歴史事実を取り上げることが教師の目的である。
この授業における絵画史料の読解活動は、絵画史料に描かれている事象のみを読み解く
段階に留まっている。武士の姿を明らかにするためのみに、絵画史料を用いているためで
あると考えられる。
① 歴史事実のイメージ化 l②自由な視点      l③事象の読み解き
備考 「古代から中世へ」の移行期の授業
出典 『歴史地理教育』 ヽ546 1996年3月
≪NO.3≫
単元名 蒙古襲来絵詞
実践者 倉持祐二 対象 小学生
活用史料 蒙古襲来絵詞
学習目標 中世の武士は幕府との契約関係 (「御恩」と「奉公」)の上に成り立っていたことを、「蒙
古襲来絵詞」を活用することによって捉えさせる。
授業構成 <展開i>蒙古襲来絵詞を提示し、どのようなことが描かれているのかを読み解く。
(元軍の服装や様子、集団戦法、武器の違いなどに生徒は着目している。)
<展開五>生後が絵画史料から読み取った事象に沿って、元が日本に攻めてくる背景や戦
いの経過、竹崎季長がどのような人物であつたのかを教師が説明する。その後、
「蒙古襲来絵詞」をもとに物語をつくる。
<展開五>次に、戦いの後に季長が安達恭盛に会うために70日もかけて鎌倉まで旅をし
たことを地図を用いて明らかにし、なぜ季長はそのような行動を取つたのかを
考察する。「蒙古襲来絵詞」の展開五とは異なる場面を提示し、褒美をもらう
ことが目的であつたことを明らかにした上で、季長は恭盛に何と言つて褒美を
もらおうとしたかを推測する。
考察 授業の初めに絵画史料が提示されており、自由な視点での読み解き活動が行われてい
る。実践者は生徒の着眼点を把握するため、描かれている事象を読み解く時間をなるべく
多く取るように心掛けていることが示されていた。その後、生徒が読み解いた事象をもと
に教師が解説を行つており、この段階における絵画史料は導入としての役割を果たしてい
ると考えられる。
また、初めの「史料には何が描かれているか」という問い以外は絵画史料に関する問い
は行われておらず、歴史事実に関する発間が多い (例えば、「何のために季長はこうまで
して安達恭盛に会いにいつたのでしょうね ?」)。 そして、発間に対する予想を裏付ける資
料として「蒙古襲来絵詞」を提示し、歴史事実を視覚的に捉えさせている。
① 歴史事実のイメージ化 l②自由な視点      l③事象の読み解き
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 血546 1996年3月
《Na4》
単元名 長篠合戦図
実践者 中妻雅彦 対象 小学生
活用史料 長篠合戦図屏風
学習目標 記載なし
授業構成 <展開i>長篠合戦図屏風を提示し、気が付いたことをノー トに書かせる。
・信長だけでなく、家康もいる。
・秀吉も左のうえのほうにいる。
・信長のほうは、鉄砲がたくさんある。武田のほうは鉄砲がない。
。鉄砲の前に柵があるから、馬は飛びこせない。
。川が流れているから信長のほうが有利だと思 う。 …など
気付いたことを発表させ、全体でどこにどのようなことが書かれているのか
を確認する。
く展開五>長篠の合戦で、信長・家康の連合軍が勝利 した原因について考察させる。
。鉄砲をたくさんもつていて、それを使ったからだと思う。
。やりをもつているけど、鉄砲にはかなわない。
。鉄砲だけでなく、柵をつくったり、川の所に陣地をつくったりして、頭が
い い 。
。信長のほうは、いい場所を見つけて、待ってたと思う。だから、有利なと
ころで戦つたから勝ったんだと思う。   …など
戦術として新しい鉄砲や柵の使用、地形の有利さなどに気付かせる。
<展開五>この戦いに勝った信長は、次に何をするかを予想させ、最後に感想をノー トに
書かせて授業を終える。
考察 まず絵画史料に描かれている事象を読み解き、全体で何が描かれているのかを把握した
上で信長・家康の連合軍が勝利 した要因を考察させており、読み解いた事象をもとに分析
的な読みへと展開していることがわかる。また、この授業では補助資料が提示されていな
いため、長篠合戦図に描かれていることから問いに対する予想を推測しなければならず、
より詳細な読み解きが行われている。
① 歴史事実の探求    l②自由な視点 ③ 事象 → 構図
備考 1時間扱い
出典 『歴史地理教育』 血546 1996年3月
≪No5≫
単元名 横穴墓の線刻壁画からせまる古代人の死生観
実践者 関剛史 対象  1高校生
活用史料 徳増支群 。第一三号墓にみられる線刻壁画
学習 目標 線刻壁画の図柄や「五重塔」に着日し、当時の房総半島の仏教普及とからめて、当時の人々
がどのような死生観 。宗教をもつていたかということを考えさせる。
授業構成 <展開i>線刻壁画に描かれている絵を自由に読み解かせる。
<展開五>読み解いた事象がどのような意味を持つのかを考察させる。
考察 授業の様子が記述されておらず、生徒が史料からどのような事象を読み解いたのかが表
に示されている。表をみると、教師は壁画に描かれている事象を生徒に読み解かせ、それ
がどのような意味を持つのかを考察させていることがわかる。その後、絵解きのヒントと
して現段階までの歴史学における研究成果を資料として配布し、生徒の解釈がどのように
変化したのかを期末テストをとおして調べている。これらの実践内容をみると、読み解い
た事象を発表し合い、教師がコメントや説明を行 うといつた活動はみられない。
関氏は、県の緊急集会にて授業報告を行つたことによつて得たアドバイスをもとに、授
業の再構成を行つている。その内容を以下に示す。
。第 1時間目・・・線刻壁画の「絵解き」授業
。第2時間日・・・ 日本古代の精神史の概観
2時間構成のうち、線刻壁画を第 1時で取り扱っている。授業計画の内容は、まず発問
1として線刻壁画に何が描かれているのかを読み取らせ、同時にその図柄の意味を考察さ
せる。その後、史料の説明を行い、図柄を考察するヒントを提示して (ヒントが何かは不
明)再度図柄の意味を考察させている。さらに、壁画に描かれている五重塔に着目させ、
そこから房総半島における仏教普及について考察する授業展開となっている。再構成され
た授業では、史料から読み解いたことをもとに生徒に予想を立てさせ、その後に補助資料
を提示することによって、問い対する予想をより深く考察させるような構成となつてい
た。
① 時代像の構成     l②自由な視点      l③事象→構図
備考 3時間構成のうち第 2時(現代社会)
出典 『歴史地理教育』L590 1999年2月
≪NO.6≫
単元名 絵画を利用した授業の工夫 ―越後の化政文化 彫刻家・石メll雲蝶を探る
実践者 小林朗 対象 中学生
活用史料 「道元禅師猛虎調伏の図J
学習日標 雲蝶のビジュアルな絵図を読み解いて、今までの江戸時代の学習を結びつけ、文化を学習
することによって時代像を構成する。(単元全体の目標)
授業構成 <展開i>絵図を提示し、そこに描かれている動物に着日してどのような動物が描かれて
いるかを探し、教師は生徒の意見を板書する。
<展開i>絵図の中で変だなと思うことを探させ、プリントに気付いたことを書く。生徒
に発表させた後、絵図の物語を教師が説明する。そして、絵図に用いられてい
る表現方法に着目し、なぜそのような表現方法 (絵図は立体感があり、虎の目
がガラスで作られている)が可能であるのかを生徒に考察させ、仮説を立てさ
せる。(生徒の仮説は、木材以外に綿を使つているというものである。)
<展開五>最後に、制作者である雲蝶が提示した絵図の彫り物をするために江戸に来たの
はなぜかを推測させる。
―感覚派 ―
・越後にはまだ寺院建築で彫刻などがされていなかった。
・水、木材、どれをとっても江戸より越後の方がよかった。
―社会派 ―
・化政文化は地方に広がったから、彫刻も江戸だけではなく越後にも広がった。
・商品経済が越後にも進んで、雲蝶にお金を出すことができた。
考察 絵図に描かれている事象や制作技法に着目することによって当時の文化を学習し、さら
にそこから江戸時代がどのような時代であったかを考察させている。
初めに絵図を提示してそこに描かれている「動物」に着目して史料を読み解くよう教師
が指示を出しているが、その後の「変だなあ探し」では生徒は動物以外に視点を移して絵
図を読み解いている。「変だなあ探し」のように、史料に描かれていることから疑問点を
探させる場合、読み解きの視点を定めずに自由な視点での読み解き活動が疑問点を見つけ
るためには必要であると推測できる。
① 時代像の構成 l②視点の固定→「変だな」探し l③事象→構図→背景 (意味)
備考 全5時間構成のうち2時間扱い (第1時・第2時)
出典 『歴史地理教育』L593  1999年4月
《NO.7≫
単元名 江戸のまち 一生き生きとした町民のくらしを ―
実践者 中窪寿弥 対象 小学6年生
活用史料 A
C
9枚の浮世絵 B:補助資料として絵画史料2枚(うち1枚は柱絵)
教師が制作した団扇絵
学習目標 9枚の浮世絵が、大きく相撲絵・美人画・風景画・役者絵に分かれることに気づく。さら
に、浮世絵が売られていた店の絵を見て、だれが買いに来て何に使ったのかを考えさせる。
授業構成 <展開i>9枚の浮世絵のカラーコピーを黒板に貼 り、それらの浮世絵を何種類に分類で
きるかを導入として考察させる。(女、男、風景など)
<展開五>展開 iで提示した浮世絵はどのような人物が購入するのかを考察させ、補助資
料として物を買う人々の様子が描かれている絵画史料を提示する。
く展開並>購入した浮世絵を当時の人々はどのように活用したのかを考察させ、教師が制
作した団扇絵というものを提示して説明を行う。
く展開市>団扇絵以外に浮世絵がどのようなことに使われていたのかを明らかにするた
め柱絵を提示し、柱絵が何に使われていたものであったのかを考察し、柱絵に
関する説明を教師が行い本時のまとめとする。
考察 まず初めに9枚の浮世絵を提示し、浮世絵の分類を行わせている。教師は絵画史料の提
示とともにそれらの分類を行 うように指示を出しているため、何が描かれていのるか、と
いつた事象の読み解きに関する問いは行われていない。しかし、生徒は分類を行 うために
無意識的に描かれている事象を読み解く活動を行つている。
それぞれの展開で使用される史料は異なるが絵画史料を中心に授業は展開され、生徒は
絵画史料から読み解いた事象をもとに、浮世絵が描かれた時代に生きた人々の生活を探求
しており、実際に団扇絵や柱絵を提示することによって興味・関心が引き立てられ、生徒
の思考を深める工夫がなされている。
① 時代像の構成     l②固定的な視点     l③事象→分析
備考 3時間構成のうち第 3時
出典 『歴史地理教育』 m596 1999年7月
≪NO.8≫
単元名 『ビゴTの絵』と日清戦争前夜
実践者 西牟田哲哉 対象 高校生 (日本史)
活用史料 A:ビゴーの風刺画 (「魚釣り遊び」)、B:教師が生徒の疑問点を踏まえて修正して描いた
「魚釣り遊び」、C:「魚釣り遊び」を発表する前にビゴーによつて制作されたもの
活用手段 歴史事実を探求する手掛かり
事象の読み解き
学習目標 日清戦争が起きる背景の 1つとして国際情勢を捉えさせる。
授業構成 <展開i>史料Aを提示し、疑問点を見つけさせる。 (日本と中国の地理的位置が逆、朝
鮮がはじめから独立しているように見える、など)
<展開五>疑問点を踏まえ、教師がビゴーの絵を修正したもの (資料B)を提示し、当時
の様子を視覚的に捉えさせる。
(資料 B:中国の周りに柵が描かれ、その柵の中にはモンゴルや琉球、台湾や
ベ トナムという文字が書かれており、日本と中国が朝鮮を釣ろうとする様子
をロシアが窺っている場面が描かれている。)
<展開血>史料 Cを提示し、史料とAと比較する。比較をとおして史料Aには描かれて
いない人物 α 氏)がいることを生徒自身に気付かせ、この人物が一体だれで
あるのかを考察させることを、その後の授業のテーマとする。
(※活用史料名の表記が長いため、それぞれの記号を用いて授業構成を述べている。)
考察 展開iではビゴーの風刺画にみられる疑間点を見つけさせているが、既習知識を生かし
た読み解きが多く、教師が歴史事実と描かれている事象を照らし合わせて疑問点を探すこ
とを求めているため、日本史を苦手とする生徒にとっては参加 しづらいのではないか。し
かし、史料Bを提示し、当時の世界の情勢をわかりやすく絵にまとめているため、視覚的
に確認しながら教師の説明を聞くことができる。
展開iでは史料AとCの比較をとおしてX氏の存在を明らかにしており、次のテーマ
を生徒自身に気付かせるよう構成されている。教師が口頭でテーマを提示してしまうより
も、史料の読み解き活動をとおしてテーマを明らかにする方が生徒は興味を持って歴史を
探求することができると考えられる。
① 歴史事実の探求    l②固定的な視′点     l③事象の読み解き
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 No617 2000年12月
≪NO.9》
単元名 「元寇」の授業
実践者 三橋広夫 対象 中学生
活用史料 蒙古襲来絵詞
学習目標 1.子どもたちが自分の認識を披涯できる。2.子どもたちが「国家の論理」に取り組む。
3.子どもたちの目が世界に広がる。
授業構成 く展開i>「蒙古襲来絵詞」を見て変だなと思ったことを書き出させる。
。日本軍はなぜ一人しかいないんですか。
・てつはうが日本の方から飛んでいるようにみえる。
。モンゴル軍のなかで一人、矢が刺さつて逃げている。
・モンゴルの馬はしつぱがしばってある。  …など
その後、この絵画史料は竹崎季長が恩賞をもらうために書かせたもというこ
とを教師が説明する。
<展開五>人物に焦点を当て、彼らが何と言つているのか吹きだしを考える。
考察 まずは絵画史料を自由に読み解かせ、変だなと思うことを書き出させている。しかし、
それ以上の活動は行われておらず、教師が「蒙古襲来絵詞」が描かれた理由を明らかにし
ている。そのため、絵画史料は導入としての役割を果たしていると考えられる。
また、「蒙古襲来絵詞」が何のために描かれたものであるのかを説明したうえで、戦い
の場面に描かれている人物の吹き出しを考察させているが、ここで人物の吹き出しを考察
させる意図がみえない。吹き出しを考察させる作業はよくみられるが、竹崎季長が安達恭
盛に恩賞を要求する場面が多い。戦闘の場面を活用するのであれば、戦闘方法の違いなど
に着目し、元と日本にはどのような違いがみられるかといったことを考察した方が良かつ
たのではないか。
① 導入的役割      l②自由な視点      l③事象の読み解き
備 考 4時間構成のうち第 1時
その後の授業では、モンゴルがどのような国であつたのかを明らかにするために、マル
コ・ポーロが元の都に訪れた理由を生徒に考察させ、三別抄の戦いについて学習するこ
とによつて、違 う角度から元寇を捉える授業構成となっている。絵画史料は第 1時のみ
使用されていることから、元寇を学習する上で導入としての位置づけだと考える。
出典 『歴史地理教育』 ヽ624 2001年5月
10
≪No.10≫
単元名 絵画史料で学ぶ鎌倉時代 ―『一遍上人絵伝』から何を学ぶか
実践者 柄澤守 対象 高校
活用史料 『一遍上人絵伝』
学習目標 記載されておらず
授業構成 <展開i>5～7人の班をつくり、史料を一枚ずつ配布する。まず、史料に描かれている
掘立小屋が何のための建物かを考察し、この問いに正解した班から変だなと思
うものを探す。
<展開五>変だなと思うものを見つけたら、その中から説明できそうなものを探す。それ
らの意見が出しつくされたら、提示されている史料が物語であることを示し、
物語の主人公や市場の様子を描いたものであることを教師が明らかにする.そ
して次の課題として、貨幣が絵のどこに描かれているかを探す。
<展開血>絵巻から貨幣を見つけた班から、鎌倉時代に出現したものを絵の中から4つ探
し、その中から 1つだけ選択してなぜ錫無倉期に出現したのか仮説を立てさせ
る。最後に、班で考えた仮説を他班との議論を通して仮説の正当性を吟味する。
考 察 班活動を中心に絵巻を読み解いており、教師による問いに正解することによって次の問
いに進むことができる構成となっている。授業の初めに掘立小屋の用途について問いを行
つているのも、班対抗で授業を展開していくためだと考えられる。
また、変だなと思 うところを見つけさせ、さらにその中から1つの事象について説明さ
せることによつて、読み解いた事象を分析的な視点で読み解くことにつながり、班活動で
あるため少人数で討論を行いながら作業を進めることができる。
最後は問いに対する仮説を立てさせ、他班との議論の場を設けている。この議論をとお
して時代の本質にせまることを実践者はねらいとしており、絵画史料は時代像を自らの力
で形成させるとともに、討論を行うための手段としても用いられている。
①時代像の構成      l②自由な視点     l③事象→構図→背景 (意味)
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 ヽ624 2001年5月
??
?
≪NO.11》
単元名 『雑兵物語』挿し絵を高校日本史で使つてみる
実践者 武田章 対象 高校生
活用史料 『雑兵物語』の挿し絵
学習目標 中世から近世への移行は、兵農未分離の時代から兵農分離の時代への変化であることを理
解させる。
授業構成 前時の後半で『雑兵物語』のカラーコピー、『国史大辞典』の 「雑兵物語」の項のコピ
ー、自説記入プリントを配布し、「ここに描かれている兵士は、“兵農未分離軍兵士"と考
えるか “兵農分離軍兵士"と考えるか。根拠を上げて説明せよ」という問いを行い、自説
プリントに記入してくることを課題として本時へと授業は展開している。
<展開i>自説記入プリントの内容を根拠 とともに発表させ、それぞれの考察 (兵農分離
派と兵農未分離派)に対する批判を行う。
<展開五>討論が終われば再度自説プリントを書かせ、まとめとして兵農分離か兵農未分
離かということについて教師の考えを述べる。
考察 本実践は、絵画史料を読み解いたあとの授業を提示しているため、どのような読み解き
活動が行われていたのかは記載されていない。しかし、前時において絵画史料を提示する
際に、教師は描かれている人物が「兵農分離か兵農未分離か」を問いているため、生徒は
問いに対する答えについて自身の考察の根拠を示さなければならず、読み解いた事象をも
とにそれらを考察していることから、構図の読み解きへと発展していると捉えることがで
きる。また、絵画史料は討論を行うための手立てとしても活用されている。
①討論を行うための手段  l②固定的な視点      l③事象→構図
備考 ・8時間構成のうち第8時
。『雑兵物語』は挿絵として位置づけられていることから、本研究で定義する絵画史料の
中に含まれるかどうかは曖昧なところである。「小pFLの挿絵」については絵画史料から
除外したが、歴史的書物の挿絵であることから絵画史料に含まれると考える。)
出典 『歴史地理教育』 ヽ655 2003年6月
12
≪No12≫
単元名 一時間のフランス革命 ―考える授業をめざして
実践者 梅津通郎 対象 中学校
活用史料 風刺画
活用手段 絵画史料の読み解きから歴史事実を探求する手掛かり
(自由な読み解きは行われていない)
学習 目標 フランス革命の遠大きを感じとらせ、歴史の変革とは長い時間と大きなエネルギーを要す
るものとじっかんさせることをねらいとする。
授業構成 <展開i>フランス革命はすでに学習済であるため、まずは身近にあるフランス革命 (の
影響など)について生徒に考察させ、身近にあるフランス革命として教師がメ
ー トル法や義務教育制度について説明する。
<展開五>フランス革命がどのような時代を目指して行われたのかを考察させるため、風
刺画を提示する。風刺画を読みとかせた後、年表風に歴史事実を列挙し、フラ
ンス革命までの流れを説明する。
<展開血>最後に「封建制度をめぐる議論Jをテーマに封建制度が廃止されたことに着目
し、教師によって配布されたワークシー トの穴埋めを行う。国民議会における
第 17条の一部が穴埋めとなっており、国民議会や民衆の人々がルイ16世をど
のように捉えられていたかを生徒に考察させる。 (「自由の再興者」)
考察 風刺画を提示し、描かれている事象が表す意味を読み解かせようとしているが、描かれ
ている事象の意味まで読み解くことができた生徒はいなかったことが示されている。何を
表しているのかを読み解くことができなかった事象については疑問点として捉えさせ、フ
ランス革命という歴史事実を説明する際に、風刺画から読み解いた疑問点と歴史事実を関
連させながら理解することができたのではないだろうか。
①歴史事実の探求     l②固定的な視点      l③読み解きなし
備考 1時間扱い
出典 『歴史地理教育』 陀655 2003年6月
13
《NO.13》
単元名 絵画史料を読み解く日本史の授業 一『神護寺三像』の秘密を探ろう
実践者 福田喜彦 対象 高校生
活用史料 A:『伝源頼朝像』 B:『伝平重盛像』 C:『伝藤原光能像』 D:足利直義願文
E:足利義詮像
学習目標 最近の研究成果を生かしながら、『神護寺三像』に込められている歴史的意味を授業で考
察させる。
授業構成 <展開i>『伝源頼朝像』『伝平重盛像』の2つを提示し、描かれている人物が誰かを問
う。 (『伝源頼朝像』を「源頼朝」と答える生徒が多い。)その後、この 2つの
絵画史料が「似絵」と呼ばれる肖像画であることを教科書で学習する。
<展開五>2つの絵画史料から気になる点を書き出し、疑問点について話し合う。
・2人が向かい合つて座っている。
・武士よりも服装が貴族つぽい。
・顔が凛々しく描かれている。      …など
そして絵画史料がいつ頃、何のために描かれたものかを推測させ、さらに『伝
藤原光能像』を提示し、これら3つの史料が『神護寺略記』にある記載をも
とにこのように位置づけられていることを示す。その後、最新の研究成果を
提示して再度問いを行い、いつ頃つくられたものであるかを「足利直義文」
や「足利義詮像」を使って考察させる。
<展開五>3つの絵画史料に関する新たな解釈として、以下の内容を生徒に考察させる。
①鎌倉期ではなく南北朝時代前半に制作されたものである。
②両肖像画の像主名も『伝平重盛像』が「足利尊氏」像、『伝源頼朝像』が「足
利直義J像である。
③『伝藤原光能像』は足利尊氏の子であり室町幕府二代将軍となる足禾J義詮で
あること。
①歴史研究の成果にせまる活用手段 l②自由な視点  l③事象→構図
考察 福田氏による授業は歴史像や歴史事実を探求するというよりも、従来の定説と新たな歴
史解釈の検討を行うことが授業の目標であり、どの絵画史料を活用しても行うことができ
るという授業内容ではない。従来の定説と新たな研究成果との間に、歴史事実の解釈の違
いを生む可能性のある史料のみがこの授業の対象となりえるため、活用可能な史料は限定
されてしまうと考えられる。
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 ヽ710 2007年2月
14
≪N014》
単元名 弥生の絵を読む
実践者 石橋源一郎 対象 中学校
活用史料 A:銅鐸の復元レプリカ B:鋼鐸に描かれている絵画 C:唐古 。鍵遺跡出土土器 と清水
風遺跡出土土器の絵画 D:土器と銅鐸に描かれた画題 E:鹿の登場する神話
学習日標 弥生絵画の意味を考察することによって、弥生時代に共通する社会的・文化的背景を生徒
たちに考察させる。(筆者の解釈)
授業構成 <展開i>銅鐸のレプリカを提示し、銅鐸について教師が説明する。
<展開五>銅鐸に描かれている絵に着日し (絵には番号がふられている)、 何が描かれて
いるのかを読み解く。
S「①は トンボ?かかし?」
T「弥生時代に現代のようなかかしがあったかどうか?発掘では見つかつてい
ないので、おそらくなかったのでしょう。」
S「②はカマキリとクモ?」「クモではなくアメンボ ?」
T「実際にクモ説とアメンボ説があるので両方正解」    …など
<展開血>次に、類似する絵画として弥生土器に描かれている絵を提示し、「土器 と銅鐸
に描かれた画題Jのグラフから、弥生時代に描かれている画題に焦点を当てる。
弥生時代の画題には、シカや トリが多く選択されていることを明らかにし、そ
れらの動物が当時の人々にとってどのような存在であったのかを、「鹿の登場
する神話」などを活用して学習する。
考察 銅鐸や土器に描かれている絵を中心に授業が構成されており、班活動はなく生徒と教師
のや り取りによって授業は展開している。実践者は、一次史料を活用することによって研
究者と同様の視点で歴史を探求することをねらいとしており、子どもたちは教師とのやり
取りの中で、絵画史料から読み解いたことをもとに弥生時代がどのような時代であったの
かを考察している。
①歴史事実の探求     l②自由な視点     l③事象の読み解きのみ
備考 2時間の構成のうち第 1時
出典 『歴史地理教育』 ヽ712 2007年3月
15
≪No15》
単元名 絵画史料「ええじやないか」から中学生が幕末社会を探る
実践者 小林朗 対象 中学生
活用史料 「ええじゃないか」
学習目標 260年以上も続いた江戸幕府がどうして倒れたのかを考えさせる。
授業構成 <展開i>「ええじゃないか」をカラーコピーし、一人に1枚ずつ配布する。配布された
絵画史料をみて、変だなと思ったことや気付いたことをプリントに書き出さ
せ、クラス全員に発表させる。
・ほとんどに人が裸足    。男が女のかっこうをしている
。うれしそうに踊っている  。手を合わせている人がいる   …など
<展開五>「どうしてこんな風に1868年にええじゃないかと民衆が踊ったのか」を生徒
に考察させる。
・世直しの一つ         。物価が下がつてうれしかった (多数)
・豊作で米がたくさん取れたから 。次の時代に希望があるから …など
考察 絵画史料から読み解けることを自由に書き出させ、その内容を生徒全員に発表させてい
ることから多数の視点や気づきを抽出することができ、クラス全員で読み解いた事象を共
有し合えるという利点はあるが、全員に発表させるという方法はかなりの時間を要する。
班活動を取り入れても多角的な視点で読み解くことにつながり、一人ひとりが授業に参加
しているという状況を作り出せるのではないか。
また、ええじゃないかが起こった理由を既習知識や読み解いた事象を手かがりにして考
察させており、事象の読み解きから分析的な読み解きへと展開しているが、考察する資料
が少ないため、なぜええじゃないかが起こったのかを明確に示すことが難しく、補助史料
を活用すれば、生徒自ら歴史事実を探求することができるのではないか、
①歴史事実の探求     l②自由な視点 ③事象→構図
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 ヽ723 2007年12月
16
≪NO.16》
単元名 次はどうなるの?―モンゴル襲来で推論する
実践者 岩本賢治 対象 中学生
活用史料 A:ヨーロッパの城を攻めるモンゴル軍の絵図 B:蒙古襲来絵詞 C:歴史紙芝居
D:『八幡愚童司‖』 E:年表 F:「高麗蝶状不審条々」
学習目標 記載されておらず
授業構成 く展開i>ヨー ロッパの城を攻めるモンゴル軍の絵図を提示し、モンゴル軍がどちら側で
攻められている地方はどこかを問う。生徒の予想を発表させ、攻められている
地方がポーランドを攻めいている場面を描いたものであることを説明するこ
とによつて、モンゴル帝国の領土を理解させる。
<展開五>モンゴル軍が当時どのような存在であったかを明らかにしたうえで、日本に攻
め込んできたことに着目する。「蒙古襲来絵詞」や「歴史紙芝居」の比較や『ノt
幡愚童訓』をとおして戦法の違いに気付かせ、モンゴル軍の弱点を考察させる。
さらにモンゴル軍の弱点を、年表を使って考察させ、モンゴル軍は高麗を従え
三別抄の乱を鎮圧 した後に日本に侵略を始めたことを明らかにする。
<展開五>次に、三別抄からの手紙である「高麗蝶状不審条々」を提示し、どのような内
容が書かれているのかを推測させる。班ごとに予想を発表させた後、教師が歴
史事実を述べる。
<展開市>まとめでは、モンゴル軍が1度目の戦いでは諦めず、再び日本に攻め込んでく
ることを説明し、なぜ 7年もの時間があいていたのかを問い、年表を参考に生
徒に考察させる。
考察 導入として最初に絵画史料が提示され、教師の問いに沿つて絵に描かれている事象を読
み解いている。モンゴル帝国の領土を理解させるために絵画の読み解きが行われ、続く展
開五においても史資料に比較をとおして気付いたことを考察させている。どちらも導入と
しての要素が強く、読み解いた事象の分析を行う段階には至っていない。この授業は絵画
史料に限らずさまざまな史資料が活用されているが、どれも描かれている事象、記載され
ている事実を読み解く段階の活動のみである。
①導入的役害1 ②固定的な視点      l③事象の読み解きのみ
備考 な し
出典 『歴史地理教育』ヽ745 2009年6月
17
≪No.17≫
単元名 絵巻物から学ぶ荘園の人々
実践者 石橋源一郎 対象 中学校
活用史料 絵巻物『粉河寺縁起』第二段「河内国讃良郡の長者屋敷」
学習目標 絵巻物『粉河寺縁起』の長者屋敷を訪れる人々の描写から、長者=武士=荘官と名主や作
人・下人など農民との関係、及び農民の負担について理解させる。
授業構成 く展開i>『粉河寺縁起』のカラーコピーを黒板に貼り、A～Hの人物に着目して彼らが
何をしている様子が描かれているのかを読み解かせる。
。Aの人は、手紙のようなものを読んでいる。
・Bの人は、Aの人に話しかけている。
・Dの人々は、いろいろな品物をAの人に運んできた。
・Cの人々は、米俵を運んでいる。     …など
<展開五>次に、それらの人物がどんな身分の人たちであるのかを絵巻から推測させる。
前時には荘園の学習をしているため、絵巻から読み解いた人々を荘園の仕組み
(教師が板書)にあてはめて考察する。
<展開五>違う場面の絵巻を配布し、長者屋敷での荘官と名主、下人の会話を考察する。
考察 ここでは、絵巻に描かれている人物に着日しており、それらの人物がどのような身分で
あるのかを推測させることによって、武士や名主、下人がどのような人物であるのかを視
覚的に捉えることができる。そのため、当時の人々の身分がよリイメージしやすくなり、
読み解いた事象を荘園の仕組みと関連させて学習していることから、当時の社会の仕組み
がより捉えやすくなると考えられる。しかし、絵画史料は歴史事実のイメージ化にとどま
つているため、史料を活用して思考を深めるという活動は行われていない。
①歴史事実のイメージ化  l②固定的な視点      l③事象→構図
備考 3時間構成のうち第2時
出典 『歴史地理教育』 ■747(増刊号) 2009年7月
18
≪NO.18》
単元名 『蒙古襲来絵詞』と竹崎季長
実践者 倉持祐二 対象 記載なし
活用史料 A:『蒙古襲来絵詞』6牧(①戦いに加わる鎌倉武士、②季長と元の兵士との戦い、③集団
で戦う元軍、④戦いに備える元軍、⑤安達恭盛に恩賞を願い出る季長、⑥恩賞を貰って引
きあげる季長) B:プリント「竹崎季長の旅」
学習 目標 『蒙古襲来絵詞』に描かれた竹崎季長の姿を通して、鎌倉武士と幕府との間に結ばれた「御
恩」と「奉公」の関係を理解させる。
授業構成 く展開i>世界地図を掲示し、モンゴル帝国の説明や文永の役の様子を描いたものが『蒙
古襲来絵詞』であることを学ぶ。
<展開五>『絵詞』の①～④を提示し、竹崎季長がどこに描かれているのかを確認 した上
で鎌倉武士団と元軍の戦い方の違いを3つ探し、季長を主人公とした物語をつ
くる。
<展開並>プリントを配布し、季長が元との戦いのあとどれくらいの期間をかけて鎌倉ヘ
赴いたのかを明らかにし、そのルー トを確認しながらなぜ遠く離れた鎌倉まで
季長は向かったのかを推測する。
く展開市>鎌倉に向かった理由を明らかにし、『絵詞』の⑤を提示して安達恭盛に季長は
褒美をもらうために何と言つたのかを考察する。最後に、褒美をもらえたのか
どうかを『絵詞』の⑥を提示することによって確認する。
考察 「蒙古襲来絵詞」にはどのようなことが描かれているのかをあらかじめ教師が説明し、
竹崎季長がどこにいるかを生徒に気付かせた上で、読み解きの視点を元と日本の戦法の違
いに限定して読み解きを行わせている。ここで読み解いた事象はその他の展開に活用され
ておらず、分析的な読み解きも行われていない。
①歴史事実の探求     l②固定的な視′点      l③事象の読み解きのみ
備考 2時間扱い
出典 『歴史地理教育』 ヽ747(増刊号) 2009年7月
19
≪NO.19≫
単元名 「長篠合戦図屏風」はこの授業で
実践者 中妻雅彦 対象 小学6年生
活用史料 『長篠合戦図屏風』
学習 目標 屏風絵に描かれている信長、秀吉、家康、勝頼と鉄砲に注目させ、全国統一は、だれが、
どのように進めたのかを考えさせる。
授業構成 <展開i>屏風絵を掲示し、屏風絵の名前を発表させる。
<展開五>屏風絵の中から、信長、秀吉、家康、勝頼がどこに描かれているのかを探す (教
科書には正解が記述してあるため、武将の名前が書かれていない元の史料を活
用している)。 カラーコピーした屏風絵を各班に配布し、「秀吉 二本の赤い吹
流しJといったヒントを与える。
<展開並>次に、長篠の戦いは織田軍と武田軍のどちらが勝利 したのかを考察させ、屏風
絵に描かれていることを手掛かりにすることを指示する。
<展開市>屏風絵からわかったことをもとに各班で学習問題を考察させ、班ごとに画用紙
に書かせて黒板に掲示し発表させる。
考察 導入において、屏風絵の名前を問うことによつて生徒にこれから読み解く史料に関心を
持たせることができる。また、4人の武将がどこに描かれているのかをヒントを参考にし
ながら考察することで、屏風絵に描かれている事象を詳細に読み解くことに繋がると考え
られる。人物に着目させたあとは戦法の違いに着目させ、屏風絵に描かれている事象をも
とに、織田軍と武田軍のどちらが勝利したかを考察させている。段階的に事象の読み解き
や分析的な読み解きの活動が行われており、絵画史料は歴史事実にせまる活用手段として
捉えることができるが、この授業は実践者によつて単元の導入の授業であることが示され
ているため、絵画史料においても導入としての役割と位置づける。
①導入的役割 ②固定的な視点      l③事象→構図
備考 単元の導入の授業
出典 『歴史地理教育』 ヽ 747(増刊号) 2003年7月
20
≪NO.20≫
単元名 明石の街から江戸時代が見える
実践者 岩本賢治 対象 中学生
活用史料 A 「老農夜話」 B:グラフ
「播磨名所巡覧図会」
「身分別の人口の割合」 C:明石城下町割図
D
学習目標 明石城下町割図から身分ごとに居住地区が決められていたこと、そこに身分上の差別が表
れていることを読み解く。
授業構成 <展開i>「老農夜話」から身分の違いによつて服装や食事などが異なることを読み解き、
身分別の人口の割合をとおして秀吉の兵農分離を復習する。また、教科書にあ
る「本百姓と水のみ百姓」「村役人」などについても教師が説明する。
<展開五>身分について学習した後、明石城下町割図を使い、身分ごとの居住地を色分け
する。(武士の住んでいる場所は赤色、町人の住んでいる場所は青色、など)
色分けからわかったことや気付いたことを発表し、身分ごとの居住地の違いや
差別について理解する。
く展開五>次に、明石り||が自然の城塞になっていることに着 日し、「播磨名所巡覧図会」
より明石の城下町が西に守りを固めていることを明らかにして、その要因を考
察する。
考察 ここでは、「だれでも一言いえる教材」として絵画史料を活用している。史料は非常に
見やすく、描かれている人物に着目すると身分の差に違いがあることを読み解くことがで
きる。秀吉による兵農分離をすでに学習しているため生徒にとつても読み解きやすい史料
と考えられ、この事例では絵画史料は導入において活用されており、明石城下町害1図が歴
史事実を探求する手段として活用されていることがわかる。
①導入的役割       l②自由な視点       l③事象→構図
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 ヽ746 2009年7月
21
《NO.21≫
単元名 昆布ロー ドのなぞを追う―『鎖国』からアヘン戦争ヘー
実践者 松尾直子 対象 中学生 (2年生)
活用史料 A:「都道府県庁所在地別一世帯当たり年間の昆布購入数量」 B:「首里那覇港図屏風」
学習目標 「江戸時代は決して閉鎖的な社会ではなく、限られた流通の中でも豊かな食生活が育まれ
た」ということを伝えるために、東アジア世界に広がるダイナミックな昆布流通のあり方
や、その土地その土地で育まれていく食生活の多様性や豊かさを生徒が実感すること。
授業構成 <展開i>利尻昆布を示しながら、昆布がどこでとれるかを考察する。「都道府県庁所在
地別一世帯当たり年間の昆布購入数量」を掲示するが、この資料は2ヶ所の地
域が穴埋めとなっており、この地域がどこの地域であるのかを推測する。ここ
で、江戸時代から北海道の昆布が富山で消費されていることを明らかにする。
<展開五>北海道の昆布がどのようにして富山に持ち込まれたのかを問い、昆布の経路を
地図で辿る。これらの活動をとおして、当時の鎖国下における交易の姿を明ら
かにする。
<展開五>再び「都道府県庁所在地別一世帯当たり年間の昆布購入数量」に戻り、もう1
つの穴埋めとなっている地域がどこであるのかを考察させるため、「首里那覇
港図屏風」を提示する。そこから、穴埋めとなっている地域が沖縄であること
に気付かせ、沖縄に昆布が運ばれるようになった要因を考察する。そして屏風
絵に那覇の港から中国へ行く船が描かれていることに着日し、昆布が中国へも
輸出されていたことを学習する。
考察 絵画史料である「首里那覇港図屏風Jは、資料Aの穴埋めとなっている地域がどこであ
るのか、また那覇から中国へ交易船が出港していたことを生徒に気付かせるために活用さ
れている。絵画史料を読み解く時間はあまり取られていないようであるが、歴史事実を探
求するきっかけとなる情報を与える役割を担っていると考えられる。
①歴史事実の探求     l②固定的な視点      l③事象の読み解きのみ
備考 な し
出典 『歴史地理教育』 ヽ 749 2009年9月
22
≪NO.22》
単元名 『蒙古襲来絵詞』の謎に迫る
実践者 石上徳千代 対象 中学生 (1年生)
活用史料 『蒙古襲来絵詞』0日筆前、加筆後)
学習目標 カロ筆前の絵を通して季長が絵巻を描かせた目的を考察し、御恩と奉公に代表される鎌倉時
代の特色を掴ませる。
授業構成 く展開i>第1時
『蒙古襲来絵詞』を提示し、小学校で学習した既習知識を生徒の発言を通して
確認し、「変だなあ」と思うところを書き出させる。その後、加筆部分を消し
た『蒙古襲来絵詞』を提示し、加筆後の史料と比較してどのように異なるのか
を生徒とともに確認する。
<展開五>第2時
カロ筆前と後の絵を比較し、再度「変だなあ探し」を行 う。そして、なぜこのよ
うな絵が描かれたのかを生徒に考察させることを通して、生徒自らに御恩と奉
公の関係に気づかせ、その後に竹崎季長と安達恭盛が面会している場面を提示
し、2人の会話を予想する。
<展開血>第3時
季長と恭盛の会話を教科書や資料集をもとに考察させ、教科書と資料集の記述
内容が異なることに着目する。この異なる記述を比較すると、恩賞を受け取る
ことができたという説と、恩賞を受け取ることができなかったかという説の2
つの説がみられることを明らかにする。
<展開市>第4時
前時の授業後に、記述内容について出版社に手紙で質問し、その返事を生徒に
配布する。
考 察 絵画史料の読み解きにおいて、「変だなあ探し」が2度行われている。まずは「蒙古襲
来絵詞Jを読み解く際に、そして2度目はカロ筆前とカロ筆後の史料の比較を行う際である。
史料に描かれている事象をもとに「変だな」探しを行うことによって、史料を詳細に読み
解くことに繋がり、生徒が自由な視点で史料を読み解くことができると考えられる。
①歴史事実の探求     l②自由な視点 ③事象→構図
備考 4時間扱い
出典 『歴史地理教育』 ヽ 751 2009年11月
23
